
《
論
　
　
説
》労

働
法
学
の
再
出
発

―
―
戦
後
・
末
弘
厳
太
郎
の
陽ひ
か
りと
陰か
げ

―
―

石　
　

井　
　

保　
　

雄

一　

は
じ
め
に
―
―
本
稿
の
課
題
―
―

二　

労
働
三
法
制
定
へ
の
関
与
と
労
働
法
の
啓
蒙
・
普
及
活
動

１　

労
働
三
法
制
定
へ
の
関
与
と
「
立
法
学
」
の
提
唱

２　
『
労
働
法
の
は
な
し
』
と
『
労
働
運
動
と
労
働
組
合
法
』
そ
し
て
『
労
組
問
答
』
―
―
労
働
法
の
啓
蒙
活
動
―
―

３　

各
種
労
働
委
員
会
々
長
と
し
て
労
働
紛
争
解
決
に
関
す
る
貢
献

三　

末
弘
に
対
す
る
教
職
追
放
と
そ
の
評
価

１　

Ｇ
Ｈ
Ｑ
、
そ
し
て
日
本
政
府
に
よ
る
教
職
追
放

２　
「
日
本
法
理
研
究
会
」
へ
の
関
与
と
反
論
そ
し
て
そ
の
後
の
展
開

３　

末
弘
教
職
追
放
に
関
す
る
理
解
と
評
価

四　

戦
後
・
末
弘
労
働
法
学
に
お
け
る
未
完
の
可
能
性

１　

ア
メ
リ
カ
労
働
省
の
招
き
に
よ
る
六
〇
日
間
の
訪
米
旅
行
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２　
『
日
本
労
働
組
合
運
動
史
』
の
執
筆
と
刊
行

五　

末
広
の
闘
病
と
逝
去

一　

は
じ
め
に
―
―
本
稿
の
課
題
―
―

一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
八
月
一
四
日
、
日
本
は
連
合
国
の
「
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
」
を
受
諾
し
、
約
一
五
年
の
長
き
に
わ
た
っ
た
諸

外
国
と
の
戦
争
状
態
の
継
続
に
終
止
符
が
打
た
れ
た
。
翌
一
五
日
に
は
、
昭
和
天
皇
に
よ
る
玉
音
放
送
に
よ
り
国
民
に
対
し
広
く
同
前

宣
言
の
受
諾
が
知
ら
さ
れ
た
。
同
月
三
〇
日
に
は
、
占
領
軍
が
日
本
に
進
駐
し
、
翌
九
月
二
日
、
東
京
湾
に
停
泊
し
て
い
た
ア
メ
リ
カ

戦
艦
ミ
ズ
ー
リ
の
艦
上
に
お
い
て
、
降
伏
文
書
に
調
印
が
な
さ
れ
た
。
一
〇
月
四
日
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司

令
部General H

eadquarters, the Suprem
e Com

m
ander for the A

llied Pow
ers

の
覚
書
、
同
月
一
〇
日
の
政
治
犯
釈
放
、
翌

一
一
日
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
五
大
改
革
指
令
が
矢
継
ぎ
早
に
な
さ
れ
た
。
国
内
で
は
イ
ン
フ
レ
の
進
行
す
る
な
か
、
同
月
二
三
日
に
は
、

読
売
新
聞
に
お
け
る
生
産
（
業
務
）
管
理
闘
争
が
開
始
さ
れ
、
労
働
政
策
に
つ
い
て
は
、
労
働
組
合
法
の
制
定
の
動
き
が
急
速
に
展
開

し
て
い
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
一
連
の
諸
事
実
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
「
戦
後
」
を
末す

え
ひ
ろ弘
厳い
ず

太た

郎ろ
う

―
―
敗
戦
時
、
五
六
歳
―
―
は
い
か
に
う
け
と
め
、
ど

の
よ
う
に
思
慮
し
、
戦
後
の
活
動
へ
と
歩
み
始
め
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
戦
前
わ
が
国
の
労
働
法
学
は
、
末
弘
が
一
九
二
一
（
大
正

一
〇
）
年
秋
「
労
働
法
制
」
の
名
の
も
と
に
講
義
し
た
こ
と
に
始
ま
っ
た
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
戦
後
労
働
法
学
の
再
出
発
に
つ
い
て
も
、

同
人
に
よ
り
導
か
れ
た
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
末
弘
は
一
方
で
、
今
日
「
労
働
三
法
」
で
も
呼
び
な
ら
わ
さ
れ
て
い
る
労
働
組
合
法
、

労
働
関
係
調
整
法
お
よ
び
労
働
基
準
法
と
い
う
基
底
的
な
労
働
立
法
の
制
定
作
業
に
携
わ
り
、
こ
れ
に
関
わ
る
啓
蒙
書
を
多
く
発
表
し

（
1
）

（
2
）
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た
。
ま
た
他
方
で
は
、
船
員
中
央
労
働
委
員
会
（
一
九
四
六
〔
昭
和
二
一
〕
年
二
月
一
日
）、
中
央
労
働
委
員
会
（
同
年
三
月
一
日
）

お
よ
び
東
京
都
地
方
労
働
委
員
会
（
同
前
）
の
会
長
な
い
し
会
長
代
理
に
就
任
し
、
敗
戦
直
後
簇
生
し
た
労
働
組
合
に
よ
り
提
起
さ
れ

た
多
く
の
集
団
的
労
使
紛
争
の
解
決
に
ま
さ
に
八
面
六
臂
の
活
躍
を
し
た
。
し
か
し
そ
の
反
面
で
は
、
末
弘
は
戦
時
中
の
「
日
本
法
理

研
究
会
」
―
―
そ
の
設
立
目
的
を
「
国
体
の
本
義
に
則
り
、
国
民
の
思
想
、
感
情
及
生
活
の
基
調
を
討
ね
て
、
日
本
法
理
を
闡
明
し
、

以
て
新
日
本
法
の
確
立
及
び
其
の
実
践
に
資
し
、
延
い
て
大
東
亜
秩
序
の
建
設
並
に
世
界
法
律
文
化
の
展
開
に
貢
献
す
る
こ
と
」
に
あ

る
と
謳
っ
た
―
―
へ
の
関
与
を
理
由
に
「
教
職
追
放
」
者
と
も
な
っ
た
。
対
象
に
向
け
ら
れ
た
光
が
強
け
れ
ば
、
そ
れ
が
作
る
陰
影
も

自
ず
と
濃
い
も
の
と
な
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
従
来
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
戦
後
労
働
法
学
の
創
成
期
に
お
け
る
末
弘
の
陽
の
当
た
る
部

分
の
み
な
ら
ず
、「
教
職
追
放
」
を
め
ぐ
る
陰
の
そ
れ
に
も
目
を
向
け
な
が
ら
、
そ
の
意
義
を
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。

（
１
）　

通
常
、
八
月
一
五
日
を
「
終
戦
記
念
日
」
と
し
て
扱
わ
れ
る
意
味
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
卓
己
『
八
月
十
五
日
の
神
話
―
―
終
戦
記
念
日
の
メ
デ
ィ

ア
学
』（
ち
く
ま
新
書
・
二
〇
〇
五
）
を
参
照
。

（
２
）　

拙
稿
「
巻
頭
言
／
労
働
と
法
―
私
の
論
点
／
日
本
労
働
法
学
事
始
め
探
索
の
顛
末
―
末
弘
厳
太
郎
『
労
働
法
制
』
開
講
を
め
ぐ
っ
て
」
労
働
法

律
旬
報
一
八
一
二
号
（
二
〇
一
四
）
四
︱
五
頁
お
よ
び
同
「
巻
頭
言
／
労
働
と
法
―
私
の
論
点
／
日
本
労
働
法
学
事
始
め
探
索
・
余
聞
―
末
弘
厳

太
郎
『
労
働
法
制
』
開
講
を
め
ぐ
っ
て
・
再
論
」
労
働
法
律
旬
報
一
八
三
五
（
二
〇
一
五
）
号
四
︱
五
頁
参
照
。

（
３
）　

末
弘
の
戦
前
を
含
め
た
行
動
に
つ
い
て
は
、
川
島
武
宜
〔
編
〕『
嘘
の
効
用
』
下
（
冨
山
房
・
一
九
九
四
）
四
三
七
頁
以
下
に
収
録
さ
れ
て
い

る
「
末
弘
厳
太
郎
略
年
譜
」
―
―
向
山
寛
夫
執
筆
に
よ
る
も
の
か
（
四
五
九
頁
「
編
集
部
付
記
」
参
照
）
―
―
を
参
照
。
た
だ
し
そ
こ
で
は

一
九
四
四
〔
昭
和
一
九
〕
年
お
よ
び
四
八
〔
昭
和
二
三
〕
の
両
年
に
つ
い
て
、
一
切
言
及
が
な
い
の
は
、
他
の
年
次
の
記
述
が
詳
し
い
だ
け
に
不

自
然
で
あ
る
。
末
弘
の
戦
後
に
つ
い
て
は
、
同
前
書
四
四
二
︱
四
四
六
頁
、
お
よ
び
吉
田
勇
「
末
弘
講
義
『
法
律
社
会
学
』
の
成
立
経
緯
と
講
義

内
容
」
／
資
料
１
「
末
弘
に
関
す
る
略
年
表
―
―
と
く
に
『
法
律
社
会
学
』
講
義
と
の
関
連
に
お
い
て
」
六
本
佳
平
・
吉
田
勇
『
末
弘
厳
太
郎
と

日
本
の
法
社
会
学
』（
東
京
大
学
出
版
会
・
二
〇
〇
七
）
一
五
七
︱
一
五
八
頁
に
お
け
る
そ
れ
と
を
併
せ
読
む
こ
と
に
よ
り
、
時
系
列
に
即
し
て

（
3
）

（
4
）

（
5
）

23

労働法学の再出発（石井）

― ―



知
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
４
）　

末
弘
の
戦
後
労
働
法
学
に
つ
い
て
体
系
的
に
検
討
し
た
も
の
と
し
て
は
、
従
来
、
野
村
〔
平
爾
〕
研
究
室
「
末
弘
博
士
の
労
働
法
理
論
―
―
戦

後
労
働
法
理
論
の
ス
タ
ー
ト
・
ラ
イ
ン
―
―
」
法
律
時
報
二
八
巻
九
号
（
一
九
五
六
）
七
〇
︱
八
〇
頁
が
あ
る
。

（
５
）　

本
稿
は
、
拙
稿
「
わ
が
国
労
働
法
学
の
生
誕
―
―
戦
前
・
戦
時
期
の
末
弘
厳
太
郎
―
―
」
獨
協
法
学
九
六
号
（
二
〇
一
五
）
二
一
︱
一
四
五
頁

の
続
篇
で
あ
る
。
併
せ
て
参
照
い
た
だ
け
れ
ば
、
幸
い
で
あ
る
。
な
お
同
稿
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
戦
前
・
戦
中
期
に
お
け
る
後
藤
清
の
社
会
法

学
―
―
時
代
の
伴
走
者
の
記
録
―
―
」
同
九
九
号
（
二
〇
一
六
）
二
五
︱
一
七
五
頁
と
併
せ
て
、
本
年
三
月
七
日
、
第
三
一
回
（
平
成
二
八
年
度
）

沖
永
賞
〔
論
文
編
〕（
労
働
問
題
リ
サ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
）
を
受
賞
し
た
こ
と
を
付
記
す
る
。

二　

労
働
三
法
制
定
へ
の
関
与
と
労
働
法
の
啓
蒙
・
普
及
活
動

１　

労
働
三
法
制
定
へ
の
関
与
と
「
立
法
学
」
の
提
唱

⑴
　
労
働
三
法
制
定
へ
の
関
与
と
立
法
内
容
の
解
説

一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
一
〇
月
、
末
弘
は
労
務
法
制
審
議
委
員
会
委
員
に
任
命
さ
れ
た
。
同
委
員
会
は
一
一
日
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
憲

法
自
由
主
義
化
と
人
権
確
保
の
た
め
の
改
革
指
令
を
受
け
て
、
幣
原
喜
重
郎
内
閣
（
一
九
四
五
〔
昭
和
二
〇
〕
年
一
〇
月
九
日
―

一
九
四
六
〔
昭
和
二
一
〕
年
五
月
二
二
日
）
が
労
働
組
合
法
制
定
の
た
め
の
審
議
機
関
と
し
て
、
事
業
主
代
表
・
労
働
者
代
表
・
学
界

代
表
・
学
識
経
験
者
・
貴
・
衆
両
院
代
表
を
構
成
員
と
し
て
、
手
続
上
の
煩
瑣
を
避
け
る
た
め
に
官
制
に
よ
ら
ず
に
設
置
し
た
も
の
で

あ
っ
た
。
そ
の
第
一
回
の
会
合
が
同
月
二
七
日
に
も
た
れ
、
同
年
一
二
月
に
は
、
早
く
も
労
働
組
合
法
が
制
定
さ
れ
た
（
翌
四
六
〔
昭

和
二
一
〕
年
三
月
一
日
施
行
）。
す
な
わ
ち
数
次
に
わ
た
る
議
会
へ
の
立
法
提
案
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
つ
い
に
陽
の
目
を
見
る
こ
と
な

く
終
わ
っ
た
戦
前
の
例
と
は
異
な
り
、
敗
戦
直
後
に
お
け
る
（
旧
）
労
働
組
合
法
は
立
法
準
備
か
ら
法
令
公
布
ま
で
、
わ
ず
か
約
四
か
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月
と
い
う
短
期
間
の
う
ち
に
実
現
し
た
。
同
法
は
、
警
察
、
監
獄
お
よ
び
消
防
関
係
を
の
ぞ
く
公
務
員
を
含
め
て
、
広
く
労
働
者
に
労

働
組
合
の
結
成
と
活
動
の
権
利
を
保
障
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
法
制
定
の
た
め
の
審
議
会
に
お
い
て
末
弘
は
、
立
法
化
の

過
程
の
な
か
で
中
心
的
な
役
割
を
は
た
し
た
。
そ
し
て
労
務
法
制
審
議
委
員
会
は
引
き
続
き
労
働
関
係
調
整
法
（
労
調
法
・
一
九
四
六

〔
昭
和
二
一
〕
年
九
月
二
七
日
公
布
、
一
〇
月
一
三
日
施
行
）
の
制
定
に
も
携
わ
っ
た
が
、
末
弘
も
そ
の
一
人
と
し
て
関
与
し
た
。
さ

ら
に
末
弘
は
同
じ
く
労
務
法
制
審
議
会
委
員
（
学
識
経
験
者
）
と
し
て
労
働
基
準
法
（
労
基
法
・
一
九
四
七
〔
昭
和
二
二
〕
年
四
月
七

日
公
布
、
九
月
一
日
施
行
）
の
そ
れ
に
も
、
中
心
的
な
役
割
を
は
た
し
た
。
こ
う
し
て
末
弘
は
、
こ
れ
ら
三
つ
の
法
律
に
関
す
る
註
釈

的
な
論
稿
を
、
法
律
時
報
誌
―
―
当
時
は
唯
一
の
法
律
学
に
関
す
る
専
門
誌
で
あ
っ
た
―
―
に
相
次
い
で
発
表
し
た
。
そ
し
て
右
の
労

組
法
と
労
調
法
の
二
つ
の
立
法
を
扱
う
論
稿
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
単
行
本
化
さ
れ
て
、
日
本
評
論
社
か
ら
公
刊
さ
れ
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
そ
れ
ら
は
『
労
働
組
合
法
解
説
』（
一
九
四
六
年
五
月
）
と
『
労
働
関
係
調
整
法
解
説
』（
一
九
四
七
年
一
〇
月
）
で
あ
る
。
い

ず
れ
も
、
敗
戦
後
の
経
済
事
情
を
反
映
し
て
紙
質
も
粗
悪
で
、
小
さ
な
文
庫
サ
イ
ズ
の
も
の
な
が
ら
、
制
定
さ
れ
た
ば
か
り
の
立
法
に

つ
い
て
、「
解
説
」
本
も
少
な
か
っ
た
当
時
、
労
使
関
係
の
当
事
者
の
み
な
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
立
法
に
関
心
を
も
つ
読
者
か
ら
大
い
に

歓
迎
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
末
弘
の
戦
後
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
始
ま
っ
た
。

⑵
　
労
働
組
合
法
に
関
す
る
末
弘
の
発
言

戦
前
の
労
働
組
合
法
案
の
場
合
と
同
様
に
、
末
弘
は
自
ら
が
立
法
過
程
に
お
い
て
主
働
し
た
労
働
組
合
法
に
つ
い
て
は
、
そ
の
制
定

が
終
わ
っ
た
一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
初
頭
以
降
、
頻
繁
か
つ
積
極
的
に
発
言
を
行
な
っ
て
い
っ
た
。

末
弘
は
一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
の
年
初
、
既
述
の
よ
う
に
法
律
時
報
誌
一
八
巻
二
号
に
労
組
法
に
関
す
る
簡
単
な
註
釈
論
稿
で

あ
る「
労
働
組
合
法
解
説
」（
一
︱
二
四
頁
）を
掲
載
す
る
一
方
、「
労
働
組
合
法
の
根
本
精
神
」法
律
新
報
七
二
六
号（
一
九
四
六
・
二
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
10
）
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二
︱
四
頁
を
発
表
し
て
い
る
。
末
弘
は
同
年
五
月
に
前
者
を
単
行
本
化
し
た
際
、「
広
く
労
働
者
は
も
と
よ
り
苟
も
労
働
組
合
に
関
係

を
も
ち
又
関
心
を
抱
く
人
々
に
依
つ
て
読
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
」
た
（「
自
序
」
一
頁
）
こ
と
か
ら
、
後
者
の
一
部
を
抜
粋
し
て
引

用
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
こ
で
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
ら
れ
て
い
た
（
二
︱
三
頁
）。

「
此
機
会
に
我
国
の
産
業
を
民
主
化
す
る
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
法
律
を
作
ら
う
、
こ
れ
に
依
つ
て
経
済
の
興
隆
、
国
運
の
再
建
に

役
立
つ
法
律
を
作
ら
う
と
い
ふ
積
極
的
の
考
に
依
つ
て
、
万
事
を
考
へ
た
の
で
あ
る
。
／
…
…
従
来
他
律
的
道
徳
の
世
界
に
住
み

慣
れ
た
全
国
民
を
自
律
的
道
徳
の
世
界
に
解
放
し
、
新
に
自
律
的
精
神
の
下
に
自
ら
規
律
と
秩
序
と
を
作
り
各
自
自
発
的
に
能
力

の
最
善
を
盡
し
て
全
体
の
為
め
に
働
か
う
と
す
る
世
界
を
作
り
あ
げ
る
よ
り
外
に
、
速
急
に
経
済
を
再
興
し
、
文
化
を
向
上
せ
し

め
、
国
家
を
再
建
す
る
道
は
な
い
と
吾
々
は
考
へ
た
の
で
あ
る
。
／
依
つ
て
、
先
ず
第
一
に
吾
々
の
考
へ
た
の
は
す
べ
て
の
国
民

に
そ
の
従
事
す
る
仕
事
に
関
し
て
発
言
す
る
機
会
を
與
へ
た
い
、
而
か
も
そ
の
発
言
が
秩
序
正
し
く
而
か
も
同
時
に
強
力
に
行
は

れ
、
そ
れ
に
依
つ
て
正
し
い
発
言
は
必
ず
通
る
、
正
し
い
こ
と
を
言
つ
て
も
う
や
む
や
に
葬
り
去
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
な
仕

組
を
作
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
…
…
吾
々
は
団
結
権
の
保
障
こ
そ
国
民
の
す
べ
て
に
対
し
そ
の
仕
事
に
つ
い
て

の
発
言
権
を
保
障
し
、
之
に
依
り
彼
等
の
智
慧
と
労
力
と
を
心
か
ら
仕
事
に
協
働
せ
し
む
べ
き
最
善
の
方
法
で
あ
る
と
考
へ
た
の

で
あ
る
」。

す
な
わ
ち
労
務
法
制
審
議
委
員
会
と
い
う
よ
り
も
、む
し
ろ
末
弘
自
身
に
は
労
働
者
の
経
営
参
加
に
よ
り
産
業
民
主
主
義
を
実
現
し
、

そ
の
こ
と
を
通
じ
て
敗
戦
国
・
日
本
の
再
建
を
は
た
そ
う
と
の
思
い
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
具
体
的
に
は
、
労
使
関
係
の
当

事
者
で
あ
る
労
使
双
方
に
よ
る
争
議
行
為
を
含
め
た
、広
義
の
団
体
交
渉
制
度
を
通
じ
て
実
現
さ
れ
る
べ
き
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
た
。

す
な
わ
ち
末
弘
は
続
け
て
、
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
た
（
三
頁
）。

労
働
「
組
合
の
主
た
る
目
的
は
『
労
働
条
件
ノ
維
持
改
善
其
ノ
他
経
済
的
地
位
ノ
向
上
ヲ
図
ル
』
に
あ
り
、
そ
の
目
的
を
達
す
る

（
11
）
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手
段
と
し
て
組
合
は
其
代
表
者
に
依
つ
て
使
用
者
と
団
体
交
渉
を
為
す
こ
と
が
出
来
る
。
…
…
／
団
体
交
渉
の
結
果
、
使
用
者
と

組
合
と
の
間
に
『
労
働
協
約
』
が
締
結
さ
れ
、
之
に
依
り
両
者
の
間
に
円
満
な
関
係
が
成
つ
て
『
産
業
平
和
』
が
維
持
さ
れ
、
そ

の
結
果
労
働
者
も
満
足
し
て
働
い
て
『
労
働
能
率
』
を
増
進
せ
し
め
る
や
う
に
な
る
こ
と
は
本
法
の
最
も
労
働
組
合
に
期
待
す
る

所
で
あ
る
」。

そ
し
て
末
弘
は
労
働
組
合
法
の
性
格
を
、
ス
ポ
ー
ツ
の
フ
ェ
ア
・
プ
レ
イ
精
神
に
例
え
て
説
明
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
戦
前
か
ら
多

く
の
競
技
団
体
の
運
営
に
関
与
し
、
自
ら
も
ス
ポ
ー
ツ
競
技
に
興
じ
た
同
人
な
ら
で
は
の
発
想
か
も
し
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
労
働
組
合

法
は
労
使
双
方
が
「
法
の
根
本
精
神
を
十
分
に
理
解
し
、
…
…
正
々
堂
々
と
公
正
に
戦
ふ
精
神
…
…
で
行
動
し
さ
へ
す
れ
ば
、
一
々
細

い
規
定
を
知
ら
ず
と
も
、
そ
れ
に
依
つ
て
自
ら
労
資
の
関
係
が
な
だ
ら
か
に
運
ぶ
で
あ
ら
う
と
い
ふ
考
」
え
の
も
と
に
作
ら
れ
て
い
る

と
説
明
し
て
い
る
。
ま
た
労
働
委
員
会
と
い
う
機
関
を
設
け
た
の
が
戦
前
の
各
種
の
法
案
に
く
ら
べ
て
異
な
る
特
徴
で
あ
る
が
、
そ
れ

は
ス
ポ
ー
ツ
競
技
の
審
判
と
同
じ
く
、「
一
面
自
由
に
競
技
を
さ
せ
乍
が
ら
、
要
所
々
々
を
お
さ
へ
て
適
当
の
判
断
を
與
へ
な
が
ら
試

合
を
円
滑
に
進
行
さ
せ
る
」
も
の
と
し
て
い
る
。

長
々
と
引
用
し
た
が
、お
そ
ら
く
労
働
組
合
法
の
原
案
作
成
が
終
わ
っ
て
間
も
な
い
頃
で
あ
ろ
う
時
期
に
執
筆
し
た
論
稿
の
な
か
で
、

末
弘
は
こ
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
そ
れ
は
敗
戦
直
後
の
解
放
感
あ
ふ
れ
る
な
か
で
、
大
ら
か
で
楽
天
的
な
考
え
方
に
基
づ
く
も
の

で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。
し
か
し
現
実
は
、
末
弘
が
期
待
し
た
も
の
と
は
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
、
そ
の
後
の
歴
史
が
教
示

す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

⑶
　「
立
法
学
」
の
提
唱

末
弘
は
労
働
組
合
法
の
制
定
に
携
わ
り
、
同
法
に
関
す
る
解
説
な
い
し
註
釈
書
を
著
わ
す
一
方
で
、「
立
法
学
」
に
つ
い
て
の
べ
て

（
12
）
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い
る
。
そ
れ
は
、
法
学
協
会
雑
誌
の
戦
後
復
刊
第
一
号
で
あ
る
、
六
四
巻
一
号
（
一
九
四
六
）
の
巻
頭
に
掲
載
さ
れ
た
「
立
法
学
に
関

す
る
多
少
の
考
察
―
―
労
働
組
合
法
に
聯
関
し
て
―
―
」
に
お
い
て
で
あ
る
（
末
尾
に
脱
稿
日
と
し
て
「
昭
和
二
〇
年
一
二
月
八
日
」

と
記
さ
れ
て
い
る
）。
そ
の
な
か
で
末
弘
は
い
か
に
す
れ
ば
、
適
切
・
妥
当
な
立
法
内
容
を
得
ら
れ
る
か
を
問
う
て
い
る
。
な
お
法
解

釈
―
―
末
弘
は
「
解
釈
法
学
」
と
い
う
―
―
が
「
個
々
の
具
体
的
事
件
に
適
正
な
法
的
取
扱
を
与
え
る
」
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、「
立

法
学
」
と
は
「
一
定
の
政
治
目
的
の
た
め
に
最
も
そ
の
目
的
に
か
な
っ
た
法
令
を
つ
く
る
科
学
的
方
法
を
研
究
す
る
学
」
で
あ
る
と
説

明
し
て
い
る
。

末
弘
は
ま
ず
、
こ
れ
と
法
哲
学
と
の
関
係
に
つ
い
て
社
会
哲
学
が
立
法
に
直
接
働
き
か
け
る
の
で
は
な
く
、「
社
会
哲
学
的
理
念
が

法
学
的
醇
化
作
用
を
通
し
て
法
学
的
原
理
に
発
展
す
る
と
き
、
そ
れ
が
初
め
て
立
法
の
上
に
実
現
し
得
る
」
―
―
そ
の
例
と
し
て
ア
ダ

ム
・
ス
ミ
ス
のlaissez-faire
原
理
と
ベ
ン
タ
ム
のprinciple of　

utility

と
の
関
係
を
あ
げ
て
い
る
―
―
（
九
頁
）
と
す
る
。
末
弘
に

よ
れ
ば
、「
法
哲
学
の
立
法
に
対
す
る
実
際
的
任
務
と
立
法
学
に
対
す
る
理
論
的
聯
関
と
は
正
に
此
点
に
存
す
る
」
と
い
う
。
つ
ぎ
に

立
法
が
現
行
法
秩
序
全
体
と
の
調
和
を
考
慮
し
、
そ
の
「
欠
陥
を
知
る
も
の
を
し
て
初
め
て
其
缼
陥
を
補
填
す
る
に
足
る
べ
き
適
切
な

立
法
を
考
へ
る
こ
と
が
出
来
る
」
が
ゆ
え
に
、
現
行
法
に
関
す
る
「
深
い
智
識
を
有
す
る
」
必
要
が
あ
る
（
一
一
頁
）。
さ
ら
に
「
重

要
な
こ
と
は
、
立
法
者
が
法
史
学
的
並
に
比
較
法
学
的
智
識
を
豊
富
に
も
た
ね
ば
な
ら
ぬ
」（
一
二
頁
）
と
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

（
１
）
そ
れ
ら
の
「
研
究
成
果
か
ら
立
法
の
具
と
し
て
役
立
つ
色
々
の
法
的
技
術
を
学
び
と
る
こ
と
が
出
来
る
」。
ま
た
（
２
）
か
つ

て
「
一
定
の
社
会
的
欲
求
に
応
へ
る
為
に
如
何
な
る
法
を
制
定
」
し
、
そ
れ
に
よ
り
「
実
際
社
会
的
に
如
何
な
る
結
果
を
生
ん
だ
か
等
」

法
と
そ
の
社
会
的
事
情
と
の
相
互
関
係
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
こ
と
が
「
自
ら
の
立
法
を
考
へ
る
に
付
き
極
め
て
有
益
な
資
料
が

與
へ
ら
れ
る
」
か
ら
で
あ
る
。
な
お
現
在
の
立
法
を
な
す
に
あ
た
っ
て
は
、
過
去
の
み
な
ら
ず
、
現
在
の
「
社
会
的
経
済
的
諸
事
情
に

関
す
る
精
確
な
る
認
識
の
上
に
考
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
最
後
に
、（
３
）
こ
れ
ら
の
社
会
的
諸
事
情
の

（
13
）

（
14
）

（
15
）

（
16
）
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調
査
を
立
法
作
業
に
反
映
さ
せ
る
に
際
し
て
は
、「
事
実
の
法
学
的
把
握
な
る
法
学
者
に
の
み
特
有
な
操
作
」
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ

は
裁
判
官
と
同
様
に
「
複
雑
多
様
を
極
む
る
具
体
的
事
実
の
中
か
ら
夾
雑
物
を
除
去
し
て
法
規
の
適
用
に
必
要
な
だ
け
の
法
的
事
実
を

選
択
構
成
す
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
―
―
。

こ
の
よ
う
に
論
じ
た
末
弘
は
、
同
前
稿
に
お
い
て
、
そ
れ
ま
で
立
法
学
に
つ
い
て
言
及
す
る
も
の
と
し
て
は
、
木
村
亀
二
「
立
法
政

策　

リ
ツ
ポ
ウ
セ
イ
サ
ク
」
末
弘
＝
田
中
耕
太
郎
〔
編
〕『
法
律
学
辞
典
』
Ⅳ
（
岩
波
書
店
・
一
九
三
六
）
二
七
二
七
頁
が
「
私
の
知

る
限
り
…
…
あ
る
の
み
で
あ
る
」（
八
頁
）
と
し
て
い
る
。
し
か
し
「
立
法
学
」
に
つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
末
弘
自
身
、

当
時
か
ら
遡
る
こ
と
二
〇
年
ほ
ど
前
、
戦
前
す
で
に
労
働
組
合
法
の
立
法
化
を
念
頭
に
お
い
て
、「
立
法
学
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

言
及
し
て
い
た
。
そ
れ
は
末
弘
『
労
働
法
研
究
』（
改
造
社
・
一
九
二
六
）
に
収
録
さ
れ
た
、
同
書
刊
行
の
前
年
（
大
正
年
代
末
）
に

発
表
さ
れ
た
「
労
働
組
合
立
法
論
」
改
造
七
巻
二
号
の
「
は
し
が
き
」
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
末
弘
は
冒
頭
に
近
い
箇
所
で
、
つ
ぎ
の
よ

う
に
の
べ
て
い
た
。

「
立
法
者
は
常
に
、
立
法
そ
れ
自
身
の
本
質
及
び
職
能
並
に
其
極
限
に
関
し
て
正
し
き
理
解
を
も
た
ね
ば
な
ら
ぬ
。
又
立
法
に
よ

つ
て
働
き
か
け
ら
る
々
対
象
と
し
て
の
社
会
、
各
種
の
社
会
関
係
に
つ
い
て
精
密
な
る
智
識
を
有
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
し
て
又
か

く
し
て
働
き
か
け
る
に
付
い
て
用
ふ
べ
き
個
々
の
法
律
的
手
段
の
本
質
及
び
効
用
に
つ
い
て
明
確
な
る
智
識
を
も
ち
、
以
て
個
々

の
具
体
的
立
法
に
関
し
て
一
々
其
選
択
適
用
を
誤
ら
ざ
る
の
用
意
あ
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
。
…
…
法
律
を
以
て
為
し
遂
げ
得
る

も
の
、
法
律
を
以
て
為
す
を
妥
当
と
す
る
も
の
、
そ
れ
に
は
自
ら
種
類
が
あ
り
権
限
が
あ
る
。
そ
れ
を
知
る
為
に
は
、
立
法
夫
れ

自
身
及
び
其
対
象
た
る
個
々
の
社
会
関
係
に
つ
い
て
正
し
き
智
識
を
必
要
と
す
る
。
又
立
法
に
際
し
て
用
ふ
べ
き
個
々
の
法
律
的

手
段
を
適
当
に
選
択
す
る
こ
と
は
立
法
の
目
的
を
達
す
る
に
付
い
て
極
め
て
重
要
で
あ
る
」。

戦
前
・
戦
後
二
つ
の
「
立
法
学
」
稿
を
く
ら
べ
て
み
る
と
、
両
者
の
記
述
内
容
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。

（
17
）

（
18
）
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す
な
わ
ち
昭
和
二
一
年
公
刊
の
論
稿
の
冒
頭
部
分
で
「
立
法
者
と
し
て
優
れ
た
能
力
と
は
何
か
、
又
か
か
る
能
力
は
如
何
に
し
て
養
成

さ
れ
る
か
等
の
諸
問
題
を
…
…
特
に
研
究
し
た
も
の
が
全
く
見
当
た
ら
」
ず
、「
従
来
我
国
の
法
令
立
案
は
昔
の
刀
匠
が
専
ら
熟
練
と

勘
と
に
依
つ
て
刀
剣
を
鍛
え
た
と
同
じ
よ
う
に
」（
一
頁
）な
さ
れ
て
き
た
と
批
判
し
て
い
る
。こ
の
よ
う
な
言
い
回
し
と
表
現
内
容
は
、

戦
前
と
変
わ
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
二
〇
年
の
時
間
を
は
さ
ん
で
、
末
弘
の
立
法
と
い
う
こ
と
に
対
す
る
理
解
・
把
握
は
ほ
と
ん
ど
変
化

し
て
お
ら
ず
、
当
初
の
理
解
が
維
持
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
両
者
に
は
異
な
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
末
弘
が
戦
後

最
初
の
論
稿
で
あ
る
「
立
法
学
」
稿
で
、
Ａ
五
判
の
雑
誌
（
の
ち
に
Ｂ
六
判
の
『
続
・
民
法
雑
記
帳
』〔
日
本
評
論
社
・
一
九
四
九
〕

な
い
し
同
・
下
巻
〔
同
・
一
九
五
三
〕
に
収
録
）
の
わ
ず
か
三
頁
分
の
紙
幅
の
な
か
で
「
科
学
」「
科
学
的
」
と
い
う
文
言
を
そ
れ
ぞ

れ
一
五
回
、
併
せ
て
三
〇
回
繰
り
返
し
、
強
調
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
戦
前
稿
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

末
弘
は
「
正
し
き
法
の
探
求
」
を
目
的
と
す
る
「
法
学
の
中
心
を
成
す
も
の
は
実
用
法
学
と
し
て
の
立
法
学
及
び
解
釈
法
学
で
あ
」

る
と
し
、
こ
れ
ら
と
法
史
学
・
法
哲
学
・
法
社
会
学
等
の
基
礎
法
学
と
の
関
係
を
、
工
学
に
お
け
る
技
術
諸
科
学
と
理
科
の
諸
科
学
と

の
関
係
な
い
し
臨
床
医
学
と
基
礎
医
学
と
の
関
係
に
類
似
し
て
い
る
と
理
解
し
て
い
る
（
二
頁
）。
す
な
わ
ち
実
用
法
学
は
、
ま
っ
た

く
実
用
目
的
を
離
れ
た
基
礎
法
学
的
諸
学
問
分
野
の
知
見
と
成
果
を
摂
取
す
る
こ
と
に
よ
り
発
展
す
る
と
捉
え
て
い
る
。
末
弘
は
戦
時

中
、
日
本
軍
の
占
領
下
と
な
っ
た
中
国
東
北
部
の
慣
行
調
査
を
提
唱
し
、
実
施
す
る
な
か
で
も
、
法
学
の
「
科
学
化
」「
科
学
的
探
究
」

と
い
う
こ
と
を
強
調
し
て
い
た
。
た
だ
し
、
そ
の
い
う
と
こ
ろ
の
「
科
学
」「
科
学
的
」
と
は
い
か
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
か
、
必

ず
し
も
明
確
に
説
明
さ
れ
て
は
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
法
社
会
学
に
関
す
る
最
晩
年
の
発
言
が
参
考
に
な
ろ
う
。
す

な
わ
ち
末
弘
は
、
法
社
会
学
を
も
っ
て
「
法
の
理
論
科
学
」
だ
と
理
解
し
て
い
る
。
そ
れ
は
「
物
理
学
や
化
学
と
同
じ
よ
う
に
、
一
応

は
実
用
目
的
と
全
く
離
れ
て
、
法
に
関
す
る
社
会
法
則
を
理
論
的
に
探
究
す
る
こ
と
を
使
命
と
す
る
学
だ
と
い
う
意
味
で
あ
る
」
と
の

べ
て
い
る
。
つ
ま
り
末
弘
法
の
「
科
学
」「
科
学
化
」
に
つ
い
て
、
自
然
科
学
を
模モ

デ
ル範
に
し
て
理
解
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
発
想
は
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す
で
に
、
戦
時
中
の
慣
行
調
査
の
過
程
で
も
強
調
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
考
察
対
象
で
あ
る
事
象
を
観
察
し
て
、
そ
こ
に
客
観
的
な
法

則
を
認
識
し
て
、
将
来
生
じ
る
で
あ
ろ
う
現
象
を
予
測
す
る
こ
と
を
「
科
学
」
の
任
務
と
し
て
考
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
末
弘
は

具
体
的
な
方
法
と
し
て
、
仮
説
と
実
験
を
繰
り
返
す
自
然
科
学
の
方
法
を
念
頭
に
お
い
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
「
科
学
と

し
て
の
法
社
会
学
そ
の
も
の
に
は
保
守
的
も
進
歩
的
も
な
い
。
こ
の
科
学
に
よ
つ
て
発
見
さ
れ
た
真
理
を
実
目
的
に
利
用
す
る
段
に
な

れ
ば
、
保
守
的
の
利
用
が
可
能
で
あ
る
と
同
様
に
進
歩
的
の
利
用
も
亦
可
能
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
い
か
に
も
末
弘
ら
し
い
プ
ラ
グ

マ
テ
ィ
ッ
ク
な
発
想
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
発
想
そ
れ
自
体
に
問
題
が
あ
る
と
の
理
解
は
な
か
っ
た
。

た
と
え
自
然
科
学
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
認
識
が
時
代
状
況
に
規
定
さ
れ
た
主
観
的
選
択
に
よ
る
積
極
的
な
価
値
判
断
で
あ
る
と

の
理
解
を
、
末
弘
に
求
め
る
の
は
困
難
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
い
ず
れ
に
せ
よ
、
戦
後
、
今
日
に
も
つ
な
が
る
労
使
関
係
の
あ
り
方
を
基
底
的
に
支
え
る
労
働
三
法
の
立
法
作
業
へ
の
関
与

は
、
末
弘
に
と
っ
て
自
ら
の
立
法
学
の
現
実
化
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

２　
『
労
働
法
の
は
な
し
』
と
『
労
働
運
動
と
労
働
組
合
法
』
そ
し
て
『
労
組
問
答
』
―
―
労
働
法
の
啓
蒙
活
動
―
―

敗
戦
の
翌
年
以
降
、
末
弘
の
身
辺
に
は
、
大
き
な
変
化
が
訪
れ
た
。
そ
れ
は
東
京
帝
国
大
学
の
退
官
と
政
治
経
済
研
究
所
々
長
へ
の

就
任
と
い
う
形
で
現
わ
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
職
業
的
生
活
環
境
が
変
わ
る
な
か
で
、
末
弘
は
労
働
法
に
つ
い
て
啓
蒙
的
な
発
言
を
積
極

的
に
行
な
っ
て
い
っ
た
。

⑴
　
東
京
帝
大
退
官
と
政
治
経
済
研
究
所

労
調
法
の
制
定
（
一
九
四
六
〔
昭
和
二
一
〕
年
九
月
二
七
日
）
の
時
期
と
相
前
後
し
て
、
末
弘
は
同
月
三
〇
日
を
も
っ
て
、
東
京
帝

（
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国
大
学
を
退
官
し
、
翌
一
〇
月
二
一
日
、
財
団
法
人
・
政
治
経
済
研
究
所
の
理
事
長
兼
所
長
に
就
任
し
た
。
同
所
は
、
戦
時
中
の

一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
九
月
、
企
画
院
の
外
郭
団
体
と
し
て
近
衛
文
麿
が
総
裁
と
な
り
設
立
さ
れ
た
、
国
策
調
査
・
研
究
機
関
で

あ
る
東
亜
研
究
所
を
前
身
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
当
初
は
東
亜
研
究
所
の
み
で
は
な
く
、
大
原
社
会
問
題
研
究
所
等
五
研
究
団
体
を

統
合
し
、
一
大
綜
合
研
究
所
設
立
の
構
想
も
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
実
現
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
。
同
研
究
所
は
同
年
一
一
月
一
日
に
東

京
都
千
代
田
区
神
田
駿
河
台
の
政
経
ビ
ル
に
開
所
し
た
が
、
研
究
部
門
は
、
国
際
部
、
経
済
部
、
農
業
部
お
よ
び
法
令
部
の
四
つ
か
ら

構
成
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
は
末
弘
の
意
向
が
反
映
さ
れ
た
結
果
な
の
で
あ
ろ
う
か
、
当
初
か
ら
農
業
お
よ
び
労
働
問
題
に
関
す
る
調

査
研
究
を
重
視
し
、
農
村
調
査
や
紡
績
工
場
の
実
態
調
査
が
な
さ
れ
た
。
法
令
部
に
は
、
の
ち
に
戦
後
労
働
法
学
形
成
の
一
翼
を
に
な

う
磯
田
進
（
一
九
一
五
～
二
〇
〇
二
）、
向
山
寛
夫
（
一
九
一
四
～
二
〇
〇
五
）
お
よ
び
近
藤
享
一
（
一
九
一
九
～
一
九
九
一
）
が
部

員
と
し
て
調
査
・
研
究
に
従
事
し
た
。
た
だ
し
社
会
科
学
の
研
究
機
関
は
本
来
的
に
収
益
性
が
な
く
、
同
所
で
も
の
ち
に
経
営
が
極
度

に
行
き
詰
ま
っ
た
こ
と
か
ら
人
員
整
理
問
題
が
発
生
し
、
末
弘
は
そ
の
収
拾
に
苦
労
す
る
こ
と
に
な
っ
た
よ
う
だ
。
と
こ
ろ
が
法
令
部

だ
け
は
例
外
的
に
高
収
益
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
た
だ
し
そ
れ
は
、
も
っ
ぱ
ら
末
弘
の
著
述
活
動
に
よ
る
も
の
で
、
末
弘
は
そ

の
印
税
や
そ
の
他
の
出
版
収
益
の
す
べ
て
を
政
治
経
済
研
究
所
の
経
費
に
充
て
た
と
い
う
。
そ
し
て
同
所
の
最
初
の
刊
行
物
と
し
て
、

同
所
が
発
足
し
た
そ
の
月
（
一
九
四
六
〔
昭
和
二
一
〕
年
一
一
月
：
奥
付
に
よ
る
）、
世
に
送
り
出
さ
れ
た
の
が
、
末
弘
「
述
」『
労
働

法
の
は
な
し
』（
一
洋
社
刊
）
と
題
す
る
概
説
書
（
本
文
二
七
八
頁
・
附
録
四
二
頁
）
で
あ
っ
た
。

⑵
　『
労
働
法
の
は
な
し
』
の
概
要

末
弘
に
お
け
る
「
戦
後
」
の
業
績
の
特
徴
と
し
て
、
同
人
は
労
働
法
制
に
つ
い
て
ひ
ん
ぱ
ん
か
つ
積
極
的
に
発
言
し
て
い
た
が
、
そ

れ
は
立
法
に
携
わ
っ
た
者
と
し
て
、
労
使
関
係
の
当
事
者
の
み
な
ら
ず
、
広
く
国
民
に
対
す
る
啓
蒙
的
な
論
稿
が
多
い
と
い
う
特
徴
が

（
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あ
る
。
そ
の
最
も
典
型
的
な
例
が
本
書
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
よ
か
ろ
う
。
そ
の
目
次
構
成
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

第
一
講　

労
働
法
と
労
働
法
学

第
一
節　

労
働
法
の
概
念

一　

労
働
法
と
云
う
言
葉
／
二　

労
働
法
の
概
念
を
決
め
る
必
要
性
／
三　

労
働
法
の
史
的
概
観
／
四　

近
代
的
労
働
法
／
五　

労
働
法
と
官

吏
法

第
二
節　

近
代
的
労
働
法
の
歴
史

一　

労
働
者
保
護
法
の
発
生
／
二　

労
働
運
動
と
法
律
／
三　

共
済
組
合
か
ら
社
会
保
険
へ
の
発
展
／
四　

失
業
問
題
と
そ
の
対
策
―
職
業
紹

介
と
失
業
保
険
／
五　

国
際
労
働
条
約
と
国
際
労
働
組
織

第
三
節　

労
働
法
学

一　

法
社
会
学
の
必
要
／
二　

労
働
法
学
の
特
性
／
三　

労
働
法
の
法
源

第
二
講　

労
働
関
係
の
特
質

第
一
節　

労
働
関
係
の
複
雑
性

第
二
節　

近
代
的
労
働
関
係
の
理
念
と
そ
の
法
的
特
質

一　

当
事
者
／
二　

発
生
原
因
／
三　

行
為
能
力
と
契
約
の
無
効
、
取
消
／
四　

解
雇

第
三
講　

労
働
組
合
法

第
一
節　

序
説

一　

労
働
組
合
の
法
律
／
二　

日
本
に
お
け
る
労
働
組
合
法
の
歴
史

第
二
節　

労
働
組
合
法
の
内
容

（
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一　

労
働
者
の
団
結
権
の
保
障
／
二　

労
働
組
合
の
目
的
、
構
成
者
及
び
そ
の
自
主
性
／
三　

争
議
権

第
三
節　

団
体
交
渉
と
労
働
協
約

一　

団
体
交
渉
権
／
二　

労
働
協
約

第
四
節　

労
働
委
員
会

第
四
講　

労
働
関
係
調
整
法

第
一
節　

序
説

第
二
節　

労
働
関
係
の
自
主
調
整
主
義

第
三
節　

斡
旋
、
調
停
、
仲
裁

一　

斡
旋
／
二　

調
停
／
三　

仲
裁

第
四
節　

争
議
権
の
制
限

一　

争
議
の
定
義
／
二　

公
共
事
業
の
争
議
制
限
／
三　

官
公
吏
の
争
議
権
／
四　

安
全
施
設
保
全
の
義
務
／
五　

第
四
十
条
の
精
神

第
五
講　

労
働
基
準
法
―
そ
の
一

第
一
節　

労
働
基
準
法
の
基
礎
理
念

一　

対
等
決
定
の
原
則
／
二　

労
働
者
の
人
権
保
障

第
二
節　

労
働
基
準
法
の
由
来

一　

日
本
に
お
け
る
労
働
者
保
護
法
の
歴
史
／
二　

労
働
基
準
法
の
立
法
経
過

第
六
講　

労
働
基
準
法
―
そ
の
二

第
一
節　

適
用
範
囲
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一　

適
用
を
受
け
る
事
業
、
労
働
者
、
使
用
者
／
二　

船
員
法
と
の
関
係

第
二
節　

労
働
契
約
と
就
業
規
則

一　

序
説
／
二　

労
働
契
約
／
三　

就
業
規
則
に
関
す
る
諸
注
意

第
三
節　

賃
金

一　

序
説
／
二　

最
低
賃
金
性
／
三　

賃
金
の
支
払

第
四
節　

労
働
時
間
と
休
息　

一　

労
働
時
間
／
二　

休
憩
／
三　

割
増
賃
金

第
七
講　

労
働
基
準
法
―
そ
の
三

第
一
節　

年
少
者
及
び
女
子
の
特
別
保
護

一　

年
少
者
の
特
別
保
護
／
二　

女
子
の
特
別
保
護

第
二
節　

技
能
者
の
養
成

第
三
節　

安
全
衛
生
と
災
害
補
償

一　

序
説
／
二　

安
全
と
衛
生
／　

三　

災
害
補
償

第
四
節　

寄
宿
舎

第
五
節　

監
督
制
度
と
制
裁

一　

監
督
制
度
／
二　

制
裁

同
書
は
、
こ
の
よ
う
な
目
次
か
ら
も
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
末
弘
が
そ
の
制
定
に
深
く
関
与
し
た
「
労
働
三
法
」
に
つ
い
て
言
及
す

る
概
説
書
で
あ
っ
た
。
そ
の
刊
行
に
い
た
る
経
緯
は
、
同
書
が
末
弘
「
著
」
で
は
な
く
「
述
」
と
表
記
さ
れ
、
ま
た
そ
の
「
序
文
」
で
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言
及
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
立
法
が
出
そ
ろ
う
前
後
の
一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
春
に
、
政
治
経
済
研
究
所
で
二
度
に
分

け
て
、
前
後
一
〇
回
ほ
ど
末
弘
が
行
な
っ
た
講
演
が
基
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
同
書
は
、
同
所
員
で
あ
っ
た
向
山
寛
夫
が
速
記
録

か
ら
作
成
し
た
原
稿
に
末
弘
が
手
を
加
え
て
な
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
同
書
は
刊
行
後
、
版
を
重
ね
て
五
万
部
以
上
も
売
れ
た
よ
う
で
、

文
字
通
り
洛
陽
の
紙
価
を
高
ら
し
め
た
よ
う
だ
。
そ
れ
は
当
時
出
そ
ろ
っ
た
労
働
三
法
全
体
に
つ
い
て
、
戦
前
来
の
「
労
働
法
の
最
高

権
威
」
に
よ
り
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
本
書
に
の
み
見
ら
れ
る
特
徴
と
は
思
わ
れ
な
い
が
、
戦
後
、
末

弘
が
発
表
し
た
も
の
の
全
体
を
貫
く
基
調
は
、
労
使
関
係
の
当
事
者
、
と
く
に
組
合
関
係
者
に
対
す
る
啓
蒙
的
な
態
度
で
あ
る
。
同
書

に
関
す
る
評
価
と
し
て
は
、
向
山
も
引
用
す
る
川
島
武
宜
（
民
法
・
法
社
会
学
一
九
〇
九
～
一
九
九
二
）
の
そ
れ
（「
新
刊
書
評
／
末

弘
博
士
『
労
働
法
の
は
な
し
』」
法
律
時
報
二
〇
巻
一
号
（
一
九
四
八
）
四
〇
︱
四
一
頁
）
に
つ
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
す
な

わ
ち
川
島
は
同
書
に
つ
い
て
一
方
で
「
一
般
的
な
啓
蒙
書
と
し
て
の
体
裁
を
そ
な
え
つ
つ
、
同
時
に
高
い
理
論
的
水
準
を
維
持
し
て
い

る
」（
同
前
四
〇
頁
）
と
し
な
が
ら
も
、
他
方
で
「
近
代
的
労
働
法
の
本
質
を
、
か
よ
う
な
近
代
的
労
働
の
法
一
般
…
…
の
う
ち
に
解

消
し
、
或
は
少
く
と
も
そ
れ
の
直
線
的
な
延
長
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
は
、
近
代
労
働
法
の
も
つ
と
も
重
要
な
特
質
を
失
わ
せ
る
こ
と

に
な
り
は
し
な
い
か
。
す
な
わ
ち
、
近
代
的
労
働
法
が
、
近
代
市
民
法
に
対
抗
す
るA

ntithese

と
し
て
の
独
立
の
法
の
領
域
・
体
系

で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
が
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
一
つ
の
歴
史
的
な
進
歩
的
な
意
義
を
も
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
現
実
的
な
基
礎

と
し
て
、
市
民
法
の
担
い
手
た
る
資
本
家
に
対
抗
す
る
と
こ
ろ
の
労
働
者
の
自
主
的
な
労
働
運
動
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
、
が
見
失

わ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
か
」
と
批
判
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
川
島
の
評
価
は
、
た
と
え
本
書
『
労
働
法
の
は
な
し
』
の
成
立
経
緯

―
末
弘
自
身
が
執
筆
し
た
の
で
は
な
く
、
そ
の
口
述
速
記
録
を
向
山
が
原
稿
化
し
、
そ
れ
に
末
弘
が
加
除
訂
正
を
し
た
―
―
を
考
慮

し
た
と
し
て
も
、
末
弘
労
働
法
学
の
特
徴
と
限
界
性
を
指
摘
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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⑶
　
使
用
者
の
た
め
の
労
働
組
合
法
解
説
―
―
『
労
働
運
動
と
労
働
組
合
法
』

末
弘
は
一
九
四
八
（
昭
和
二
三
）
年
五
月
、『
労
働
法
の
は
な
し
』
と
次
項
で
取
り
上
げ
る
『
労
組
問
答
』
の
あ
い
だ
で
「
使
用
者

の
た
め
の
労
働
問
題
講
座
」
と
名
付
け
ら
れ
た
シ
リ
ー
ズ
の
第
一
冊
―
―
た
だ
し
続
巻
は
刊
行
さ
れ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
―
―
と
し

て
、『
労
働
運
動
と
労
働
組
合
法
』（
大
興
社
）
と
い
う
著
書
（
本
文
九
一
頁
・
附
録
と
し
て
労
組
法
等
の
関
連
立
法
を
収
録
し
た
分
が

四
四
頁
）
を
公
刊
し
て
い
る
。
同
書
は
や
は
り
、
そ
の
「
序
」
の
冒
頭
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
「
東
京
商
工
会
議
所
の
依
頼
に
よ
つ

て
、
同
所
が
主
と
し
て
諸
会
社
の
労
務
担
当
職
員
の
た
め
に
催
し
た
講
習
会
で
行
つ
た
講
演
の
筆
記
」
録
に
「
多
少
の
添
削
を
加
え
て

出
来
上
つ
た
も
の
で
あ
る
」。

同
書
・
本
文
の
目
次
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

一
「
は
し
が
き
」
／
二
「
労
働
運
動
と
は
何
か
」
／
三
「
近
代
的
労
働
運
動
の
起
源
」
／
四
「
イ
ギ
リ
ス
労
働
組
合
法
の
歴
史
」
／
五
「
ト
レ
ー

ド
ユ
ニ
オ
ニ
ズ
ム
（
組
合
主
義
）」
／
六
「
イ
ギ
リ
ス
労
働
組
合
の
法
律
的
地
位
」
／
七
「
日
本
の
労
働
運
動
（
明
治
か
ら
大
正
へ
）」
／
八
「
日

本
に
は
ク
ラ
フ
ト
・
ユ
ニ
オ
ン
の
伝
統
が
な
い
」
／
九
「
経
営
協
議
会
に
つ
い
て
」
／
十
「
日
本
の
労
働
運
動
（
大
正
か
ら
昭
和
へ
）」
／
十
一
「
日

本
で
は
、
ト
レ
ー
ド
ユ
ニ
オ
ニ
ズ
ム
も
充
分
に
発
達
し
な
か
つ
た
」
／
十
二
「
労
働
組
合
法
制
定
の
機
縁
」
／
十
三
「
労
働
組
合
法
の
構
想
」
／

十
四
「
労
働
組
合
法
の
根
本
精
神
―
―
そ
の
一
、
団
結
権
の
保
護
」
／
十
五
「
労
働
組
合
法
の
根
本
精
神
―
―
そ
の
二
、
団
体
交
渉
権
の
保
護
助
成
」

／
十
六
「
労
働
組
合
法
の
根
本
精
神
―
―
そ
の
三
、
経
済
の
興
隆
に
対
す
る
寄
与
」
／
十
七
「
低
廉
労
働
の
廃
止
」
／
十
八
「
デ
ン
マ
ー
ク
の
復

興
と
労
働
者
教
育
」
／
十
九
「
労
働
者
の
地
位
の
向
上
」
／
二
十
「
そ
の
底
に
流
れ
る
も
の
」

こ
の
よ
う
な
目
次
構
成
か
ら
も
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
一
か
ら
十
一
ま
で
「
労
働
運
動
な
い
し
労
働
組
合
運
動
は
資
本
主
義
社
会
に

お
い
て
必
然
的
に
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
」（「
序
」
四
頁
）
を
、
イ
ギ
リ
ス
な
ど
の
諸
外
国
を
例
に
し
な
が
ら
説
明
し
、
十
二
か

ら
二
十
ま
で
の
後
段
で
、
制
定
後
間
も
な
い
「
わ
が
国
の
現
行
労
働
組
合
法
に
つ
い
て
、
そ
の
立
場
、
根
本
精
神
」
を
取
り
上
げ
て
い

（
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る
（
同
前
所
）。
本
書
に
は
末
弘
の
旧
労
組
法
へ
の
「
思
い
」
が
端
的
に
し
め
さ
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
後
年
の
、
戦
後
末
弘
に
と
っ

て
最
良
の
著
作
で
あ
る
『
日
本
労
働
組
合
運
動
史
』
と
い
う
法
社
会
学
的
考
察
の
原
型
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
べ
き
内
容
を
含
む
小

品
的
な
作
品
と
な
っ
て
い
る
。

⑷
　『
労
組
問
答
』
の
刊
行
と
末
弘
の
関
心
の
所
在

末
弘
は
一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
一
月
、
自
ら
が
所
長
兼
理
事
長
を
務
め
る
政
治
経
済
研
究
所
に
お
け
る
叢
書
シ
リ
ー
ズ
の
五
冊

目
と
し
て
『
労
組
問
答
』（
同
所
刊
）
を
刊
行
し
た
。
同
書
の
「
あ
と
が
き
」
を
読
む
と
、
当
時
の
末
弘
の
労
働
法
学
に
関
す
る
考
え

方
が
示
さ
れ
て
お
り
、
興
味
深
い
。
す
な
わ
ち
末
弘
は
「
あ
と
が
き
」
後
段
で
、
同
書
を
刊
行
す
る
こ
と
が
「
わ
が
国
労
働
関
係
の
文

献
の
間
に
多
少
と
も
特
異
の
存
在
と
し
て
そ
の
存
在
価
値
を
主
張
す
る
だ
け
の
特
色
を
も
っ
て
い
る
」（
三
〇
七
頁
）
と
の
自
負
を
示

し
て
い
る
。

末
弘
は
「
あ
と
が
き
」
前
段
で
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
元
来
労
働
問
題
は
経
済
学
、
社
会
政
策
学
、
政
治
学
、

社
会
学
そ
し
て
法
学
な
ど
の
様
ざ
ま
な
隣
接
学
問
分
野
か
ら
考
察
・
検
討
さ
れ
る
べ
き
対
象
分
野
で
あ
り
な
が
ら
も
、
日
本
で
は
経
済

学
お
よ
び
社
会
政
策
学
に
よ
る
も
の
が
圧
倒
的
に
多
い
。
た
と
え
法
学
的
な
著
作
は
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
「
解
釈
法
学
的
で
あ
つ
て
、

法
社
会
学
の
立
場
か
ら
法
的
規
律
の
対
象
た
る
労
働
関
係
を
如
実
に
捉
え
て
そ
の
法
的
取
扱
を
論
じ
た
も
の
は
き
わ
め
て
稀
れ
で
あ

る
。
い
わ
ん
や
広
く
各
方
面
の
智
識
を
も
と
に
し
て
綜
合
的
に
労
働
組
合
の
内
部
関
係
、
対
外
的
関
係
等
を
考
察
し
て
、
そ
の
在
り
方

行
き
方
に
対
し
て
示
唆
を
与
え
る
に
適
し
て
著
作
は
皆
無
に
近
い
」（
三
〇
五
︱
三
〇
六
頁
）。
こ
の
よ
う
に
末
弘
は
労
働
問
題
に
対
す

る
、
従
来
法
律
学
の
接
近
態
度
に
不
満
を
表
明
し
て
い
る
。
そ
し
て
続
く
中
段
で
、
自
ら
の
研
究
歴
と
学
問
的
観
点
の
特
徴
に
つ
い
て
、

三
五
年
前
の
ア
メ
リ
カ
留
学
以
来
、「
法
社
会
学
の
立
場
か
ら
労
働
法
の
問
題
を
考
え
て
き
た
」
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
回
顧
し
て
い
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る
（
同
前
書
三
〇
六
頁
）。

「
各
国
各
時
代
の
労
働
法
を
そ
の
背
景
を
な
し
て
い
る
政
治
経
済
社
会
的
背
景
に
即
し
て
観
察
し
て
き
た
た
め
、
研
究
の
途
上
著

者
が
最
も
興
味
を
も
つ
て
研
究
し
た
の
は
各
国
の
労
働
組
合
運
動
史
で
あ
る
。
各
国
の
労
働
組
合
が
ど
う
い
う
環
境
の
下
に
発
達

し
た
か
を
史
的
に
観
察
し
な
が
ら
、
そ
れ
に
連
関
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
労
働
法
が
い
か
に
発
展
し
た
か
に
最
大
の
注
意
を
払
つ

て
研
究
を
つ
づ
け
て
き
た
」。

今
日
で
は
、
こ
の
よ
う
な
法
社
会
学
的
な
接
近
方
法
は
、
た
と
え
解
釈
論
次
元
に
お
い
て
も
、
当
然
の
こ
と
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
七
〇
年
前
で
は
、
こ
の
よ
う
に
敢
え
て
主
張
が
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
二
一
世
紀
の
今
日
か
ら

す
れ
ば
、
隔
世
の
感
が
あ
る
と
も
い
え
よ
う
。
本
書
に
収
録
さ
れ
て
い
る
論
稿
と
そ
の
構
成
は
、
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。
発
表
時
期
を

み
る
と
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
は
敗
戦
の
翌
年
の
春
か
ら
一
九
四
八
（
昭
和
二
三
）
年
秋
ま
で
の
二
年
半
ほ
ど
の
あ
い
だ
に
諸
雑
誌

に
発
表
さ
れ
た
論
稿
か
ら
な
る
も
の
で
あ
る
。

労
組
問
答

第
一
話
「
労
働
組
合
の
在
り
方
」
←
労
働
評
論
二
巻
八
号
―
一
一
号
（
昭
和
二
二
年
八
月
号
―
一
一
月
号
）

第
二
話
「
労
働
協
約
」
←
同
前
二
巻
一
二
号
―
三
巻
三
号
（
昭
和
二
二
年
一
二
月
―
二
三
年
三
月
）

第
三
話
「
ク
ロ
ー
ズ
ド
・
シ
ョ
ッ
プ
の
問
題
」
改
造
二
八
巻
八
号
（
昭
和
二
二
年
八
月
号
）

第
四
話
「
雑
題
」
一
「
忍
耐
と
寛
容
」
／
二
「
組
合
の
規
約
と
そ
の
運
用
」
／
三
「
労
組
と
選
挙
運
動
」
←
改
造
昭
和
二
二
年
五
月
号
／
四
「
山

猫
問
答
」
←
法
律
時
報
昭
和
二
二
年
一
二
月
号
／
五
「
争
議
問
答
」
←
法
律
時
報
昭
和
二
三
年
五
月
号

本
書
の
表
題
と
も
な
っ
た
「
労
組
問
答
」
と
は
、
労
働
組
合
な
い
し
労
働
組
合
法
に
関
わ
る
論
点
を
、
二
人
の
人
物
に
よ
る
問
答
形

式
を
も
っ
て
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
工
夫
が
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
末
弘
は
戦
前
か
ら
時
ど
き
、
こ
の
よ
う
な
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方
法
で
自
ら
の
見
解
を
示
し
て
い
た
。
こ
こ
で
は
、
各
種
該
当
雑
誌
に
発
表
し
た
問
答
形
式
の
論
稿
を
集
成
し
て
掲
載
し
て
い
る
。

生
産
管
理
の
研
究

「
争
議
行
為
と
し
て
の
生
産
管
理
―
そ
の
合
法
性
の
限
界
」
←
法
律
時
報
二
一
年
三
月
号

「
政
府
の
生
産
管
理
対
策
」
←
法
律
時
報
昭
和
二
一
年
七
月
号

「
生
産
管
理
雑
考
」
←
同
前
昭
和
二
三
年
八
月
号

争
議
戦
術
と
し
て
の
生
産
管
理
は
敗
戦
の
年
の
秋
、
読
売
新
聞
社
に
お
け
る
そ
れ
（
第
一
次
読
売
争
議
・
同
年
一
〇
月
二
三
日
～

一
二
月
一
三
日
）
か
ら
始
ま
っ
た
。
争
議
権
は
労
使
双
方
が
「
労
使
関
係
に
関
す
る
意
見
不
一
致
を
各
当
事
者
が
争
議
行
為
に
よ
り
解

決
す
る
権
利
」
で
あ
り
、
労
使
い
ず
れ
に
も
等
し
く
與
え
ら
れ
て
い
る
。
労
働
関
係
は
今
日
、
労
使
の
「
個
人
法
的
契
約
」
で
は
な
く
、

使
用
者
と
労
働
組
合
と
の
「
集
団
的
取
引
」
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
そ
し
て
「
争
議
行
為
は
争
議
権
行
使
の
た
め
当
事
者
双
方
の
行

う
各
種
の
事
実
行
為
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
相
手
方
を
屈
服
せ
し
め
る
の
が
そ
の
目
的
で
あ
る
」（
一
〇
七
︱
一
〇
八
頁
）
と
説

明
し
て
い
た
。
争
議
行
為
と
し
て
の
生
産
管
理
と
は
、
戦
後
間
も
な
く
、
労
働
法
学
が
最
初
に
取
り
組
ん
だ
課
題
で
あ
っ
た
。
末
弘
は
、

生
産
管
理
の
違
法
性
の
論
拠
と
し
て
「
所
有
権
侵
害
」
に
該
当
す
る
と
の
議
論
に
対
し
て
、「
所
有
と
経
営
の
分
離
論
」
を
も
っ
て
論

駁
し
て
い
る
が
、
他
面
と
く
に
後
段
で
は
、
労
使
双
方
、
と
く
に
使
用
者
側
が
公
権
力
に
依
存
す
る
の
で
は
な
く
、
自
主
的
な
交
渉
・

取
引
を
通
じ
て
生
産
管
理
と
い
う
形
態
を
も
っ
て
現
実
化
し
た
紛
争
を
平
和
的
に
解
決
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
喚
起
し
て
い
る
。
そ
れ

は
為
政
者
の
違
法
論
が
国
民
に
対
し
、
争
議
行
為
一
般
を
否
認
す
る
に
い
た
る
こ
と
を
警
戒
し
て
、
生
産
管
理
論
争
を
「
労
働
法
理
論

の
レ
ー
ル
の
上
に
の
せ
よ
う
」
と
の
啓
蒙
的
な
意
図
か
ら
で
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

労
働
時
評

「
日
本
再
建
と
労
働
組
合
の
使
命
」
←
労
働
評
論
昭
和
二
一
年
七
月
号

（
42
）

（
43
）

（
44
）
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「
労
組
随
想
」
←
中
央
公
論
昭
和
二
一
年
九
月
号

「
労
働
運
動
の
回
顧
と
展
望
」
←
朝
日
新
聞
昭
和
二
一
年
一
二
月
三
一
日

「
労
働
問
題
の
常
識
」
←
厚
生
省
労
政
局
主
催
講
演
会
昭
和
二
二
・
一
二
要
旨

「
労
働
組
合
の
現
状
と
将
来
」
←
政
治
経
済
研
究
所
創
立
一
周
年
記
念
講
演
会
（
同
年
一
一
月
八
日
）

敗
戦
の
年
で
あ
る
前
年
一
〇
月
一
一
日
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
か
ら
幣
原
首
相
に
示
さ
れ
た
産
業
民
主
化
指
令
に
基
づ
く
労
働
組
合
法
が

制
定
・
施
行
さ
れ
て
か
ら
約
二
年
間
、
わ
が
国
労
働
運
動
や
労
働
組
合
の
設
立
・
運
営
は
、
戦
前
の
乏
し
い
経
験
し
か
も
た
な
い
な
か

で
、
混
乱
や
行
き
過
ぎ
―
―
生
産
管
理
や
大
衆
団
交
、
ま
た
組
合
の
民
主
的
な
内
部
運
営
の
未
成
熟
な
ど
―
―
も
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う

な
な
か
、
末
弘
は
そ
の
感
想
を
の
べ
、
ま
た
「
あ
る
べ
き
」
労
働
組
合
の
姿
―
―
産
業
民
主
主
義
の
実
現
と
そ
れ
に
よ
る
経
済
復
興
の

実
現
―
―
を
示
し
て
、
人
々
を
啓
発
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
「
労
働
評
論
」
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
論
稿
と
、
つ
ぎ
の
項

目
で
あ
る
「
随
想
」
に
分
類
さ
れ
て
い
る
そ
れ
ら
と
の
違
い
は
何
な
の
か
。
そ
の
記
述
内
容
か
ら
は
、
明
確
な
区
分
は
で
き
な
い
よ
う

に
思
わ
れ
る
（
右
に
引
用
し
た
よ
う
に
、
な
か
に
は
次
項
の
表
題
と
同
じ
く
「
―
―
随
想
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
）。
強

い
て
い
え
ば
、
論
稿
の
分
量
の
多
少
と
、
後
者
は
、
末
弘
が
日
々
抱
い
た
感
想
を
表
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
帰
着
す
る
の
か
も
し
れ

な
い
。随

想一
「
政
府
の
社
会
秩
序
保
持
に
関
す
る
声
明
と
労
働
争
議
」
←
法
律
時
報
一
八
巻
八
号
（
一
九
四
六
）

二
「
政
府
は
労
働
問
題
を
軽
く
見
過
ぎ
て
ゐ
な
か
つ
た
か
」
←
同
前
一
八
巻
一
一
号
（
同
前
）

三
「
良
き
労
働
協
約
の
普
及
を
図
る
べ
し
」
←
同
前
（
同
前
）

四
「
団
体
交
渉
の
精
神
」
←
同
前
一
八
巻
一
二
号
（
同
前
）

（
45
）
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五
「
二
・
一
ス
ト
の
教
え
る
も
の
」
←
一
九
巻
四
号
（
一
九
四
七
）

六
「
労
働
組
合
と
政
治
運
動
」
←
一
九
巻
五
号
（
同
前
）

七
「
労
働
法
・
裁
判
所
・
弁
護
士
」
←
一
九
巻
六
号
（
同
前
）

八
「『
勤
労
の
権
利
』
と
完
全
雇
用
」
←
一
九
巻
七
号
（
同
前
）

九
「
使
用
者
の
労
働
協
約
違
反
と
労
組
の
態
度
」
←
一
九
巻
一
〇
号
（
同
前
）

一
〇
「
労
働
問
題
と
民
事
裁
判
」
←
二
〇
巻
二
号
（
一
九
四
八
）

一
一
「
良
き
組
合
員
で
あ
る
前
に
先
ず
良
き
教
員
た
れ
」
←
二
〇
巻
四
号
（
同
前
）

一
二
「
労
働
組
合
の
行
政
関
与
」
←
同
前
（
同
前
）

一
三
「
教
員
組
合
と
教
育
の
自
由
」
←
同
前
（
同
前
）

一
四
「
労
働
法
改
悪
問
題
」
←
二
〇
巻
六
号
（
同
前
）

一
五
「
仮
処
分
と
労
働
組
合
の
反
抗
」
←
同
前
（
同
前
）

一
六
「
労
働
組
合
の
行
為
の
正
当
性
―
―
労
働
法
改
悪
問
題
に
関
連
し
て
―
―
」
←
二
〇
巻
七
号
（
同
前
）

一
七
「
軽
犯
罪
法
と
労
働
運
動
」
←
二
〇
巻
八
号
（
同
前
）

一
八
「
邪
道
」
←
同
前
（
同
前
）

一
九
「
公
務
員
法
改
正
問
題
」
←
二
〇
巻
九
号
（
同
前
）

二
〇
「
公
務
員
法
改
正
問
題
雑
感
」
←
二
〇
巻
一
〇
号
（
同
前
）

末
弘
は
戦
前
・
戦
中
に
引
き
続
い
て
「
法
律
時
報
」
誌
の
巻
頭
に
日
々
感
じ
た
こ
と
、
思
っ
た
こ
と
を
「
法
律
時
評
」
と
の
タ
イ
ト

ル
の
も
と
に
綴
っ
て
い
た
。
そ
れ
ら
コ
ラ
ム
の
う
ち
で
、
労
働
法
に
関
係
す
る
も
の
と
し
て
は
、
上
記
の
よ
う
な
二
〇
編
が
「
随
想
」

42

獨協法学第103号（2017年８月）

― ―



と
の
表
題
の
も
と
に
収
録
さ
れ
た
。
本
書
に
は
、
末
弘
が
該
当
期
間
中
に
執
筆
し
た
ほ
と
ん
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
本
人

い
わ
く
「
そ
の
時
ど
き
の
問
題
を
そ
の
時
々
の
事
情
の
下
に
取
り
上
げ
て
、
そ
の
時
々
の
感
想
を
率
直
に
述
べ
た
も
の
で
あ
る
」。
た

だ
し
同
書
刊
行
後
、「
法
律
時
評
」
と
し
て
労
働
法
に
関
係
す
る
問
題
を
取
り
扱
う
頻
度
は
し
だ
い
に
少
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。

３　

各
種
労
働
委
員
会
々
長
と
し
て
労
働
紛
争
解
決
に
関
す
る
貢
献

末
弘
は
一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
三
月
一
日
以
降
、
労
働
組
合
法
の
施
行
と
と
も
に
発
足
し
た
中
央
労
働
委
員
会
公
益
委
員
（
会

長
代
理
）
に
就
い
て
い
た
。
末
弘
は
翌
年
二
月
、
初
代
会
長
の
三
宅
正
太
郎
（
元
大
阪
控
訴
院
長
・
一
八
八
七
～
一
九
四
九
）
が
公
職

追
放
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
あ
と
を
継
い
で
、
第
二
代
の
中
労
委
会
長
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
自
ら
が
立
法
案
の
策
定
に
携
わ
り
、

従
来
わ
が
国
法
制
に
は
な
か
っ
た
、
新
た
な
制
度
で
あ
る
労
働
委
員
会
実
務
を
現
実
化
す
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
労
働
委
員
会
は
行
政

委
員
会
の
一
形
態
で
あ
っ
た
が
、
公
益
・
労
働
者
・
使
用
者
の
三
者
の
委
員
か
ら
構
成
さ
れ
、
そ
の
職
務
権
限
の
行
使
に
つ
い
て
、
労

働
大
臣
（
中
労
委
）
お
よ
び
各
都
道
府
県
知
事
（
地
方
労
働
委
員
会
）
の
指
揮
・
監
督
を
受
け
な
い
独
立
性
の
高
い
も
の
で
あ
っ
た
。

発
足
当
初
の
労
働
委
員
会
は
今
日
と
は
異
な
り
、
不
当
労
働
行
為
に
関
す
る
審
査
・
救
済
権
限
を
も
た
な
か
っ
た
（
旧
労
組
法
は
、
現

行
労
組
法
七
条
一
項
の
不
利
益
取
扱
に
相
当
す
る
行
為
に
つ
い
て
、
裁
判
所
へ
の
処
罰
請
求
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
た
〔
一
一
条
、

三
三
条
〕）。
し
か
し
労
働
委
員
会
に
は
、
労
働
争
議
調
整
の
権
限
が
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
争
議
調
整
機
能
を
も
っ
て
、
末
弘
が
会
長

職
に
あ
っ
た
中
労
委
は
、
一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
秋
以
降
、
頻
発
す
る
労
働
争
議
に
お
い
て
争
議
調
整
の
手
腕
を
発
揮
し
て
い
っ

た
。
そ
れ
ゆ
え
に
当
時
「
全
く
、
中
労
委
の
末
弘
か
、
末
弘
の
中
労
委
か
分
ら
な
い
四
年
間
で
あ
っ
た
」
と
評
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

末
弘
は
す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
、
労
働
関
係
調
整
法
（
労
調
法
）
の
制
定
に
も
関
与
し
た
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
既
述
の
よ
う
に
末

弘
は
同
年
一
〇
月
、『
労
働
組
合
法
解
説
』
に
続
い
て
、
同
じ
く
労
働
関
係
調
整
法
（
全
六
章
・
全
四
四
条
）
に
関
す
る
小
さ
な
注
釈

（
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）

（
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（
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（
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書
で
あ
る
『
労
働
関
係
調
整
法
解
説
』
―
―
そ
の
原
型
は
「
労
働
関
係
調
整
法
解
説
」
法
律
時
報
一
九
巻
三
号
（
一
九
四
七
）
二
六
︱

五
三
頁
―
―
を
、
同
じ
く
日
本
評
論
社
よ
り
刊
行
し
た
（
本
文
一
二
五
頁
。
附
録
五
五
頁
）。
同
法
に
つ
い
て
は
、
当
時
す
で
に
吉
武

恵
市『
労
働
関
係
調
整
法
解
説
』（
時
事
通
信
社
・
一
九
四
六
）お
よ
び
富
樫
総
一『
労
働
関
係
調
整
法
の
詳
解
』（
労
務
行
政
研
究
所
・

一
九
四
六
）
と
い
う
行
政
担
当
官
に
よ
る
著
書
が
刊
行
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
点
に
つ
い
て
末
弘
は
「
私
は
本
法
施
行
此
方
直
接
法
の
運
用
に
当
つ
て
い
る
関
係
上
、
そ
こ
か
ら
得
た
体
験
を
通
し
て
両
氏
と

は
別
に
本
法
に
つ
い
て
語
る
資
格
が
あ
る
と
考
え
て
本
書
を
著
す
次
第
で
あ
る
」（「
自
序
」
八
頁
）
と
の
べ
て
い
る
。
そ
の
際
に
末
弘

は
本
法
が
調
停
手
続
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
が
、
そ
の
「
実
質
」
―
―
実
際
の
運
営
、
調
停
者
が
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
、

調
停
を
受
け
る
人
び
と
の
心
理
等
―
―
に
つ
い
て
は
何
ら
触
れ
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
同
前
二
頁
）。
こ
こ
で
は
、
末
弘

が
自
ら
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
秋
の
読
売
第
一
次
争
議
（
一
〇
月
二
三
日
～
一
二
月
一
三
日
）
以
来
、
多
数
の
調
停
に
携
わ
っ
た

経
験
か
ら
「
調
停
の
本
質
」
に
つ
い
て
の
私
見
を
、
本
文
に
お
け
る
法
解
説
を
す
る
前
に
五
点
に
わ
た
っ
て
の
べ
て
い
る
こ
と
に
注
目

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
は
紛
争
解
決
手
段
と
し
て
の
調
停
の
意
義
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
⑴
「
調
停
当
面
の
目
的
は
争
議
の
解
決
に
あ
る
」。
調
停
は
裁

判
と
は
異
な
り
、
い
く
ら
立
派
な
調
停
案
を
示
し
て
も
、
仲
裁
と
は
異
な
り
、
紛
争
当
事
者
双
方
が
受
諾
し
な
け
れ
ば
、
調
停
は
成
立

し
な
い
。
そ
こ
で
「
調
停
で
最
も
大
事
な
こ
と
は
、
当
事
者
を
納
得
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
重
き
を
置
い
て
考
え
れ
ば
調
停

の
常
道
は
自
ら
見
出
さ
れ
る
」（
同
前
二
―
三
頁
）。
⑵
「
し
か
し
な
が
ら
、
調
停
は
決
し
て
単
な
る
妥
協
で
は
な
い
。
…
…
調
停
者
と

し
て
は
唯
当
面
の
事
件
を
片
付
け
さ
え
す
れ
ば
い
い
と
ゆ
う
の
で
は
な
く
、
他
に
こ
れ
と
同
様
の
事
件
が
起
つ
た
と
仮
定
し
な
が
ら
、

そ
れ
に
当
て
は
め
て
も
間
違
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
な
規
準
を
頭
の
中
に
書
き
な
が
ら
、
そ
の
適
用
と
し
て
調
停
案
を
た
て
ね
ば

な
ら
な
い
。
…
…
か
く
す
る
事
に
よ
つ
て
の
み
調
停
案
が
『
公
正
』
の
故
を
以
て
自
ら
当
事
者
双
方
を
納
得
せ
し
め
る
こ
と
が
出
来
、

（
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）
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調
停
の
権
威
も
自
ら
生
ま
れ
て
来
る
の
で
あ
る
」（
同
前
三
頁
）。
つ
ぎ
に
調
停
者
と
心
構
え
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
⑶
「
調
停
者
が
調
停

案
を
立
て
る
場
合
に
も
、
唯
そ
の
場
限
り
事
を
丸
く
治
め
れ
ば
い
い
と
ゆ
う
よ
う
な
考
で
な
く
、
必
ず
頭
の
中
に
一
定
の
規
準
を
立
て

ね
ば
な
ら
な
い
」。
し
か
し
調
停
は
裁
判
と
は
異
な
り
、
法
規
を
中
心
に
判
断
規
準
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
「
当
該

争
議
の
実
情
を
精
査
す
る
と
同
時
に
、
四
囲
の
諸
事
情
を
考
え
合
わ
せ
て
見
れ
ば
、
そ
こ
に
自
ら
拠
る
べ
き
筋
道
は
見
出
せ
る
の
で
あ

つ
て
、
そ
の
筋
道
こ
そ
こ
こ
に
ゆ
う
規
準
な
の
で
あ
る
」（
同
前
四
︱
五
頁
）。
そ
れ
ゆ
え
に
⑷
「
調
停
者
と
し
て
最
も
大
切
な
心
掛
け
」

は
、
次
の
二
点
と
な
る
。
①
「
当
事
者
双
方
の
主
張
を
よ
く
聴
く
こ
と
」。
す
な
わ
ち
「
一
方
に
於
て
高
い
理
想
を
抱
き
、
固
い
信
念

を
も
つ
て
い
な
が
ら
、
し
か
も
偏
見
を
捨
て
一
切
の
我
執
を
離
れ
て
先
ず
率
直
に
当
事
者
の
ゆ
う
こ
と
を
聴
き
且
理
解
す
る
こ
と
が
調

停
者
に
と
つ
て
何
よ
り
も
大
切
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
つ
て
初
め
て
当
事
者
の
争
点
を
明
か
に
し
、
争
議
の
実
情
を
明
か
ぬ
す
る
こ

と
が
出
来
る
か
ら
で
あ
る
」。
②
「
調
停
者
は
、
賃
銀
統
計
、
生
計
費
調
査
そ
の
他
調
停
の
基
礎
た
る
べ
き
資
料
を
豊
富
に
且
精
確
に

用
意
し
て
、
調
停
内
容
に
極
力
客
観
性
を
与
え
る
こ
と
に
努
力
を
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
調
停
に
関
す
る
先
例
を
蒐
集
し
研
究
す
る
こ
と

も
自
ら
の
調
停
を
公
正
な
ら
し
め
る
に
つ
き
是
非
共
為
さ
れ
て
欲
し
い
大
切
な
こ
と
で
あ
る
」（
同
前
五
︱
六
頁
）。
そ
し
て
最
後
に
当

事
者
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
提
言
し
て
い
る
。
⑸
「
無
暗
に
声
を
大
に
し
て
自
己
の
主
張
を
突
張
る
だ
け
が
能
で
は
な
い
。
最
も

大
切
な
こ
と
は
自
己
の
主
張
を
立
証
す
る
に
足
る
だ
け
の
資
料
を
十
分
に
整
備
し
提
出
す
る
こ
と
で
あ
る
。
理
屈
で
相
手
を
説
破
し
た

り
調
停
者
を
説
得
し
よ
う
と
す
る
よ
り
は
、
自
己
の
主
張
の
正
し
さ
を
事
実
に
よ
つ
て
立
証
し
、
こ
れ
に
よ
つ
て
自
ら
調
停
者
が
納
得

す
る
よ
う
に
仕
向
け
る
こ
と
が
、
当
事
者
と
し
て
と
る
べ
き
常
道
で
あ
る
」（
同
前
七
頁
）。

末
弘
が
こ
の
よ
う
に
、
集
団
的
労
使
紛
争
を
解
決
す
る
た
め
の
「
調
停
」
の
あ
り
方
に
つ
い
て
論
じ
る
背
景
に
は
、
戦
前
に
お
け
る

小
作
調
停
法
―
―
一
九
二
四
（
大
正
一
三
）
年
制
定
・
一
九
五
一
（
昭
和
二
六
）
年
の
民
事
調
停
法
の
制
定
に
と
も
な
い
廃
止
―
―
に

基
づ
く
紛
争
調
停
の
「
経
験
」
と
、
実
際
の
適
用
例
は
少
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
戦
前
の
労
働
争
議
調
停
法
（
一
九
二
六
〔
大

（
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）
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正
一
五
〕
年
制
定
）
が
反
映
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
四
月
に
中
労
委
会
長
を
辞
任
し
た
が
、
末
弘
が
公
益
委
員
、
会
長
代
理
ま
た
は
会
長
と
し
て
在
任
中
、

調
停
事
項
と
し
て
提
訴
を
う
け
、
ま
た
は
斡
旋
申
請
さ
れ
て
取
り
扱
っ
た
労
働
争
議
は
「
調
整
」
事
案
七
〇
件
、
不
当
労
働
行
為
事
案

一
一
件
の
ほ
か
、
船
員
中
労
委
会
長
在
任
中
、
船
員
争
議
の
調
整
三
件
、
別
に
石
炭
紛
争
処
理
五
件
、
国
鉄
争
議
の
仲
裁
二
件
、
総
計

九
一
件
を
数
え
た
。
こ
の
よ
う
な
経
験
に
裏
打
ち
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
、
先
に
紹
介
し
た
末
弘
の
労
使
紛
争
調
停
の
あ
り

方
に
関
す
る
見
解
は
、
説
得
力
の
あ
る
も
の
と
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

（
6
）　

今
日
、（
旧
）
労
働
組
合
法
の
制
定
過
程
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
あ
っ
た
手
塚
和
彰
「
戦
前
の
労
働
組
合
法
問
題
と
旧
労
働
組
合
法
の
形
成

と
展
開
」（
二
）
社
会
科
学
研
究
（
東
大
社
研
）
二
三
巻
二
号
（
一
九
七
一
）
一
三
七
︱
一
六
六
頁
お
よ
び
遠
藤
公
嗣
『
日
本
占
領
と
労
使
関
係

政
策
成
立
』（
東
京
大
学
出
版
会
・
一
九
八
九
）
前
編
第
一
章
「
労
働
組
合
法
の
制
定
」
一
九
︱
六
九
頁
な
ど
に
加
え
て
、
労
働
関
係
法
令
立
法

史
研
究
会
（
座
長
：
渡
辺
章
）『
労
働
関
係
法
令
の
立
法
史
料
研
究
（
労
働
組
合
法
関
係
）』（
労
働
問
題
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
・
二
〇
一
三
）
並

び
に
同
『
労
働
組
合
法
立
法
史
料
研
究
』
解
題
篇
（
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
・
二
〇
一
四
）、
同
・
条
文
資
料
篇
（
同
前
・
同
年
）
お
よ
び

同
Ⅲ
（
同
前
・
二
〇
一
六
）
に
よ
り
、
そ
の
全
貌
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
に
い
た
っ
て
い
る
。

（
7
）　

同
法
は
、
総
則
規
定
（
一
条
―
九
条
）
の
ほ
か
、
大
き
く
争
議
調
整
制
度
を
規
定
す
る
部
分
（
一
〇
条
―
三
五
条
、
四
四
条
）
と
、
争
議
行
為

の
制
限
・
禁
止
に
つ
い
て
規
定
す
る
部
分
（
三
六
条
―
四
三
条
）
か
ら
な
る
。
同
法
制
定
に
お
い
て
Ｇ
Ｈ
Ｑ
労
働
課
は
、
日
本
側
の
法
案
検
討
・

作
成
に
な
る
べ
く
介
入
せ
ず
に
、
静
観
す
る
態
度
を
と
っ
た
労
働
組
合
法
の
場
合
と
は
異
な
り
、
法
案
（
英
文
原
案
）
を
日
本
側
に
手
交
す
る
な

ど
積
極
的
に
関
与
し
た
点
で
特
徴
的
で
あ
っ
た
。
同
法
の
制
定
過
程
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
手
塚
和
彰
「
旧
労
働
組
合
法
の
形
成
と
展
開
―
―
初

期
労
働
委
員
会
の
機
能
分
析
を
中
心
と
し
て
―
―
」
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
〔
編
〕
戦
後
改
革
５
『
労
働
改
革
』（
東
京
大
学
出
版
会
・

一
九
七
四
）
二
五
八
︱
二
六
六
頁
お
よ
び
遠
藤
・
同
前
書
・
前
編
第
二
章
「
労
働
関
係
調
整
法
の
制
定
」
七
一
︱
一
三
六
頁
を
参
照
。

（
8
）　

労
働
基
準
法
の
制
定
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
主
た
る
も
の
と
し
て
立
法
作
業
に
関
与
し
た
行
政
担
当
者
に
よ
る
言
及
が
み
ら
れ
た
（
た
と
え
ば

廣
政
純
一
『
労
働
基
準
法
：
制
定
経
緯
と
そ
の
展
開
』〔
日
本
労
務
研
究
会
・
一
九
七
九
〕
お
よ
び
松
本
岩
吉
『
労
働
基
準
法
が
世
に
出
る
ま
で
』

（
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〔
労
務
行
政
研
究
所
・
一
九
八
一
〕）。
そ
の
後
、
本
格
的
学
史
研
究
が
現
わ
れ
て
い
る
（
渡
辺
章
・
野
田
進
〔
編
集
代
表
〕
日
本
立
法
資
料
全
集

五
一
巻
～
五
六
巻
『
労
働
基
準
法
』〔
信
山
社
・
一
九
九
六
、九
七
、九
八
、二
〇
一
一
〕、
そ
し
て
渡
辺
章
ほ
か
「
立
法
史
料
か
ら
み
た
労
働
基
準
法
」

日
本
労
働
法
学
会
誌
九
五
号
〔
二
〇
〇
〇
〕
は
同
学
会
第
九
八
回
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
）。

（
9
）　

こ
れ
ら
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

労
働
組
合
法
：「
労
働
組
合
法
解
説
」一
八
巻
二
号（
一
九
四
六
）
一
︱
二
四
頁

労
働
関
係
調
整
法
：「
労
働
関
係
調
整
法
解
説
」一
九
巻
三
号（
一
九
四
七
）
二
六
︱
五
三
頁

労
働
基
準
法
：「
労
働
基
準
法
序
説
」一
九
巻
九
号（
一
九
四
七
）
二
︱
一
〇
頁
、「
労
働
基
準
法
解
説
」
二
〇
巻
三
号
（
一
九
四
八
）
三
︱
三
七
頁
、

同
（
二
）
二
〇
巻
四
号
（
同
前
）
四
︱
四
八
頁
、
同
（
三
）
二
〇
巻
五
号
三
一
︱
三
五
頁
、
同
（
四
）
二
〇
巻
六
号
（
同
前
）
二
五
︱
三
六
頁
、

同
（
五
）
二
〇
巻
七
号
（
同
前
）
頁
お
よ
び
同
（
六
・
完
）
同
前
二
〇
巻
八
号
（
同
前
）
五
〇
︱
六
三
頁
。
な
お
末
弘
が
制
定
間
も
な
い
労
基
法

に
つ
い
て
発
言
し
て
い
る
も
の
と
し
て
は
、ほ
か
に
＊「
労
働
基
準
法
の
根
本
精
神
」労
働
協
会〔
編
〕『
労
働
基
準
法
運
営
の
実
際
』（
毎
日
新
聞
・

一
九
四
八
）
五
︱
三
六
頁
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
同
法
に
関
す
る
内
容
理
解
を
普
及
さ
せ
る
た
め
に
、
制
定
に
携
わ
っ
た
行
政
担
当
者
を
講
師
と
し

て
前
後
二
回
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
た
講
演
会
速
記
録
に
加
除
訂
正
が
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
以
外
に
末
弘
が
同
法
に
つ
い
て

発
言
し
た
も
の
と
し
て
は
、
後
掲
の
読
売
新
聞
紙
上
三
回
に
わ
た
り
連
載
さ
れ
た
座
談
会
（
録
）
し
か
な
い
。
当
時
の
時
代
状
況
と
も
関
係
す
る

の
か
も
し
れ
な
い
が
、
繰
り
返
し
積
極
的
に
発
言
し
た
労
組
法
の
場
合
と
く
ら
べ
て
対
照
的
で
あ
る
。
な
お
、
以
下
で
引
用
す
る
末
弘
に
関
す
る

文
献
中
、
論
稿
表
題
の
前
に
＊
を
付
し
た
も
の
は
、
二
つ
の
後
掲
「
著
作
目
録
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
。

（
10
）　

一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
々
初
か
ら
始
ま
り
、
一
九
五
一
（
昭
和
二
六
）
年
九
月
の
没
後
以
降
も
含
む
、
戦
前
・
戦
後
を
通
じ
た
末
弘
の
業

績
を
一
覧
で
き
る
も
の
と
し
て
は
、〔
法
律
時
報
〕
編
集
部
「
末
弘
博
士
著
書
論
文
目
録
」
法
律
時
報
二
三
巻
一
一
号
（
一
九
五
一
）
七
八
︱

八
四
頁
、
水
野
紀
子
〔
作
成
〕「
末
弘
厳
太
郎
先
生
略
年
表
・
主
要
著
作
目
録
」
同
前
六
〇
巻
一
一
号
（
一
九
八
八
）
一
一
一
︱
一
〇
八
頁
お
よ

び
〔
末
弘
〕「
主
要
著
編
書
目
録
」
川
島
〔
編
〕
前
掲
書
四
四
七
︱
四
五
一
頁
が
あ
る
。
た
だ
し
こ
れ
ら
に
お
い
て
は
、
末
弘
が
参
加
し
た
対
談
・

座
談
の
類
は
、
法
律
時
報
の
そ
れ
を
の
ぞ
い
て
、
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
各
種
新
聞
紙
上
で
そ
の
見
解
を
示
し
た
も
の
に
つ
い
て
も
一
切
、

掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
な
お
没
後
に
刊
行
さ
れ
た
後
掲
『
断
腸
前
後
』
三
七
︱
四
六
頁
に
収
録
さ
れ
た
「
座
談
会
に
つ
い
て
」
と
い
う
エ
ッ
セ
イ
（
初

出
先
不
明
）
の
な
か
で
、
末
弘
は
座
談
会
が
嫌
い
で
、
断
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
の
べ
て
い
る
（
三
七
頁
）
の
は
、
興
味
深
い
。
同
稿
（
同
前
書

三
八
︱
三
九
頁
）
に
よ
れ
ば
、
座
談
会
記
事
を
「
面
白
い
読
物
」
と
す
る
た
め
に
は
、
第
一
に
「
企
画
が
よ
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」、
第
二
に
「
司
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会
よ
ろ
し
き
を
得
な
け
れ
ば
、
企
画
が
い
か
に
よ
く
と
も
い
い
座
談
会
は
な
り
た
た
な
い
」、
第
三
に
事
後
の
速
記
録
を
整
理
す
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
し
て
い
る
。
末
弘
に
よ
れ
ば
、
と
く
に
司
会
者
の
役
割
が
重
要
で
、「
折
角
立
派
な
方
々
を
集
め
て
も
、
司
会
よ
ろ
し
き
を
得
な
け
れ
ば
、

結
局
井
戸
端
会
議
の
議
事
録
の
よ
う
な
も
の
が
で
き
あ
が
る
」（
同
前
書
四
六
頁
）
と
の
べ
て
い
る
。
確
か
に
戦
前
・
戦
中
時
、
末
弘
に
は
活
字

化
さ
れ
た
座
談
会
・
対
談
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
し
か
し
戦
後
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
（
末
弘
以
外
の
出
席
者
の
名
前
を
記
す
）、
末
弘

は
積
極
的
に
依
頼
に
応
じ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
法
律
時
報
誌
の
座
談
会
に
お
い
て
は
、
末
弘
自
身
が
司
会
を
担
当
し
て
お
り
、
右
に
引
用

し
た
同
人
の
発
言
を
念
頭
に
読
む
の
も
一
興
で
あ
ろ
う
。

＊「
労
働
組
合
の
指
針
／
末
弘
博
士
を
囲
む
座
談
会
」（
一
）
︱
（
八
）
読
売
新
聞
一
九
四
六
年
一
月
二
八
日
、
二
九
日
、
三
〇
日
、
二
月

一
日
、
二
日
、
三
日
、
四
日
、
五
日　

総
同
盟
、
東
交
三
田
支
部
、
鶴
見
製
鉄
、
大
森
郵
便
局
、
全
国
農
業
会
職
員
会
、
読
売
新
聞
社

従
組
、
関
東
工
代
会
議
、
日
本
電
気
、
石
井
鉄
工
、
東
京
都
従
、
国
鉄
労
組
の
各
組
合
員

＊「
座
談
会
／
新
し
き
政
治
を
語
る
」婦
人
之
友
四
〇
巻
三
号（
一
九
四
六
）
二
︱
一
〇
頁　

杉
森
孝
次
郎
・
東
畑
精
一
・
羽
仁
吉
一
・
羽

仁
も
と
子

＊「
新
憲
法
と
国
政
の
運
用
」改
造
二
八
巻
五
号（
一
九
四
七
・
五
）
二
四
︱
三
六
頁
（
た
だ
し
三
一
頁
に
て
末
弘
途
中
退
席
）
宮
沢
俊
義
・

我
妻　

栄
・
向
坂
逸
郎
・
鈴
木
安
蔵　

＊「
轉
機
に
た
つ
労
働
運
動
」労
働
評
論
二
巻
七
号（
一
九
四
七
）
一
八
︱
二
六
頁　

原　

虎
一
・
細
谷
松
太

＊「
労
働
基
準
法
を
ど
う
運
用
す
る
」（
上
）（
中
）（
下
）読
売
新
聞
一
九
四
七
年
九
月
二
日
、五
日
お
よ
び
七
日　

吉
武
恵
一
・
原　

虎
一
・

江
口
見
登
留
・
野
田
信
夫
・
大
野
木
克
彦

「
日
本
法
学
の
回
顧
と
展
望
」法
律
時
報
二
〇
巻
一
二
号（
一
九
四
八
）
三
―
五
八
頁
の
ち
に
＊
『
日
本
の
法
学
』（
日
本
評
論
社
・

一
九
五
〇
）
に
収
録　

一　

明
治
維
新
に
始
ま
っ
た
外
国
法
継
受
と
当
初
の
法
学

二　

法
典
編
纂
か
ら
ド
イ
ツ
法
学
の
全
盛
時
代
ま
で

三　

第
一
次
世
界
大
戦
の
影
響
と
わ
が
国
法
学
の
最
も
花
々
し
か
っ
た
時
代

四　

沈
滞
期

五　

新
し
い
外
国
法
継
受
と
法
学
者
の
任
務
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一
、四
、五
≪
一
九
四
八
・
一
〇
・
一
六
≫　

磯
田　

進
・
鵜
飼
信
成
・
戒
能
通
孝
・
川
島
武
宜
・
平
野
義
太
郎　

二
≪
一
九
四
八
・
一
〇
・
一
≫　

穂
積
重
遠
・
牧
野
英
一
・
宮
沢
俊
義
・
我
妻　

栄

三
≪
一
九
四
八
・
九
・
二
五
≫　

石
本
雅
男
・
磯
田　

進
・
鵜
飼
信
成
・
戒
能
通
孝
・
辻　

清
明
・
平
野
義
太
郎

＊「
家
事
審
判
と
新
民
法
」法
律
時
報
二
一
巻
三
号（
一
九
四
九
）
九
︱
二
〇
頁　

大
濱
英
子
・
川
島
武
宣
・
佐
伯
俊
三
・
穂
積
重
遠
・
和

田
嘉
子

＊「
法
律
学
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
―
―
続
・
日
本
法
学
の
回
顧
と
展
望
」法
律
時
報
二
一
巻
四
号（
一
九
四
九
）
三
︱
五
五
頁　

磯
田　

進
・
鵜
飼
信
成
・
戒
能
通
孝
・
川
島
武
宜
・
辻　

清
明
・
仁
井
田　

陞
・
平
野
義
太
郎　

の
ち
に
同
前
『
日
本
の
法
学
』
に
収
録

＊「
鼎
談
／
改
正
労
働
組
合
法
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」労
働
問
題
研
究（
中
央
労
働
学
園
）
三
四
号
（
一
九
四
九
・
八
）
七
七
︱
九
二
頁　

中

山
伊
知
郎
・
桂　

臬

＊「
鼎
談
／
最
近
の
労
働
運
動
と
日
本
経
済
の
再
建
」同
前
三
五
号（
一
九
四
九
・
九
）
二
九
︱
四
二
頁　

中
山
伊
知
郎
・
桂　

臬

＊「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
労
働
法
の
現
状
」法
律
時
報
二
二
巻
六
号（
一
九
五
〇
）
三
︱
一
四
、二
七
頁　

浅
井
清
信
・
吾
妻
光
俊
・
野
村
平

爾
・
三
藤　

正

＊「
法
社
会
学
の
基
本
問
題
」（
未
発
表
）　

浅
井
清
信
・
石
本
雅
男
・
磯
村　

哲
・
加
藤
新
平
・
細
野
武
男
・
宮
内　

裕　

の
ち
に
同
前

『
日
本
の
法
学
』
に
収
録

末
弘
は
敗
戦
か
ら
一
九
五
一（
昭
和
二
六
）
年
九
月
一
一
日
に
死
去
す
る
ま
で
の
六
年
の
あ
い
だ
、
民
法
解
釈
論
に
関
す
る
論
稿
を
書
い
て
お

ら
ず
（
瀬
川
信
久
「
末
弘
厳
太
郎
の
民
法
解
釈
と
法
理
論
」
六
本
・
吉
田
〔
編
〕
前
掲
書
一
八
四
頁
）、
戦
後
は
主
に
、
労
働
法
学
徒
と
し
て
活

躍
し
た
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。

（
11
）　

こ
の
こ
と
を
末
弘
は
ほ
ぼ
同
時
期
に
刊
行
し
た
（
そ
の
奥
付
の
日
付
は
二
月
二
〇
日
）
＊
『
労
働
組
合
』（
交
通
協
力
会
・
一
九
四
六
）
―
―

同
書
は
新
書
サ
イ
ズ
の
小
さ
な
二
段
組
の
全
一
四
頁
中
、
本
文
一
〇
頁
（
一
一
︱
一
四
頁
は
労
組
法
の
条
文
掲
載
）
の
旧
労
組
法
に
関
す
る
簡
単

な
解
説
書
―
―
の
「
は
し
が
き
」
で
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
ら
れ
て
い
た
（
一
︱
三
頁
・
原
文
の
送
り
仮
名
省
略
）。

「
今
日
日
本
人
の
す
べ
て
に
課
せ
ら
れ
て
ゐ
る
最
大
の
任
務
、さ
う
し
て
苟
く
も
日
本
人
で
あ
る
以
上
誰
し
も
異
存
の
な
い
吾
々
お
互
い
の

責
務
は
、敗
戦
の
結
果
突
如
と
し
て
一
等
国
か
ら
四
等
国
に
落
ち
た
こ
の
吾
々
の
祖
国
を
一
日
も
早
く
再
び
世
界
の
一
等
国
に
す
べ
く
国

民
の
総
力
を
挙
げ
て
努
力
す
る
こ
と
で
あ
る
。…
…
／
一
等
国
と
い
ふ
と
、永
年
の
習
慣
上
人
々
は
動
も
す
れ
ば
、イ
ザ
と
い
ふ
場
合
武
力
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を
も
つ
て
し
て
も
他
国
を
抑
へ
る
だ
け
の
軍
備
の
あ
る
国
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
や
う
に
考
へ
勝
ち
で
あ
る
が
、…
…
真
の
一
等
国
は
文
化

的
に
も
経
済
的
に
も
ま
た
政
治
的
に
も
最
も
優
れ
た
組
織
と
内
容
を
も
ち
、国
民
の
す
べ
て
が
健
全
な
幸
福
な
生
活
を
営
ん
で
ゐ
る
国
、さ

う
し
て
そ
の
故
に
世
界
か
ら
尊
敬
さ
れ
る
国
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。…
…
／
次
に
吾
々
が
考
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
は
、敗
戦
の
結
果
今
吾
々
に

與
へ
ら
れ
た
日
本
国
は
、人
間
の
み
徒
ら
に
多
く
し
て
国
土
の
狭
い
国
、そ
の
上
戦
争
の
結
果
一
般
の
経
済
的
文
化
的
施
設
は
大
量
的
に
破

壊
し
盡
く
さ
れ
、そ
の
上
に
残
つ
た
諸
施
設
は
〇
〇〔
二
字
判
読
不
明
〕と
し
て
国
外
に
運
び
去
ら
れ
よ
う
と
し
て
ゐ
る
、従
つ
て
残
る
も
の

は
こ
の
国
土
、そ
こ
に
横
た
は
つ
て
ゐ
る
貧
し
い
天
然
資
源
と
人
間
の
み
で
あ
る
と
い
ふ
あ
は
れ
む
べ
き
状
態
に
陥
つ
た
国
で
あ
る
と
い

ふ
こ
と
で
あ
る
。…
…
吾
々
と
し
て
は
こ
の
貧
〇〔
一
字
判
読
能
〕な
国
土
を
人
間
の
力
に
よ
つ
て
最
大
に
活
用
し
て
、立
派
な
経
済
と
文
化

を
建
設
す
る
こ
と
に
努
力
す
べ
き
で
あ
つ
て
、そ
れ
が
た
め
為
す
べ
き
こ
と
の
具
体
的
な
内
容
は
飽
く
ま
で
も
我
が
国
の
具
体
的
事
情
に

即
し
て
吾
々
自
ら
が
考
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
。…
…
／
…
…
労
働
力
を
以
て
経
済
に
参
加
し
て
ゐ
る
諸
君
と
し
て
は
、自
ら
そ
の
責
任
の
重
い
こ

と
を
心
に
銘
じ
つ
つ
自
ら
の
経
済
へ
の
参
加
の
関
係
を
考
へ
ね
ば
な
ら
な
い
の
み
な
ら
ず
、経
済
全
体
の
機
構
並
に
運
営
方
法
を
如
何
に

す
べ
き
か
に
就
い
て
も
大
い
に
考
へ
、さ
う
し
て
意
見
を
述
べ
、又
態
度
を
決
す
べ
き
で
あ
つ
て
、今
回
政
府
が
労
働
組
合
法
を
制
定
す
る

に
つ
い
て
も
大
い
に
留
意
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。／
今
ま
で
永
い
間
、諸
君
は
上
か
ら
與
へ
ら
れ
た
企
画
と
統
制
と
の
下
に
働
い
て
来
ら
れ

た
関
係
上
、今
急
に
労
働
組
合
を
與
へ
ら
れ
て
も
、自
主
的
に
万
事
考
へ
る
能
力
を
も
つ
て
ゐ
な
い
。そ
れ
が
た
め
労
働
組
合
は
単
に
労
働

条
件
の
維
持
改
善
そ
の
他
労
働
者
の
個
人
的
利
益
を
擁
護
す
る
機
関
に
過
ぎ
な
い
や
う
に
考
へ
勝
ち
で
あ
る
け
れ
ど
も
、そ
れ
は
今
度
の

法
律
の
目
的
で
は
な
い
の
で
あ
つ
て
、…
…
団
結
権
の
保
障
に
依
る
労
働
者
の
地
位
の
向
上
を
図
る
の
は
単
に
手
段
に
過
ぎ
ず
、法
律
究
極

の
目
的
は
国
家
経
済
の
興
隆
に
寄
輿
せ
し
む
る
点
に
存
す
る
の
で
あ
る
。…
…
／
従
つ
て
労
働
者
と
し
て
も
こ
の
精
神
を
よ
く
考
へ
、今
ま

で
の
や
う
に
単
に
食
は
ん
が
た
め
に
他
人
に
雇
は
れ
、使
は
れ
て
ゐ
る
の
だ
と
い
ふ
や
う
な
気
持
か
ら
解
脱
し
て
、自
分
等
も
ま
た
使
用
者

と
対
等
の
立
場
に
お
い
て
経
営
に
参
加
し
、そ
れ
を
も
り
た
て
て
ゆ
く
権
利
と
同
時
に
そ
の
責
任
を
與
へ
ら
れ
た
と
い
ふ
自
覚
に
徹
底
せ

ね
ば
な
ら
ぬ
。ま
た
使
用
者
と
し
て
も
、今
ま
で
の
や
う
に
唯
上
か
ら
人
を
使
ふ
と
い
ふ
気
持
か
ら
脱
け
切
つ
て
、労
働
者
と
対
等
の
立
場

に
立
ち
な
が
ら
こ
れ
と
手
を
携
へ
て
共
々
に
仕
事
を
し
て
ゆ
く
気
持
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」。

長
々
と
引
用
し
た
が
、戦
前
は
何
度
か
制
定
の
機
運
が
高
ま
っ
た
が
、結
局
は
立
法
化
さ
れ
る
こ
と
な
く
終
わ
っ
た
労
働
組
合
法
が
戦
後
の
占
領

下
、Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
強
い
影
響
の
も
と
で
あ
っ
て
も
、実
現
し
た
こ
と
に
対
す
る
末
弘
の
思
い
、そ
れ
に
よ
り
何
を
実
現
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
と
い

う
こ
と
が
率
直
に
表
明
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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（
12
）　

労
組
法
冒
頭
第
一
条
に
示
さ
れ
た
同
法
「
根
本
精
神
」
に
関
す
る
法
案
段
階
と
制
定
さ
れ
た
そ
れ
と
の
相
違
に
つ
い
て
、
末
弘
は
労
働
者
の
「
経

済
的
社
会
的
並
政
治
的
地
位
ノ
向
上
」
や
「
文
化
ノ
進
展
」
へ
の
寄
与
な
ど
の
文
言
が
削
除
さ
れ
、「
専
ら
労
働
条
件
の
維
持
改
善
等
物
質
的
の

利
己
的
事
項
に
の
み
限
定
さ
れ
、そ
の
文
化
的
使
命
も
否
定
さ
れ
た
る
が
如
き
外
観
を
呈
す
る
に
至
つ
た
こ
と
」を「
甚
だ
遺
憾
」と
し
て
い
た（
末

弘
・
前
掲
「
根
本
精
神
」
三
頁
）。
こ
の
点
に
関
す
る
制
定
過
程
に
つ
い
て
は
、
労
働
関
係
法
令
立
法
史
研
究
会
・
前
掲
『
立
法
史
料
研
究
（
解

題
篇
）』
三
一
︱
三
五
頁
（
渡
辺
章
）
も
参
照
。

（
13
）　

同
稿
は
、
末
弘
『
続
民
法
雑
記
帳
』（
日
本
評
論
社
・
一
九
四
九
）
に
収
録
さ
れ
、
末
弘
の
没
後
、
戒
能
通
孝
に
よ
り
編
集
さ
れ
た
『
民
法
雑

記
帳
』
下
巻
（
日
本
評
論
社
・
一
九
五
三
）
に
も
引
き
続
き
掲
載
さ
れ
、
さ
ら
に
法
律
時
報
五
三
巻
一
四
号
（
一
九
八
一
）『
民
事
立
法
学
』

一
四
︱
二
〇
頁
に
再
録
さ
れ
て
い
る
。

（
14
）　

立
法
学
に
含
ま
れ
る
べ
き
内
容
と
し
て
、
こ
の
ほ
か
に
、
加
藤
一
郎
「
立
法
学
の
あ
り
方
」
同
前
誌
六
︱
七
頁
は
、
い
か
な
る
「
狙
い
」「
目
標
」

の
も
と
に
取
り
上
げ
る
の
か
と
い
う
立
法
政
策
、
選
択
さ
れ
た
立
法
内
容
を
明
確
か
つ
一
義
的
に
条
文
と
し
て
表
現
す
る
立
法
技
術
、
そ
の
立
法

過
程
を
実
証
的
に
検
証
す
る
と
い
う
も
の
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

（
15
）　

末
弘
・
後
掲
「
法
学
と
は
何
か
―
―
特
に
入
門
者
の
た
め
に
―
―
」
の
ち
に
末
弘
没
後
刊
行
さ
れ
、
今
日
に
い
た
る
戒
能
通
孝
〔
編
〕
末
弘
『
法

学
入
門
』（
日
本
評
論
社
・
一
九
五
二
）
―
―
戦
前
に
刊
行
さ
れ
た
同
前
書
（
一
九
三
四
）
の
再
刊
―
―
の
「
附
録
」
と
し
て
収
録
さ
れ
た
一
八
七

︱
一
八
九
頁
参
照
。
ま
た
末
弘
は
一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
二
月
二
六
日
、
三
月
五
日
、
一
二
日
お
よ
び
一
九
日
の
毎
週
土
曜
日
の
午
後
、
四

回
に
わ
た
っ
て
限
ら
れ
た
者
―
―
三
〇
名
ほ
ど
か
―
―
に
対
し
、「
法
律
社
会
学
」
に
関
す
る
講
義
を
行
な
っ
た
が
、
そ
れ
が
近
時
活
字
化
さ
れ

て
い
る
（
六
本
・
吉
田
〔
編
〕
前
掲
書
に
第
Ⅰ
部
と
し
て
収
録
）。
そ
の
な
か
で
も
「
立
法
学
」
と
法
社
会
学
等
の
基
礎
法
学
と
の
関
係
に
つ
い

て
言
及
し
て
い
る
（
第
一
講
〔
五
〇
︱
五
六
頁
〕）。
当
時
、
末
弘
に
と
っ
て
重
要
な
関
心
事
の
一
つ
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
16
）　

末
弘
没
後
一
年
を
記
念
し
て
労
働
法
特
集
と
し
た
法
律
時
報
二
四
巻
九
号
（
一
九
五
二
）
五
頁
以
下
に
掲
載
さ
れ
た
有
泉
亨
「
立
法
学
に
関
す

る
二
、三
の
考
察
―
―
末
弘
先
生
の
所
説
に
即
し
て
―
―
」
は
、
末
弘
の
主
張
を
踏
ま
え
て
、
同
じ
く
労
働
法
に
関
連
さ
せ
て
（
一
）
立
法
学
は

社
会
的
要
求
の
正
邪
を
も
判
断
す
べ
き
か
―
―
産
業
平
和
実
現
の
た
め
に
は
、
ゼ
ネ
ス
ト
禁
止
法
が
必
要
か
ど
う
か
―
―
、（
二
）
社
会
的
事
実

を
法
的
に
把
握
す
る
に
際
し
、
一
定
の
要
件
を
定
め
、
こ
れ
を
逸
脱
す
る
も
の
を
排
除
す
べ
き
か
―
―
「
法
外
組
合
問
題
」
―
―
お
よ
び
（
三
）

法
的
効
果
を
発
生
さ
せ
る
た
め
に
、
一
定
の
要
件
を
課
す
る
こ
と
の
適
切
さ
―
―
労
働
協
約
締
結
の
要
式
性
―
―
に
お
け
る
対
応
い
か
ん
と
い
う

当
時
の
法
的
課
題
に
関
連
さ
せ
て
、
検
討
し
て
い
る
。
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（
17
）　

木
村
は
同
項
目
の
直
前
（
同
前
書
二
七
二
五
︱
二
七
二
六
頁
）
で
「
立
法
技
術　

リ
ツ
ポ
ウ
ギ
ジ
ユ
ツ
」
に
つ
い
て
も
、
の
べ
て
い
る
。

（
18
）　

椿　

寿
夫
「
民
事
立
法
学
へ
の
志
向
と
提
言
」
法
律
時
報
五
三
号
（
一
九
八
一
）
一
四
九
頁
が
こ
の
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
同
稿
の
該
当
箇

所
は
、
末
弘
没
後
一
周
年
の
前
掲
・
法
律
時
報
二
四
巻
九
号
（
一
九
五
二
）
一
︱
三
頁
に
「
法
律
時
評
に
か
え
て
／
労
働
組
合
立
法
論
」
と
い
う

表
題
の
も
と
に
掲
載
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。な
お
同
稿
に
付
さ
れ
た
戒
能
通
孝
に
よ
る「
あ
と
が
き
」（
同
前
誌
四
頁
）が
同
稿
の
発
表
時
期
を「
今

か
ら
既
に
三
十
年
近
く
も
前
」
と
表
記
し
て
い
る
こ
と
に
は
、
違
和
感
を
覚
え
る
。　

（
19
）　

そ
の
経
験
を
通
じ
て
え
た
理
解
と
し
て
、
戦
後
つ
ぎ
の
よ
う
に
語
っ
て
い
た
（
前
掲
・
座
談
会
「
法
社
会
学
の
基
本
問
題
」
前
掲
『
日
本
の
法
学
』

三
五
一
︱
三
五
二
頁
〔
末
弘
〕）。

「
国
家
が
如
何
に
法
律
を
作
っ
て
も
必
ず
し
も
そ
の
ま
ま
実
際
に
は
行
わ
れ
な
い
、あ
る
場
合
に
は
そ
の
社
会
に
前
々
か
ら
伝
っ
て
い
る
因

習
的
な
要
素
に
抑
え
ら
れ
て
現
実
の
法
規
範
は
国
家
法
と
は
違
っ
た
内
容
を
も
つ
こ
と
が
あ
る
。…
…
／
そ
れ
で
、こ
の
問
題
を
考
え
る
に

つ
い
て
最
も
大
事
な
こ
と
は
、法
的
慣
行
乃
至『
生
き
た
法
』が
国
家
法
と
独
立
し
て
固
定
的
な
形
で
存
立
す
る
と
考
え
て
は
な
ら〔
ず
〕、

『
生
き
た
法
』は
国
家
法
と
社
会
固
有
の
伝
統
的
な
保
守
的
要
素
若
し
く
は
進
歩
的
な
要
素
と
の
接
触
面
に
い
わ
ば『
不
連
続
線
』的
な
形
で

動
的
に
存
在
す
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。言
葉
を
か
え
て
い
う
と
、『
生
き
た
法
』は〔
一
方
の
国
家
法
と
い
う
〕力
と〔
他
方
は
社
会
固
有
の
要

素
と
い
う
〕力
と
が〔
互
い
に
〕押
し
合
っ
て
い
る
間
に
成
り
立
つ
不
安
定
な
法
的
状
態
で
あ
っ
て
、私
は
こ
れ
を
名
付
け
て『
法
秩
序
の
力

学
的
構
造
』と
い
っ
て
い
ま
す
」。

（
20
）　

末
弘
「
傍
観
者
の
言
葉
―
―
創
刊
の
辞
―
―
」
法
社
会
学
一
号
（
一
九
五
一
）
二
頁
。

（
21
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
平
井
宜
雄
「
実
用
法
学
・
解
釈
法
学
・
立
法
学
・
法
政
策
学
―
―
末
弘
法
学
体
系
の
現
代
的
意
義
」
法
律
時
報
五
三
巻

一
四
号
（
一
九
八
一
）
四
八
︱
五
四
頁
が
末
弘
の
い
う
上
記
四
つ
の
文
言
を
手
掛
か
り
に
し
な
が
ら
、
そ
の
「
法
解
釈
学
」
の
「
科
学
的
」
と
の

関
係
を
読
み
解
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
参
考
に
な
る
。

（
22
）　

末
弘
は
戦
後
、
自
ら
の
戦
前
の
欧
米
留
学
を
回
顧
し
て
、
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
に
関
係
を
も
つ
ベ
ル
グ
ソ
ンH

enri Bergson

（
一
八
五
九
～

一
九
四
一
）
や
ポ
ア
ン
カ
レJures H

enri Poincaré

（
一
八
五
四
～
一
九
一
二
）
に
興
味
を
も
ち
、「
非
常
に
熱
心
に
読
み
ま
し
た
」
と
の
べ
（
末

弘
・
前
掲
「
法
律
社
会
学
講
義
」
二
三
︱
二
四
頁
）、
ま
た
同
「
講
義
」
の
な
か
で
、
法
社
会
学
の
あ
り
方
と
し
て
、
デ
ー
タ
の
豊
富
化
を
実
現
し
、

自
然
科
学
と
同
じ
く
「
ト
ラ
イ
ア
ル
・
ア
ン
ド
・
エ
ラ
ー
を
や
る
」
と
説
明
し
て
い
た
（
第
四
講
一
〇
五
︱
一
〇
七
頁
）。
た
だ
し
瀬
川
・
前
掲

論
文
二
二
七
︱
二
二
八
頁
は
、
末
弘
の
い
う
「
科
学
」
と
い
う
文
言
の
意
味
内
容
が
時
代
に
よ
り
、
変
化
し
、
一
定
し
な
い
と
の
べ
て
い
る
。
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（
23
）　

末
弘
・
前
掲
「
傍
観
者
の
言
葉
」
二
︱
三
頁
。

（
24
）　

こ
の
よ
う
な
発
想
は
、
戦
後
労
働
法
学
が
実
践
的
な
課
題
の
探
究
に
終
始
し
、
固
有
の
意
味
で
の
労
働
法
社
会
学
は
存
在
し
な
い
と
の
渡
辺
洋

三
か
ら
の
批
判
と
問
題
提
起
に
通
底
す
る
も
の
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
25
）　

仁
田
道
夫
「
戦
後
労
使
関
係
史
余
滴
②
中
央
労
働
時
報
・
創
刊
を
め
ぐ
っ
て
／
そ
の
二
―
―
末
弘
厳
太
郎
」
中
央
労
働
時
報
一
二
一
五
号

（
二
〇
一
七
）
二
七
︱
二
九
頁
は
、
同
誌
創
刊
号
（
一
九
四
六
年
九
月
）
の
最
終
頁
（
三
二
頁
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
末
弘
の
勤
務
先
が
「
岸
体

育
館
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
糸
口
に
、
当
時
の
同
人
の
生
活
状
況
の
有
り
様
を
探
っ
て
い
る
。
と
く
に
各
種
労
働
委
員
会
が
公
職
と
は
い
え
、

非
常
勤
職
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
大
学
を
退
官
し
た
の
ち
、
い
か
に
生
計
を
立
て
て
い
た
の
か
と
思
い
を
巡
ら
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
お
そ

ら
く
同
前
所
も
い
う
よ
う
に
、
末
弘
が
当
時
多
く
引
き
受
け
て
い
た
講
演
会
の
謝
金
と
出
版
物
の
印
税
・
原
稿
料
に
よ
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か

と
推
測
す
る
。
な
お
政
治
経
済
研
究
所
に
関
連
し
た
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
同
所
の
維
持
・
運
営
に
あ
て
ら
れ
て
い
た
と
い
う

の
で
あ
る
か
ら
、
イ
ン
フ
レ
が
亢
進
す
る
当
時
の
経
済
状
況
の
な
か
で
、
末
弘
の
暮
ら
し
ぶ
り
は
決
し
て
穏
や
か
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
推
測
す
る
。
た
だ
し
没
後
、
家
庭
人
と
し
て
の
末
弘
に
つ
い
て
語
る
機
会
を
え
た
遺
族
も
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
な
に
も
の
べ
て
い
な

い
（「
座
談
会
／
人
間
・
末
弘
嚴
太
郎
を
語
る
」
法
律
時
報
二
三
巻
一
一
号
〔
一
九
五
一
〕
六
六
︱
七
七
頁
お
よ
び
末
弘
重
夫
「
父
嚴
太
郎
を
語
る
」

討
論
労
働
法
一
一
号
〔
一
九
五
二
〕
二
二
︱
二
四
頁
。
の
ち
に
明
治
大
正
農
政
経
済
名
著
集
第
一
六
巻
月
報
〔
農
村
漁
村
文
化
協
会
・

一
九
七
七
〕
九
︱
一
三
頁
に
転
載
）。

（
26
）　

創
立
七
〇
周
年
を
迎
え
た
同
研
究
所
の
詳
し
い
沿
革
に
つ
い
て
は
、
同
ホ
ー
ム
・
ペ
ー
ジw

w
w

.seikeiken.or.jp/ 

お
よ
び
二
村
一
夫
「
労
働

関
係
研
究
所
の
歴
史
・
現
状
・
課
題
」
大
原
社
会
問
題
研
究
所
雑
誌
四
〇
〇
＝
一
号
（
一
九
九
二
）
一
―
三
五
頁
を
参
照
。
な
お
向
山
寛
夫
「
末

弘
厳
太
郎
先
生
追
悼
の
会
―
『
労
働
法
の
は
な
し
』
の
こ
と
ど
も
―
」
中
央
経
済
三
〇
巻
四
号
（
一
九
八
一
）
四
頁
は
、
元
常
務
理
事
（
総
務
部
長
）

で
あ
っ
た
渡
部
一
高
（
一
九
〇
二
～
一
九
七
五
）
―
―
東
亜
研
究
所
調
査
役
（
一
九
三
七
〔
昭
和
一
二
〕
年
四
月
以
降
）
に
就
く
前
に
関
東
学
院

高
等
部
に
て
、
社
会
事
業
を
講
じ
て
い
た
同
人
に
つ
い
て
は
、
富
田
富
士
雄
「
渡
部
一
高
先
生
の
人
・
学
問
・
思
想
」
関
東
学
院
大
学
文
学
紀
要

二
一
号
（
一
九
七
六
）
一
︱
八
頁
お
よ
び
「
渡
部
一
高
先
生
略
年
譜
」
同
前
号
一
五
一
頁
を
参
照
―
―
の
話
と
し
て
、
東
亜
研
究
所
末
期
に
理
事

に
就
任
し
た
末
弘
の
み
が
（
公
職
？
）
追
放
を
免
れ
た
唯
一
の
理
事
で
あ
り
、
追
放
さ
れ
た
他
の
理
事
か
ら
同
研
究
所
の
再
生
を
託
さ
れ
、
末
弘

本
人
も
「
新
生
日
本
に
お
け
る
政
治
経
済
の
綜
合
研
究
機
関
の
必
要
性
を
大
い
に
認
め
て
」
い
た
こ
と
か
ら
引
き
受
け
た
と
の
べ
て
い
る
。
な
お

同
前
所
は
、
設
立
日
を
ロ
シ
ア
革
命
記
念
日
で
あ
る
一
一
月
七
日
で
あ
っ
た
と
し
（
た
だ
し
今
日
に
続
く
同
ホ
ー
ム
・
ペ
ー
ジ
記
載
の
日
に
ち
と
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異
な
る
）、
こ
の
こ
と
が
示
す
よ
う
に
、
所
内
に
は
当
初
か
ら
研
究
員
を
中
心
に
日
本
共
産
党
の
有
力
細
胞
（
東
京
都
地
方
委
員
会
で
は
な
く
、

同
党
中
央
委
員
会
直
属
）
が
存
在
し
て
い
た
と
し
て
い
る
。
な
お
同
研
究
所
が
あ
っ
た
神
田
駿
河
台
の
「
政
経
ビ
ル
」
は
、
関
東
大
震
災
前
に
建

て
ら
れ
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
地
下
一
階
・
地
上
五
階
の
「
大
日
本
国
民
中
学
会
」
―
―
一
九
〇
二
（
明
治
三
五
）
年
中
学
講
義
録
の
頒
布
を

始
め
た
民
間
の
通
信
教
育
団
体
―
―
の
旧
社
屋
で
、
そ
の
後
一
九
五
一
（
昭
和
二
六
）
年
八
月
に
明
治
大
学
に
譲
渡
さ
れ
、
以
後
長
く
学
生
会
館

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
（
同
大
学
生
活
協
同
組
合
の
店
舗
も
あ
っ
た
）。
し
か
し
、
民
間
企
業
に
売
却
さ
れ
た
の
ち
に
取
り
壊
さ
れ
て
、
今
は

別
の
建
物
に
立
て
替
え
ら
れ
て
い
る
。

（
27
）　

担
当
し
た
の
は
経
済
部
に
設
け
ら
れ
た
労
働
班
で
、
大
友
福
夫
（
の
ち
に
専
修
大
学
教
授
）
や
上
杉
重
二
郎
（
の
ち
に
北
海
道
大
学
教
授
）
が

中
心
と
し
て
『
婦
人
労
働
の
基
本
問
題
』（
中
央
労
働
学
園
・
一
九
四
八
）
の
ほ
か
に
、
機
関
誌
発
表
さ
れ
た
も
の
と
し
て
「
農
村
に
お
け
る
潜

在
失
業
の
諸
形
態
」「
国
鉄
労
働
者
の
性
格
」「
失
業
の
存
在
形
態
」「
東
京
都
に
お
け
る
失
業
問
題
の
一
断
面
」「
解
雇
さ
れ
た
農
村
通
勤
工
の
生

態
―
―
失
業
調
査
の
た
め
の
デ
ッ
サ
ン
」
な
ど
が
あ
る
（
二
村
・
同
前
論
文
一
二
頁
）。
ま
た
同
ビ
ル
に
は
、
ほ
か
に
大
原
社
会
問
題
研
究
所
を

は
じ
め
中
国
研
究
所
、
世
界
経
済
研
究
所
、
国
民
経
済
研
究
協
会
、
金
属
工
業
調
査
会
、
日
本
農
業
問
題
研
究
所
、
民
主
主
義
科
学
者
協
会
も
そ

れ
ぞ
れ
事
務
所
を
設
け
て
い
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
二
村
一
夫
（
司
会
）、
浅
原
巌
人
ほ
か
「
座
談
会
／
《
政
経
ビ
ル
時
代
の
思
い
出
》
─
─

戦
後
初
期
の
大
原
社
研
─
─
」
大
原
社
会
問
題
研
究
所
雑
誌
三
六
三
＝
四
号
（
一
九
八
九
）
二
二
―
四
八
頁
が
そ
の
実
情
を
知
る
手
が
か
り
と
な

ろ
う
。

（
28
）　

東
京
帝
大
在
学
時
、
末
弘
の
民
法
を
受
講
し
た
が
、
労
働
法
学
を
学
ん
だ
こ
と
が
な
か
っ
た
向
山
が
政
治
経
済
研
究
所
に
採
用
さ
れ
た
の
は
、

寄
生
虫
学
者
で
、
上
海
自
然
科
学
研
究
所
元
研
究
員
で
あ
っ
た
小
宮
義
孝
（
一
九
〇
〇
～
一
九
七
六
）
―
―
同
人
は
、
東
京
帝
大
医
学
部
助
教
授

時
に
社
会
衛
生
学
研
究
の
た
め
に
ド
イ
ツ
に
留
学
し
、
同
共
産
党
に
入
党
し
て
、
東
京
帝
大
を
辞
し
、
ナ
チ
ス
台
頭
の
な
か
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
連
邦
に

移
住
し
、大
粛
清
の
な
か
銃
殺
刑
に
処
せ
ら
れ
た
国
崎
定
洞（
一
八
九
四
～
一
九
三
七
・
詳
し
く
は
、川
上
武
・
加
藤
哲
郎『
人
間
国
崎
定
洞
』〔
勁

草
書
房
・
一
九
九
五
〕
参
照
）
の
影
響
を
受
け
て
社
会
医
学
を
志
し
た
―
―
を
通
じ
て
、
当
時
、
同
研
究
所
の
理
事
兼
調
査
部
長
で
あ
っ
た
平
野

義
太
郎
（
一
八
九
七
～
一
九
八
〇
）
―
―
旧
制
一
高
に
て
、
末
弘
か
ら
ド
イ
ツ
語
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
、
東
京
帝
大
法
学
部
助
手
時
代
は
、
末
弘

を
指
導
教
官
と
し
て
い
た
―
―
を
介
し
た
も
の
で
あ
っ
た（
向
山『
自
伝
：
我
あ
り
人
あ
り
喜
寿
を
迎
え
て
』（
中
央
経
済
研
究
所
・
一
九
九
一〔
非

売
品
〕
一
一
五
︱
一
一
六
頁
。
な
お
向
山
の
「
年
譜
」「
著
述
」
目
録
に
つ
い
て
は
、
同
書
三
三
七
︱
三
八
四
頁
を
参
照
）。

（
29
）　

そ
の
経
歴
と
業
績
に
つ
い
て
は
、
専
修
大
学
法
学
論
集
四
九
号
（
一
九
八
九
）
一
八
五
︱
一
八
九
頁
を
参
照
。
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（
30
）　

向
山
・
後
掲
「
末
弘
厳
太
郎
述
『
労
働
法
序
説
』」
の
「
解
説
」
六
七
頁
。

（
31
）　

向
山
・
前
掲
「
末
弘
厳
太
郎
先
生
追
悼
の
会
」
四
︱
六
頁
に
よ
れ
ば
、「
参
加
労
働
者
何
百
万
の
ス
ト
の
止
め
男
が
組
合
員
五
〇
名
程
度
の
小

さ
な
労
働
組
合
に
ス
ト
を
さ
れ
た
と
あ
っ
て
は
、
先
生
も
、
立
つ
瀬
が
な
い
。
何
と
か
自
己
の
手
で
解
決
し
た
い
と
半
年
ほ
ど
苦
慮
」
し
た
の
ち
、

徳
田
球
一
共
産
党
書
記
長
（
中
労
委
の
元
労
働
者
委
員
）
と
話
し
合
い
、
徳
田
か
ら
人
員
整
理
の
フ
リ
ー
・
ハ
ン
ド
を
与
え
ら
れ
な
が
ら
、
党
員

を
狙
い
撃
ち
す
る
こ
と
な
く
、
党
員
が
多
か
っ
た
一
方
で
最
も
出
費
が
多
く
、
業
績
が
あ
が
ら
な
い
国
際
部
を
廃
止
し
て
人
員
整
理
を
し
、
そ
の

後
末
弘
は
亡
く
な
る
二
か
月
前
の
一
九
五
一
（
昭
和
二
六
）
年
七
月
一
八
日
に
理
事
長
兼
所
長
を
辞
任
し
た
。

（
32
）　

同
書
の
第
一
講
と
第
二
講
に
つ
い
て
は
、
向
山
寛
夫
「
末
弘
厳
太
郎
述
『
労
働
法
序
説
』」
国
学
院
法
学
二
二
巻
二
号
（
一
九
八
四
）
七
一
︱

九
七
頁
に
復
刻
さ
れ
て
い
る
。

（
33
）　

本
書
に
か
ぎ
ら
ず
、
戦
後
の
末
弘
の
著
述
活
動
の
、
も
う
ひ
と
つ
の
特
徴
と
し
て
、
講
演
速
記
録
を
活
字
化
し
た
も
の
が
多
い
と
い
う
こ
と
が

あ
ろ
う
。
末
弘
に
よ
る
講
義
の
面
白
さ
・
分
り
易
さ
は
多
く
の
者
が
指
摘
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
石
井
照
久
「
末
弘
嚴
太
郎
先
生
を
偲
ぶ
」
労
働

時
報
四
巻
一
〇
号
（
一
九
五
一
）
二
︱
三
頁
が
具
体
的
に
様
子
を
語
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
明
快
か
つ
講
義
と
い
う
よ
り
は
学
生
に
話
し

か
け
る
よ
う
な
「
肩
の
凝
ら
な
い
」
も
の
で
、
机
上
の
「
カ
バ
ン
や
チ
ョ
ー
ク
函
を
つ
か
ま
え
て
、『
こ
れ
が
、
こ
れ
に
対
し
債
権
を
有
す
る
が

…
…
』
と
い
つ
た
調
子
で
、
徒
ら
に
筆
記
し
よ
う
と
す
る
学
生
に
と
つ
て
は
全
く
困
つ
た
講
義
」
で
あ
っ
た
〔
が
〕
…
…
難
し
い
法
律
の
理
論
が
、

す
ら
す
ら
と
耳
と
目
か
ら
は
い
つ
て
ゆ
く
と
い
つ
た
独
特
な
講
義
で
あ
つ
た
」
と
回
想
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
末
弘
の
講
演
も
、
お
そ
ら
く
明

瞭
か
つ
理
解
し
や
す
い
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
末
弘
が
労
働
法
の
普
及
に
は
た
し
た
役
割
は
大
き
な
も
の
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
34
）　

同
序
文
で
は
、
向
山
と
並
ん
で
磯
田
進
―
―
戦
前
、
末
弘
が
中
心
と
な
っ
て
設
立
さ
れ
た
帝
大
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
（
現
・
東
京
都
墨
田
区
横
川
・

一
九
二
四
︱
一
九
三
八
）
の
運
営
、
お
よ
び
そ
の
閉
鎖
業
務
に
関
与
し
、
戦
時
中
、
末
弘
の
提
唱
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
中
国
東
北
部
の
農
村
慣
行

調
査
に
携
わ
っ
た
―
―
の
名
前
も
並
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
向
山
・
前
掲
「
末
弘
追
悼
の
会
」
七
︱
八
頁
に
よ
れ
ば
、
磯
田
は
翌
一
九
四
八
（
昭

和
二
三
）
年
八
月
に
「
末
弘
監
修
・
政
治
経
済
研
究
所
編
」
と
し
て
刊
行
さ
れ
る
『
労
働
法
規
集
』（
国
際
出
版
）
全
六
一
七
頁
の
編
集
に
「
掛

り
切
り
」
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
も
っ
ぱ
ら
向
山
が
担
当
し
、
約
一
ケ
月
「
昼
夜
分
か
た
ず
自
宅
で
作
業
を
つ
づ
け
、
よ
う
や
く
初
稿
の
脱
稿
に

漕
ぎ
付
け
」、
磯
田
が
目
を
通
し
た
う
え
末
弘
が
多
少
の
加
除
訂
正
を
行
な
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
末
弘
が
や
は
り
「
序
文
」
で
記
し
て

い
る
よ
う
に
、
講
演
録
が
内
容
的
に
「
精
粗
不
同
、
読
物
と
し
て
殆
ど
体
を
な
さ
な
い
」
こ
と
か
ら
、
向
山
は
末
弘
の
「
著
書
、
論
文
を
漁
っ
て

該
当
箇
所
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
で
埋
め
、
万
策
尽
き
た
場
合
」
に
は
末
弘
に
訊
ね
て
「
努
め
て
記
述
を
独
特
の
『
末
弘
調
』
で
お
こ
な
っ
た
」
と
回
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顧
し
て
い
る
（
前
掲
「
末
弘
厳
太
郎
先
生
追
悼
の
会
」
七
頁
）。
出
版
後
、
向
山
は
末
弘
か
ら
三
〇
〇
〇
円
を
受
け
取
っ
た
が
、
そ
れ
は
当
時
政

経
研
究
所
か
ら
得
た
給
料
の
三
か
月
分
で
あ
っ
た
と
の
べ
て
い
る
（
同
前
稿
八
頁
）。
本
稿
既
述
箇
所
に
お
け
る
向
山
に
係
る
部
分
の
、
よ
り
詳

細
か
つ
率
直
な
記
述
は
、
同
人
の
前
掲
『
自
伝
』
一
一
三
―
一
二
八
頁
に
詳
し
い
。

（
35
）　

向
山
・
前
掲
「
解
説
／
末
弘
厳
太
郎
述
『
労
働
法
序
説
』」
六
八
︱
六
九
頁
。
同
前
・「
追
悼
の
会
」
五
頁
。
そ
の
人
気
振
り
を
示
す
例
と
し
て

同
前
稿
五
︱
六
頁
は
当
時
話
題
と
な
り
、
そ
の
後
人
気
・
評
判
の
た
め
映
画
化
（
成
瀬
巳
喜
夫
監
督
・
東
宝
〔
一
九
五
〇
〕）
も
さ
れ
た
、
石
坂

洋
次
郎
『
石
中
先
生
行
状
記
』（
新
潮
社
・
一
九
四
九
）
―
―
小
説
新
潮
昭
和
二
三
年
一
月
号
―
昭
和
二
四
年
四
月
号
に
連
載
さ
れ
た
連
作
短
編

を
ま
と
め
た
も
の
―
―
の
「
エ
ロ
・
シ
ョ
ウ
の
巻
」
の
な
か
の
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
場
面
を
紹
介
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
戦
時
中
の
疎
開
生
活
を
延

長
し
て
家
族
と
離
れ
、
東
北
地
方
の
と
あ
る
町
に
暮
ら
す
小
説
家
・
石
中
石
次
郎
が
地
元
の
世
話
好
き
な
青
年
・
中
村
金
一
郎
か
ら
、
争
議
中
の

果
実
酒
会
社
の
女
性
事
務
員
ら
が〝
民
主
主
義
だ
、男
女
同
権
、女
が
エ
ロ
本
を
読
ん
で
何
が
悪
い
〟と
し
て
エ
ロ
本
を
読
ん
で
い
る
と
説
明
さ
れ
、

は
た
し
て
本
当
か
ど
う
か
を
確
か
め
に
、
二
人
は
す
で
に
怠
業
状
態
に
あ
る
会
社
事
務
所
を
訪
れ
た
。
女
性
事
務
員
た
ち
が
同
僚
男
性
の
呼
び
か

け
に
応
じ
て
、
会
社
に
抗
議
す
る
た
め
の
デ
モ
行
進
に
参
加
し
よ
う
と
部
屋
を
出
て
い
っ
た
あ
と
、
彼
女
ら
が
読
ん
で
い
た
の
は
、
は
た
し
て
ど

ん
な
エ
ロ
本
か
と
思
っ
て
、
新
聞
紙
で
カ
ヴ
ァ
ー
さ
れ
た
本
を
手
に
取
っ
て
み
る
と
、
意
外
に
も
カ
ヴ
ァ
ー
下
の
本
の
白
い
表
紙
に
は
大
き
な
活

字
で
「
―
―
末
弘
厳
太
郎
『
労
働
法
の
は
な
し
』
―
―
と
印
刷
さ
れ
て
あ
つ
た
の
だ
」（
一
一
九
︱
一
二
〇
頁
）。
そ
こ
で
妄
想
た
く
ま
し
く
し
て

い
た
「
石
中
先
生
」
は
自
ら
恥
じ
入
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
と
い
う
他
愛
無
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
に
当
時
、
流
行
小
説

の
な
か
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
ほ
ど
に
『
労
働
法
の
は
な
し
』
は
、
世
に
知
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
向
山
・
同
前
「
追
悼
の
会
」
五
頁
は
、

社
主
の
藤
田
義
光
（
元
朝
日
新
聞
記
者
で
、
の
ち
に
熊
本
県
選
出
の
自
民
党
衆
議
院
議
員
、
一
九
一
一
～
一
九
八
六
）
が
自
伝
（『
雑
草
の
ご
と

く
―
―
あ
る
代
議
士
の
独
白
』〔
三
光
社
出
版
・
一
九
八
〇
〕）の
な
か
で
自
ら『
労
働
法
の
は
な
し
』の
出
版
に
よ
り「
い
さ
さ
か
の
財
を
な
し
た
」

（
二
六
頁
）
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
一
洋
社
の
儲
け
も
相
当
な
も
の
で
、〔
藤
田
の
〕
初
立
候
補
の
選
挙
費
用
の
一
部
」
は
そ
れ
で
賄
わ
れ

た
と
の
巷
談
を
伝
え
て
い
る
。
印
税
の
す
べ
て
を
政
治
経
済
研
究
所
の
運
営
資
金
に
費
消
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
末
弘
と
は
、
随
分
と
異
な
る
金

の
使
い
方
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

（
36
）　

向
山
・
同
前
「
追
悼
の
会
」
八
︱
九
頁
。

（
37
）　

末
弘
は
当
時
、
日
本
の
労
働
運
動
に
と
っ
て
は
「
ア
メ
リ
カ
の
労
働
運
動
は
参
考
に
な
ら
な
い
、
学
ぶ
べ
き
は
イ
ギ
リ
ス
の
労
働
運
動
だ
と
語
っ

て
い
た
」（
吉
田
・
前
掲
稿
〔
注
23
〕
五
五
頁
）
よ
う
だ
。
た
だ
し
そ
の
理
由
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
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（
38
）　

末
弘
は
既
発
表
の
諸
論
稿
を
集
め
て
一
書
に
ま
と
め
る
に
際
し
、
各
項
目
の
扉
に
簡
単
な
コ
メ
ン
ト
を
付
し
て
い
る
の
が
本
書
の
特
徴
で
あ
る
。

（
39
）　

前
掲
・（
法
律
時
報
）
編
集
部
「
末
弘
目
録
」
八
二
頁
お
よ
び
こ
れ
を
踏
襲
し
た
前
掲
・
水
野
「
末
弘
主
要
目
録
」
一
〇
八
頁
は
、
本
書
の
表

題
を
雑
誌
掲
載
の
原
型
論
稿
の
そ
れ
と
し
て
掲
げ
る
が
、
労
働
評
論
誌
に
、
末
弘
は
そ
の
よ
う
な
表
題
の
論
考
は
載
せ
て
い
な
い
。
そ
の
原
型
論

稿
は
、「
労
組
問
答
」
と
い
う
表
題
の
も
と
、
二
巻
八
号
―
一
一
号
に
第
一
話
「
労
組
の
在
り
方
」（
一
）
︱
（
四
）
と
し
て
、
二
人
の
人
物
の
対

話
形
式
で
、
見
開
き
二
頁
の
分
量
で
連
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
40
）　

同
第
二
話
に
つ
い
て
も
、
同
じ
く
対
話
形
式
に
よ
り
（
五
）
︱
（
八
）
の
連
載
で
あ
る
、
第
二
話
「
労
働
協
約
」（
一
）
―
（
四
）
と
し
て
、

労
働
評
論
誌
二
巻
一
二
号
か
ら
三
巻
三
号
ま
で
の
連
載
は
な
く
、
二
巻
一
二
号
、
三
巻
二
号
、
三
巻
三
号
及
び
三
巻
五
号
と
い
う
断
続
的
に
掲
載

さ
れ
、
同
前
中
の
そ
れ
と
併
せ
て
八
回
掲
載
さ
れ
た
も
の
（
た
だ
し
連
載
八
回
目
は
、
一
頁
の
み
）
を
、
そ
の
表
題
を
改
め
て
掲
載
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。同
稿
は
無
理
矢
理
に
中
断
さ
れ
た
も
の
と
の
印
象
を
あ
た
え
、末
弘
は
、お
そ
ら
く
以
後
の
連
載
も
考
慮
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、

雑
誌
そ
の
も
の
の
廃
刊
に
よ
り
中
断
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
41
）　
「
問
答
」
第
四
話
四
と
五
は
、
末
弘
が
「
法
律
時
評
」
と
の
表
題
の
も
と
、
法
律
時
報
誌
に
戦
前
か
ら
執
筆
し
て
き
た
コ
ラ
ム
と
し
て
掲
載
さ

れ
た
も
の
で
あ
り
、
戦
後
の
多
く
は
本
書
に
「
随
想
」
の
見
出
し
の
も
と
に
二
〇
件
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
42
）　

本
稿
は
、
当
初
一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
二
月
七
、八
両
日
の
読
売
新
聞
に
「
経
営
管
理
の
合
法
性
と
其
限
界
」
と
し
て
発
表
さ
れ
た
が
、

そ
の
表
題
を
改
め
、
冒
頭
文
章
が
一
部
変
更
さ
れ
た
。

（
43
）　

末
弘
の
争
議
行
為
に
関
す
る
論
稿
と
し
て
、
ほ
か
に
「
争
議
権
の
限
界
」
日
本
評
論
二
二
巻
一
号
（
一
九
四
七
）
五
九
︱
六
六
頁
が
あ
る
。

（
44
）　

片
岡
昇
『
現
代
労
働
法
の
理
論
』（
日
本
評
論
社
・
一
九
六
七
）
八
六
頁
。
生
産
管
理
を
め
ぐ
る
議
論
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
有
泉
亨
に
お
け

る
争
議
行
為
の
違
法
性
阻
却
構
成
―
―
戦
後
労
働
法
学
の
一
断
面
―
―
」
獨
協
法
学
七
五
号
二
七
︱
一
〇
〇
頁
で
検
討
し
た
。

（
45
）　

こ
れ
ら
以
外
に
、
末
弘
が
当
時
の
労
働
問
題
に
つ
い
て
発
言
し
て
い
る
も
の
と
し
て
、
＊
『
講
演
集
／
最
近
の
労
働
問
題
に
つ
い
て
』（
日
本

交
通
公
社
・
一
九
四
七
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
一
二
月
一
二
日
に
同
社
本
社
で
行
な
っ
た
講
演
録
で
あ
る
。
内
容
は
諸

外
国
に
は
見
ら
れ
な
い
、わ
が
国
労
働
組
合
の
要
求
事
項
と
し
て（
一
）人
事
権
獲
得
、（
二
）雇
用
確
保
と
大
幅
賃
上
げ
の
同
時
要
求
、（
三
）「
電

産
」
型
賃
金
の
三
つ
を
あ
げ
て
い
る
。

（
46
）　

本
書
に
収
録
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、「
労
働
組
合
法
第
十
一
条
と
現
行
の
刑
事
手
続
」
一
九
巻
二
号
（
一
九
四
七
）
の
み
で
あ
る
。
な
お
こ
の
間
、

末
弘
は
法
律
時
報
誌
に
「
法
律
時
評
」
と
は
別
に
「
労
働
法
雑
記
帳
」
と
い
う
連
載
稿
（
一
）（
二
）
を
発
表
し
て
い
る
（
一
九
巻
一
号
、
四
号
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〔
一
九
四
七
〕）。
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
は
末
弘
が
同
誌
に
、
戦
前
か
ら
長
年
「
民
法
雑
記
帳
」
と
し
て
民
法
の
法
解
釈
上
の
論
点
に
つ
い
て

見
解
を
表
明
し
て
い
た
（『
民
法
雑
記
帳
』
正
・
続
な
い
し
上
・
下
巻
と
し
て
単
行
本
化
さ
れ
た
）
の
を
労
働
法
に
つ
い
て
も
行
な
お
う
と
の
趣

旨
の
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。「
は
し
が
き
」
で
末
弘
は
「
広
く
労
働
法
上
の
諸
問
題
に
関
す
る
小
論
を
書
き
続
け
て
ゆ
き
た
い
」（
一
九
巻

一
号
五
六
頁
）と
、そ
の
意
欲
を
示
し
て
い
た
こ
と
か
ら
長
期
連
載
を
予
定
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。し
か
し「
こ
れ
か
ら
毎
号
書
こ
う
」（
同

前
所
）
と
の
決
意
表
明
に
反
し
て
、
労
働
法
概
念
と
く
に
、
人
的
適
用
範
囲
を
論
じ
る
途
中
の
わ
ず
か
二
回
で
中
断
し
、
そ
の
ま
ま
再
開
さ
れ
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。

（
47
）　

末
弘
・
前
掲
『
労
組
問
答
』
二
一
八
頁
。

（
48
）　

同
書
刊
行
後
、
法
律
時
報
誌
中
「
法
律
時
評
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
も
の
う
ち
、
労
働
法
な
い
し
労
働
法
学
に
関
連
す
る
課
題
を
扱
っ
た
も
の

と
し
て
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
だ
け
で
あ
っ
た
。

二
一
巻（
一
九
四
九
〔
昭
和
二
四
〕
年
）

二
号「
仮
処
分
の
危
険
性
」／
四
号「
公
務
員
法
問
答
」／
六
号「
労
働
裁
判
所
と
紛
争
処
理
手
続
」／
七
号「
誤
解
」／
九
号「
労
働
組
合
の
定

義
」／
一
一
号「
労
調
法
第
三
十
七
条
を
改
正
す
べ
し
」

二
二
巻（
一
九
五
〇
〔
昭
和
二
五
〕
年
）

二
号「
時
評
に
代
え
て
：
パ
ト
リ
ッ
ク
号
に
て
」／
五
号「
石
炭
争
議
の
強
制
調
停
」／
同
前「
労
働
法
学
」／
六
号「
労
働
関
係
学
」／
一
〇
号

「
教
員
と
政
治
運
動
」

（
一
一
月
号
―
一
月
号
：
後
述
す
る
入
院
・
手
術
お
よ
び
療
養
の
た
め
に
休
載
）

二
三
巻（
一
九
五
一
〔
昭
和
二
六
〕
年
）

三
号「
労
働
法
規
の
改
正
に
つ
い
て
の
希
望
」／「
労
働
法
関
係
の
判
例
」／
四
号「
公
務
員
給
与
の
き
め
方
」／
五
号「
労
働
法
懇
談
会
」

＊　

二
三
巻
七
号
を
も
っ
て
末
弘
執
筆
の「
法
律
時
評
」は
終
了（
一
一
号
に
遺
稿
「
法
社
会
学
の
目
的
」〔
中
絶
〕
を
掲
載
）

（
49
）　

吉
田
資
治
（
産
別
会
議
々
長
）「
末
弘
厳
太
郎
氏
を
憶
う
」
法
律
時
報
二
三
巻
一
一
号
五
四
頁
に
よ
れ
ば
、
会
長
の
三
宅
正
太
郎
が
「
労
働
問

題
に
つ
い
て
は
素
人
だ
っ
た
」
こ
と
か
ら
、
制
度
発
足
当
初
か
ら
副
会
長
の
末
弘
が
「
名
実
と
も
に
会
長
の
役
割
」
を
は
た
し
て
い
た
と
い
う
。

併
せ
て
同
日
、
発
足
し
た
東
京
都
地
方
労
働
委
員
会
に
つ
い
て
は
「
会
長
」
を
、
ま
た
翌
四
月
一
八
日
に
は
、
船
員
中
央
労
働
委
員
会
に
お
い
て

も
「
会
長
」
職
に
あ
っ
た
（
前
掲
・
末
弘
「
略
歴
」
四
四
三
頁
）。
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（
50
）　

以
上
、
蓼
沼
謙
一
「
学
匠
学
琳
：
戦
後
労
働
法
学
の
思
い
出
③
末
弘
中
労
委
」
季
刊
労
働
法
一
六
二
号
（
一
九
九
二
）
の
ち
に
同
『
戦
後
労
働

法
学
の
思
い
出
』（
労
働
開
発
研
究
会
・
二
〇
一
〇
）
収
録
二
六
︱
二
八
頁
。
同
前
書
二
九
︱
三
二
頁
に
よ
れ
ば
、
末
弘
・
中
労
委
が
労
使
双
方
、

と
く
に
労
働
側
の
支
持
を
集
め
る
に
い
た
っ
た
背
景
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
事
情
が
あ
っ
た
と
い
う
。
す
な
わ
ち
一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年

一
〇
月
、
吉
田
政
権
が
突
如
、
総
同
盟
も
産
別
会
議
も
施
行
に
反
対
し
て
い
た
労
調
法
を
中
労
委
に
連
絡
す
る
こ
と
な
く
施
行
さ
せ
る
に
至
っ
た

こ
と
に
対
し
、
中
労
委
が
労
調
法
に
よ
る
最
初
の
調
停
を
行
な
う
に
際
し
て
、
こ
れ
に
総
会
決
議
を
も
っ
て
遺
憾
の
意
を
表
明
し
た
こ
と
か
ら
、

中
労
委
が
時
の
政
府
の
言
い
な
り
に
な
る
の
で
は
な
く
、
独
立
し
た
「
第
三
者
」
と
し
て
争
議
調
整
を
行
な
う
の
で
は
な
い
か
と
の
期
待
感
を
労

働
者
お
よ
び
労
働
組
合
に
抱
か
せ
る
に
い
た
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
と
い
う
。

（
51
）　

矢
加
部
勝
美
「
中
労
委
の
末
弘
氏
」
法
律
時
報
二
三
巻
一
一
号
（
一
九
五
一
）
五
七
頁
。

（
52
）　

い
さ
さ
か
内
輪
の
放
談
会
的
な
側
面
も
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
で
あ
る
が
、
発
足
当
初
の
労
働
委
員
会
制
度
の
あ
り
様
に
つ
い
て
は
、
中
央
労
働

委
員
会
事
務
局
〔
編
〕『
労
委
十
年
の
歩
み
を
語
る
』（
中
央
労
働
委
員
会
・
一
九
五
六
）、
と
く
に
前
半
の
第
一
章
な
い
し
第
七
章
に
収
録
さ
れ

て
い
る
各
種
の
座
談
会
を
参
照
。

（
53
）　

同
法
の
制
定
過
程
に
つ
い
て
も
、
遠
藤
・
前
掲
書
・
前
編
第
二
章
「
労
働
関
係
調
整
法
の
制
定
」
七
一
︱
一
三
六
頁
を
参
照
。

（
54
）　

戦
後
初
期
の
労
働
委
員
会
が
現
実
の
労
使
関
係
の
な
か
で
果
た
し
た
役
割
と
機
能
に
つ
い
て
は
、
手
塚
・
前
掲
「
旧
労
働
組
合
法
の
形
成
と
展

開
」
二
六
六
︱
三
〇
三
頁
を
参
照
。

（
55
）　

労
働
委
員
会
に
お
け
る
末
弘
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
中
央
労
働
時
報
一
八
二
号
（
一
九
五
一
）
五
︱
一
八
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
特
集
／
末

弘
先
生
を
偲
ぶ
」
に
寄
稿
し
た
一
五
名
の
追
悼
記
事
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
な
か
の
い
く
つ
か
を
紹
介
す
る
。

島
上
善
五
郎（
総
評
政
治
部
長
・
元
中
労
委
労
働
者
員
）「
末
弘
先
生
を
偲
ぶ
」
六
頁
は
い
う
。

「
労
使
両
方
と
も
同
じ
議
論
を
堂
々
巡
り
に
繰
返
し
て
一
向
に
ら
ち
が
明
か
ず
、気
が
い
ら
い
ら
す
る
こ
と
が
多
い
し
、徹
夜
で
議
論
し
た

り
折
衝
し
た
り
と
い
う
こ
と
も
少
く
は
な
い
。／
末
弘
先
生
こ
ん
な
場
合
で
も
決
し
て
短
気
は
起
さ
な
い
。マ
ド
ロ
ス
パ
イ
プ
を
く
わ
え
乍

ら
物
静
か
に
下
向
き
加
減
に
話
し
乍
ら
決
し
て
さ
じ
を
投
げ
る
と
い
う
こ
と
は
し
な
い
。夜
お
そ
く
な
る
と
ポ
ケ
ッ
ト
に
忍
ば
せ
て
い
る

ウ
イ
ス
キ
ー
を
そ
つ
と
一
杯
や
り
乍
ら
ね
ば
る
先
生
に
は
、却
つ
て
労
使
双
方
と
も
負
け
て
了
う
場
合
が
多
か
つ
た
の
で
あ
る
。／
こ
ん
な

風
で
争
議
解
決
に
は
決
し
て
無
理
押
し
を
し
な
い
。双
方
に
十
分
言
い
分
を
言
わ
せ
議
論
の
尽
す
べ
き
は
残
り
な
く
盡
さ
せ
る
と
言
う
や

り
方
で
あ
つ
た
」。
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中
島
徹
三（
中
労
委
公
益
委
員
）「『
人
間
』
末
弘
の
横
顔
」
一
三
頁
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

「
人
に
よ
つ
て
は『
あ
れ
は
話
術
の
名
人
で
す
よ
』と
語
つ
た
が
、そ
れ
は
い
さ
さ
か
浅
は
か
と
い
う
も
の
で
あ
る
。／
末
弘
先
生
は
斡
旋
を

す
る
の
に
殆
ん
ど
理
屈
を
言
わ
な
か
つ
た
。い
や
、相
手
の
方
か
ら
理
屈
に
か
ら
ん
で
何
う
し
て
も
説
得
し
が
た
い
場
合
に
の
み
、最
終
的

に
、か
つ
例
外
的
に
理
屈
を
語
つ
た
。そ
し
て
そ
の
理
屈
に
は
権
威
と
合
理
性
が
あ
つ
た
か
ら
、結
局
、相
手
は
説
得
さ
れ
た
訳
で
あ
る
。先

生
の
狙
い
は
何
処
に
あ
つ
た
か
？
争
議
当
事
者
の
メ
ン
タ
ル
・
サ
イ
ド
を
端
的
に
つ
か
み
と
る
こ
と
に
あ
つ
た
。先
生
が
よ
く
サ
イ
コ
ロ

ヂ
ー
の
問
題
に
留
意
せ
よ
と
さ
と
し
た
の
は
、こ
の
こ
と
で
あ
る
。先
ず
相
手
に
共
感
し
、一
体
と
な
り
、そ
こ
か
ら
や
が
て
相
手
を
分
析
し

超
克
し
、説
得
し
た
。よ
い
意
味
の「
勘
」の
問
題
で
あ
り
、私
が
詩
人
と
評
し
た
理
由
も
、こ
こ
に
あ
る
」。

熊
本
虎
三（
総
同
盟
副
会
長
・
元
中
労
委
労
働
者
委
員
）「
末
弘
先
生
を
偲
ぶ
」
一
五
頁
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

「
先
生
は
、非
常
に
困
難
な
争
議
調
停
の
場
合
、時
々
所
謂「
カ
バ
ン
戦
術
」―
―
争
議
調
整
に
際
し
、当
事
者
が
か
た
く
な
態
度
に
業
を
煮
や

し
て
、末
弘
が
自
ら
の
鞄（
お
そ
ら
く
戦
前
来
使
用
し
て
き
た
赤
革
の
、
末
弘
の
躰
に
は
似
つ
か
わ
し
く
な
い
大
き
な
手
提
げ
の
も
の
）
に

手
を
か
け
て
、
そ
の
場
を
立
ち
去
ろ
う
と
す
る
の
を
見
て
、
慌
て
た
労
使
双
方
が
歩
み
寄
り
の
姿
勢
を
と
る
に
い
た
る
と
い
う
も
の
〔
引

用
者
〕
―
―
な
る
も
の
を
用
い
て
有
名
で
あ
つ
た
。
こ
の
こ
と
は
氏
が
学
者
で
あ
る
と
共
に
政
治
家
的
手
腕
家
で
あ
つ
た
こ
と
を
物
語
る

片
鱗
で
あ
る
と
思
う
。
／
…
…
先
生
は
、
言
葉
は
流
暢
で
は
な
か
つ
た
が
、
実
に
細
微
に
亘
つ
て
隙
が
な
く
、
諄
々
と
説
き
、
相
手
を
し

て
感
服
せ
し
め
、
問
題
解
決
の
端
緒
を
掴
み
、
見
事
完
全
処
理
へ
の
鮮
か
な
活
躍
振
り
で
あ
つ
た
」。

佐
藤
正
義（
富
士
製
鉄
常
務
取
締
役
。
元
中
労
委
使
用
者
委
員
）「
末
弘
先
生
を
偲
ぶ
」
一
六
頁
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
そ
の
様
子
を
伝
え
て
い
る
。

「
先
生
は
じ
つ
に
よ
く
争
議
の
急
所
を
掴
ま
れ
た
。そ
し
て
掴
ん
だ
と
こ
ろ
を
離
さ
ず
、た
ぐ
り
こ
ん
で
労
使
双
方
が
納
得
せ
ざ
る
を
得
な

い
と
こ
ろ
に
引
き
込
ん
で
了
う
手
際
が
驚
く
ほ
ど
鮮
か
で
あ
っ
た
。／
こ
れ
は
、先
生
が
争
議
の
事
実
を
良
く
通
じ
て
お
ら
れ
た
の
に
よ

る
。事
務
局
調
査
や
委
員
会
で
の
事
情
聴
取
以
前
に
…
…
争
議
の
真
相
急
所
を
チ
ャ
ン
と
心
得
て
お
ら
れ
た
。／
…
…
／
こ
れ
は
先
生
の
お

顔
の
広
い
と
こ
ろ
か
ら
の
所
産
で
、学
者
は
更
な
り
新
聞
人
さ
て
は
政
治
家
、労
働
者
、労
働
運
動
者
、経
営
者
或
は
官
吏
、右
か
ら
左
へ
巾

広
い
交
際
の
分
野
が
あ
つ
た
せ
い
で
な
か
な
か
他
の
人
の
追
随
を
許
さ
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
つ
た
。／
こ
の
早
耳
で
し
か
も
正
確
な
情
報
、こ
れ

が
見
透
し
を
つ
け
る
妙
手
を
う
つ
も
と
で
あ
つ
た
。／
こ
の
妙
手
を
駆
使
し
て
労
使
双
方
が
納
得
せ
ざ
る
を
得
な
い
解
決
案
を
つ
く
ら
れ
、

争
議
を
治
め
た
も
の
で
あ
つ
た
。／
只
時
に
は
納
得
せ
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
な
良
解
決
案
も
、一
方
の
無
理
解
で
難
航
す
る
こ
と
も
あ
つ

た
。／
か
か
る
際
に
発
揮
せ
ら
れ
る
の
が
、先
生
の
政
治
的
手
腕
で
あ
つ
た
。学
者
に
珍
ら
し
い
硬
軟
の
使
い
分
け
、時
に
は
励
声
叱
咤
カ
ン
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カ
ン
に
雷
を
落
し
、相
手
を
し
て
座
に
い
る
に
堪
え
な
い
ま
で
叱
り
つ
け
ら
れ
る
。又
或
る
時
は
温
顔
を
ニ
コ
ニ
コ
さ
れ
、つ
い
に
納
得
さ

せ
、人
を
説
く
の
巧
い
と
こ
ろ
を
お
示
し
に
な
ら
れ
た
。／
大
き
な
争
議
に
は
要
所
要
所
を
う
た
ね
ば
な
ら
ぬ
手
が
あ
る
。こ
れ
を
ぬ
か
り

な
く
や
ら
れ
た
。／
終
戦
後
の
一
年
は
交
通
事
情
は
悪
く
、自
動
車
は
進
駐
軍
の
み
の
頃
、よ
く
倭
軀
を
か
つ
て
解
決
に
奔
走
せ
れ
た
も
の

で
あ
つ
た
。／
先
生
は
直
情
径
行
で
、怒
る
べ
き
と
こ
ろ
に
は
間
違
い
な
く
怒
る
方
で
あ
つ
た
が
、調
停
者
と
し
て
の
調
停
成
功
の
た
め
に

は
よ
く
我
慢
を
屡
々
せ
ら
れ
た
」。

こ
の
よ
う
な
中
労
委
の
元
労
使
委
員
の
そ
れ
ぞ
れ
が
描
写
す
る
末
弘
の
調
停
の
有
り
様
を
読
む
と
、争
議
調
停
に
際
し
て
の
末
弘
の
立
居
振
舞

が
彷
彿
さ
せ
ら
れ
て
、興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

（
56
）　

末
弘
に
は
戦
前
、「
小
作
争
議
と
小
作
調
停
法
」
改
造
六
巻
九
号
（
同
『
農
村
法
律
問
題
』〔
改
造
社
・
一
九
二
四
〕
収
録
）
お
よ
び
『
小
作
調

停
法
大
意
』（
科
学
思
想
普
及
会
・
一
九
二
四
）
と
い
う
著
作
が
あ
る
。
た
だ
し
両
者
は
末
弘
自
ら
の
べ
て
い
る
（
後
者
「
序
」
一
︱
二
頁
）
よ

う
に
、
冒
頭
部
分
を
の
ぞ
い
て
、
両
者
ほ
ぼ
同
一
の
も
の
で
あ
る
（
前
者
に
は
、
小
見
出
し
が
付
さ
れ
て
い
る
分
、
分
り
易
い
）。
な
お
同
法
の

施
行
状
況
に
つ
い
て
検
討
し
た
も
の
と
し
て
、
安
達
三
季
生
「
小
作
調
停
法
」
鵜
飼
信
成
ほ
か
〔
編
〕『
日
本
近
代
法
発
達
史
―
資
本
主
義
と
法

の
発
展
―
』
７
（
勁
草
書
房
・
一
九
五
九
）
三
七
︱
八
六
頁
が
あ
る
。

（
57
）　

同
法
の
制
定
お
よ
び
適
用
状
況
に
つ
い
て
は
、
矢
野
達
雄
『
近
代
日
本
の
労
働
法
と
国
家
』（
成
文
堂
・
一
九
九
三
）
八
七
頁
以
下
を
参
照
。

（
58
）　

鮎
沢
巌
「
末
弘
先
生
と
労
働
組
合
運
動
」
法
律
時
報
二
三
巻
一
一
号
（
一
九
五
一
）
五
三
頁
。
同
前
所
は
、
こ
の
あ
と
「
け
だ
し
空
前
、
而
し

て
恐
ら
く
絶
後
の
記
録
と
称
し
て
差
支
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
続
け
て
い
る
。

三　

末
弘
に
対
す
る
教
職
追
放
と
そ
の
評
価

以
上
の
べ
て
き
た
よ
う
に
末
弘
は
、
日
本
の
敗
戦
直
後
の
時
期
、
今
日
「
労
働
三
法
」
と
総
称
さ
れ
る
労
働
組
合
法
、
労
働
関
係
調

整
法
そ
し
て
労
働
基
準
法
の
制
定
に
関
与
し
、
指
導
的
な
役
割
を
は
た
し
た
。
ま
た
労
働
委
員
会
に
お
い
て
は
、
様
ざ
ま
な
職
業
・
産

業
分
野
で
発
生
し
た
集
団
的
労
使
紛
争
の
調
停
に
大
い
に
活
躍
し
た
。
こ
の
よ
う
に
労
働
立
法
の
実
現
や
労
働
紛
争
の
解
決
に
積
極
的
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な
役
割
を
は
た
し
な
が
ら
も
、
敗
戦
の
翌
年
で
あ
る
一
九
四
六
（
昭
和
二
六
）
年
四
月
、
末
弘
は
東
京
大
学
に
辞
表
を
提
出
し
、
そ
の

半
年
後
教
授
会
の
承
認
を
へ
て
同
年
九
月
三
〇
日
付
け
を
も
っ
て
退
官
し
て
い
た
。
末
弘
自
身
は
そ
の
理
由
を
前
年
以
来
「
労
働
組
合

法
の
原
案
作
成
に
関
係
し
て
か
ら
此
方
段
々
に
労
働
関
係
の
仕
事
に
深
入
り
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
ゝ
な
り
、
そ
の
結
果
大
学
教
授
と

し
て
当
然
為
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
多
少
共
満
足
に
果
た
し
得
な
い
事
情
に
立
ち
至
つ
た
」
か
ら
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
た
。
し
か
し

そ
れ
は
実
際
上
、
い
わ
ゆ
る
教
職
追
放
に
関
連
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

１　

Ｇ
Ｈ
Ｑ
、
そ
し
て
日
本
政
府
に
よ
る
教
職
追
放

Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
日
本
の
教
育
民
主
化
を
実
現
す
る
た
め
の
軍
国
主
義
者
・
超
国
家
主
義
者
の
追
放
を
命
じ
、
そ
の
自
発
的
退
職
ま
た
は
指

名
退
職
が
行
な
わ
れ
た
。
そ
れ
は
一
九
四
五
年
一
〇
月
二
二
日
「
日
本
教
育
制
度
ニ
対
ス
ル
管
理
政
策A

dm
inisitration of the 

Educational System
 of Japan

」
に
お
い
て
基
本
方
針
が
定
め
ら
れ
、
同
月
三
〇
日
の
「
教
員
及
教
育
関
係
者
ノ
調
査
、
除
外
、
認

可
ニ
関
ス
ル
件Investigation, Screening, and Certification of T

eachers and Educational O
ffi

cials

」
に
具
体
的
な
施
策
が

示
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
指
示
を
受
け
て
日
本
政
府
自
身
も
翌
一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
五
月
七
日
に
「
職
業
軍
人
、

著
名
ナ
ル
軍
国
主
義
者
若
ク
ハ
極
端
ナ
ル
国
家
主
義
者
」
な
ど
を
「
教
職
ヲ
去
ラ
シ
メ
爾
後
教
職
ニ
就
ク
コ
ト
ヲ
禁
ジ
ル
」
こ
と
を
目

的
と
し
た
勅
令
第
二
六
三
号
「
教
職
員
ノ
除
去
、
就
職
禁
止
及
等
ノ
件
」
を
成
立
さ
せ
た
。
以
後
法
令
に
基
い
て
実
施
さ
れ
た
「
公
職

に
関
す
る
就
職
禁
止
、
退
職
に
関
す
る
審
査
」（
公
職
追
放
）
と
並
ん
で
、
各
教
育
機
関
で
は
「
教
員
適
格
審
査
」
が
開
始
さ
れ
た
。

そ
れ
は
教
職
へ
の
就
職
を
禁
じ
ら
れ
た
公
職
追
放
者
以
外
の
全
教
員
を
対
象
に
都
道
府
県
教
育
適
格
審
査
委
員
会
に
よ
る
審
査
を
義
務

付
け
、
一
九
四
七
年
〈
教
職
員
の
除
去
、
就
職
禁
止
等
に
関
す
る
政
令
〉
に
よ
り
、
不
適
格
者
の
排
除
が
実
施
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
（「
教

職
員
の
除
去
、
就
職
禁
止
及
復
職
等
の
件
の
施
行
に
関
す
る
件
」
閣
令
、
文
部
・
農
林
・
運
輸
省
令
第
一
号
〔
昭
和
二
一
・
五
・
七
〕）。

（
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大
学
教
員
の
場
合
は
、
各
大
学
の
学
部
に
設
置
さ
れ
た
「
大
学
教
員
適
格
審
査
委
員
会
」
に
よ
り
第
一
次
の
審
査
が
な
さ
れ
た
。
す

な
わ
ち
文
部
次
官
の
も
と
に
設
置
さ
れ
る
教
育
職
員
適
格
審
査
委
員
会
で
審
査
さ
れ
る
学
長
・
総
長
を
の
ぞ
き
、
大
学
教
員
に
つ
い
て

は
「
学
部
自
治
」
の
も
と
、
同
僚
が
同
僚
を
審
査
す
る
と
い
う
形
で
教
員
適
格
の
審
査
が
進
め
ら
れ
た
。
審
査
は
裁
判
と
同
じ
く
三
審

制
が
と
ら
れ
た
。
第
二
審
「
中
央
教
職
員
適
格
審
査
委
員
会
」、
第
三
審
「
文
部
大
臣
審
査
」
を
へ
て
Ｃ
Ｉ
Ｅ
民
間
情
報
教
育
局Civil 

Inform
ation and Education Section

に
設
置
さ
れ
た
再
審
査
委
員
会
に
よ
る
当
該
適
格
の
承
認
を
へ
て
最
終
的
な
適
格
か
否
か
の

判
定
が
な
さ
れ
た
（「
教
職
員
の
適
格
審
査
を
す
る
委
員
会
に
関
す
る
規
程
」
文
部
省
訓
令
第
五
号
〔
昭
和
二
一
・
五
・
七
〕）。
大
学

教
員
の
場
合
、
そ
の
著
作
の
内
容
や
解
釈
が
問
題
と
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
（
大
学
教
員
は
一
九
四
七
年
四
月
現
在
審
査

総
数
五
九
七
九
名
、
不
適
格
一
四
六
名
で
あ
り
、
初
等
・
中
等
教
育
機
関
の
教
員
（
五
六
万
名
中
五
〇
〇
〇
名
）
に
く
ら
べ
て
、
不
適

格
判
定
率
は
高
か
っ
た
）。
先
の
勅
令
第
二
六
三
号
に
お
け
る
閣
令
第
一
号
に
は
、
二
つ
の
「
別
表
」
が
付
さ
れ
て
い
た
。「
別
表
第
一
」

に
は
「
一
、
講
義
、
講
演
、
著
述
、
論
文
等
言
論
そ
の
他
の
行
動
に
よ
っ
て
、
左
の
各
号
の
一
に
当
る
者
」
と
し
て
「
２
．
独
裁
主
義

又
は
ナ
チ
的
あ
る
ひ
は
フ
ァ
シ
ス
ト
的
全
体
主
義
を
鼓
吹
し
た
者
」
…
…
６
．「
右
の
何
れ
に
も
あ
た
ら
な
い
が
、
軍
国
主
義
あ
る
ひ

は
極
端
な
国
家
主
義
を
鼓
吹
し
た
者
、又
は
其
の
様
な
傾
向
に
迎
合
し
て
、教
育
者
と
し
て
の
思
想
的
節
操
を
欠
く
に
至
っ
た
者
」、二
、

「
ナ
チ
政
権
あ
る
い
は
フ
ァ
シ
ス
ト
政
権
又
は
そ
の
機
関
の
顧
問
、
嘱
託
そ
の
他
こ
れ
と
特
別
な
関
係
を
持
ち
そ
の
政
策
を
行
う
こ
と

に
協
力
し
た
者
」
な
ど
と
い
っ
た
規
定
が
あ
っ
た
。
前
者
（
一
の
６
）
の
文
言
は
、
末
弘
の
東
京
帝
大
法
学
部
に
お
け
る
同
僚
で
、
勅

令
二
六
三
号
制
定
時
、
文
部
省
学
校
局
長
（
兼
任
）
と
し
て
、
そ
の
策
定
に
関
与
し
た
田
中
耕
太
郎
（
商
法
・
法
哲
学
・
一
八
九
〇
～

一
九
七
四
）
の
提
案
に
よ
り
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
に
対
し
同
別
表
第
二
は
「
教
職
員
不
適
格
者
と
し
て
、
審
査

委
員
会
に
か
け
な
い
で
、
指
定
を
受
け
る
べ
き
者
の
範
囲
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
」
と
規
定
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
該
当
者
は
審

査
委
員
会
に
お
け
る
審
査
に
か
け
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
自
動
的
に
教
職
追
放
と
な
る
と
い
う
こ
と
が
、
別
表
第
一
の
場
合
と
大
き
く
異

（
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な
る
点
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
一
九
四
六
年
五
月
の
勅
令
二
六
三
号
に
よ
り
始
ま
っ
た
教
職
員
資
格
審
査
は
、
そ
の
後
数
次
に
わ
た
る
施

行
規
則
改
正
を
へ
て
、
一
九
五
二
（
昭
和
二
七
）
年
四
月
法
律
第
七
九
号
に
よ
り
同
勅
令
は
廃
止
さ
れ
て
、
そ
の
役
割
を
終
了
し
た
。

ま
た
そ
れ
に
先
立
ち
不
適
格
者
五
三
六
三
名
（
審
査
対
象
全
分
野
）
の
う
ち
の
八
四
パ
ー
セ
ン
ト
の
者
を
追
放
か
ら
解
除
し
た
。

２　
「
日
本
法
理
研
究
会
」
へ
の
関
与
と
反
論
そ
し
て
そ
の
後
の
展
開

末
弘
は
、
一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
九
月
二
三
日
に
東
京
帝
大
法
学
部
長
を
通
じ
て
不
適
格
と
の
判
断
を
通
告
さ
れ
、
同
人
は
既

述
の
よ
う
に
、
教
授
会
の
承
認
を
へ
て
同
月
三
〇
日
付
け
で
退
官
し
た
。
末
弘
は
い
わ
ゆ
る
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
期
の
「
市
民
法
学
」

の
源
流
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
滝
川
事
件
（
一
九
三
三
〔
昭
和
八
〕
年
）
や
天
皇
機
関
説
事
件
（
一
九
三
五
〔
昭
和
一
〇
〕
年
）
当

時
、「
原
理
日
本
社
」（
蓑
田
胸む
ね
き喜
）
等
の
右
翼
団
体
に
よ
る
批
判
・
攻
撃
の
主
要
な
目
標
の
一
人
と
な
っ
て
い
た
。
な
お
末
弘
は
太
平

洋
戦
争
末
期
時
、
二
度
目
の
法
学
部
長
職
に
就
い
て
い
た
（
一
九
四
二
〔
昭
和
一
七
〕
年
三
月
九
日
―
一
九
四
五
〔
昭
和
二
〇
〕
年
三

月
八
日
）。
何
故
、
そ
の
よ
う
な
末
弘
が
戦
後
「
軍
国
主
義
」「
極
端
な
国
家
主
義
」
に
係
る
も
の
と
し
て
「
教
職
追
放
」
の
対
象
と
な
っ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
「
別
表
第
二
」
第
五
号
に
お
い
て
、「
時
期
を
問
わ
ず
…
…
関
係
の
あ
っ
た
者
」
は
自
動
的
に
教
職
追
放

の
対
象
と
な
る
べ
き
軍
国
主
義
ま
た
は
超
国
家
主
義
団
体
と
し
て
指
定
さ
れ
た
団
体
の
一
つ
で
あ
る
「
日
本
法
理
研
究
会
」
の
会
員
で

あ
る
の
み
な
ら
ず
、「
要
職
を
占
め
た
者
」
に
あ
た
る
と
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。

同
組
織
は
一
九
四
〇
（
昭
和
一
五
）
年
に
、
国
家
総
動
員
法
（
一
九
三
八
〔
昭
和
一
三
〕）
制
定
時
の
司
法
大
臣
で
あ
っ
た
塩
野

季す
え
ひ
こ彦
（
一
八
八
〇
～
一
九
四
九
）
が
『
法
道
一
如
（
翻
訳
法
律
で
は
な
く
、「
法
と
道
徳
の
一
体
化
」）』
を
か
か
げ
、「
忠
君
愛
国
の
精

神
」
へ
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
統
合
・
一
体
化
を
実
現
す
る
た
め
に
設
立
し
た
司
法
研
究
団
体
で
あ
っ
た
。
そ
の
綱
領
と
し
て
、
つ
ぎ
の
三

点
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
（
全
二
六
輯
、
特
三
冊
、
別
五
冊
が
刊
行
さ
れ
た
「
日
本
法
理
叢
書
」
の
各
扉
に
記
さ
れ
て
い
る
）。 （
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一
．　

国
体
の
本
義
に
則
り
、
日
本
法
の
伝
統
理
念
を
探
求
す
る
と
共
に
近
代
法
理
念
の
醇
化
を
図
り
、
以
て
日
本
法
理
の
闡
明

並
〔
マ
マ
〕に
其
の
具
現
に
寄
與
せ
ん
こ
と
を
期
す
。

二
．　

皇
国
の
国
是
を
体
し
、
国
防
国
家
体
制
の
一
環
と
し
て
の
法
律
体
制
の
確
立
を
図
り
、
以
て
大
東
亜
法
秩
序
の
建
設
を
推

進
し
、
延
い
て
世
界
法
律
文
化
の
展
開
に
貢
献
せ
ん
こ
と
を
期
す
。

三
．　

法
の
道
義
性
を
審
に
し
て
、
日
本
法
の
本
領
を
発
揚
し
、
以
て
法
道
一
如
の
実
を
挙
げ
ん
こ
と
を
期
す
。

こ
の
よ
う
な
綱
領
に
端
的
に
表
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
日
本
法
理
研
究
会
」
は
欧
米
的
法
治
主
義
思
想
か
ら
国
家
主
義
的
法
律
思

想
へ
の
転
換
と
「
大
東
亜
法
秩
序
の
建
設
」
を
謳
っ
た
「
超
国
家
主
義
的
団
体
」
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
末
弘
は
こ
の
よ
う
な
超
国
家
主

義
的
団
体
に
お
け
る
第
二
部
会
（
民
事
法
関
係
）
―
―
全
部
で
八
つ
の
部
会
か
ら
な
る
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
―
―
の
責
任
者
と
し
て
指

導
的
な
立
場
に
あ
っ
て
、
委
員
会
に
は
毎
回
出
席
し
、
他
の
委
員
と
と
も
に
日
本
身
分
法
理
研
究
要
項
を
作
成
し
、
ま
た
同
研
究
会
懸

賞
論
文
審
査
委
員
と
し
て
五
〇
〇
円
の
報
酬
を
受
け
取
っ
て
い
た
。
末
弘
の
同
団
体
へ
の
関
与
に
は
、
同
僚
で
、「
日
本
法
理
研
究
会
」

に
も
っ
と
も
積
極
的
に
関
係
し
た
と
さ
れ
る
、
小
野
清
一
郎
（
刑
法
・
一
八
九
一
～
一
九
八
六
）
と
の
交
友
関
係
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ

る
。
そ
れ
ゆ
え
に
小
野
は
、
末
弘
逝
去
に
あ
た
り
、「
博
士
の
教
職
追
放
の
原
因
に
な
っ
た
と
か
い
う

0

0

0

0

『
日
本
法
理
研
究
会
』
に
参
加

し
て
い
た
だ
い
た
の
は
、
外
な
ら
ぬ
こ
の
私
で
あ
る
の
で
、
私
は
日
頃
博
士
に
対
し
て
す
ま
な
か
っ
た
と
お
も
い
、
深
く
自
ら
の
罪
業

を
後
悔
し
て
い
る
」
と
の
べ
て
い
た
（
傍
点
は
引
用
者
。
こ
こ
に
小
野
の
、
言
い
知
れ
ぬ
悔
恨
と
無
念
さ
、
そ
し
て
憤
懣
の
情
が
表
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
）。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
戦
時
中
「
日
本
法
学
の
樹
立
」
を
希
求
し
て
い
た
末
弘
に
と
っ
て
は
、

『
現
行
法
は
翻
訳
法
で
あ
っ
て
国
民
の
生
活
や
感
情
に
則
し
な
い
』『
国
民
感
情
に
添
う
よ
う
に
改
良
し
た
ら
ど
う
か
』『
法
と
道
義
と

の
一
体
化
を
企
図
し
て
み
た
ら
ど
う
か
』
等
の
塩
野
の
言
質
に
興
味
を
お
ぼ
え
、
そ
の
「
家
団
論
法
理
」
が
「
皇
国
家
団
論
」
へ
と
発

展
し
て
い
っ
た
こ
と
か
ら
「
日
本
法
理
研
究
会
」
へ
の
積
極
参
加
に
は
理
論
的
必
然
性
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
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る
。末

弘
に
対
す
る
教
職
追
放
理
由
に
つ
い
て
は
、
勅
令
二
六
三
号
・
一
項
五
号
施
行
規
則
「
別
表
第
一
」
へ
の
該
当
性
が
「
末
弘
の
教

職
追
放
を
決
定
的
に
す
る
も
の
」
で
あ
っ
た
と
の
評
価
も
あ
る
。
し
か
し
末
弘
に
関
す
る
東
大
法
学
部
教
員
適
確
審
査
委
員
会
（
委
員

長
：
我
妻　

栄
）
で
は
、
文
部
省
か
ら
の
追
放
通
知
の
な
さ
れ
た
翌
月
の
同
年
一
〇
月
、
追
放
対
象
に
は
該
当
し
な
い
と
の
判
定
が
な

さ
れ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
「
別
表
第
一
」
の
該
当
性
に
つ
い
て
は
審
査
委
員
会
（
三
審
制
）
の
審
査
判
定
に
よ
る
け
れ
ど
も
、「
別

表
第
二
」
に
指
定
さ
れ
た
団
体
に
関
与
し
た
者
は
自
動
的
に
教
職
追
放
者
と
し
て
扱
わ
れ
、
と
く
に
制
度
発
足
当
初
は
―
―
以
下
に
引

用
す
る
末
弘
も
指
摘
し
て
い
た
よ
う
に
―
―
追
放
該
当
性
に
関
す
る
不
服
申
立
の
機
会
も
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
「
末

弘
の
教
職
追
放
を
決
定
的
」
に
し
た
の
は
「
別
表
第
一
」
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
別
表
第
二
」
に
あ
げ
ら
れ
た
『
日
本
法
理
研
究
会
』

に
関
わ
る
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
末
弘
は
翌
月
、
帝
国
大
学
新
聞
紙
上
（
一
〇
〇
〇
号
・
一
九
四
六
〔
昭
和

二
一
〕
年
一
〇
月
一
六
日
）
に
「
教
職
追
放
に
反
対
す
る
」
と
題
す
る
論
稿
を
も
っ
て
、
こ
れ
に
抗
議
し
た
。
す
な
わ
ち
そ
の
主
張
は

大
き
く
、
つ
ぎ
の
三
点
か
ら
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
（
１
）
日
本
法
理
研
究
会
が
「
超
国
家
主
義
的
団
体
」
で
あ
っ
た
と
し

て
も
、
自
ら
が
そ
の
要
職
に
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
公
正
な
審
査
委
員
に
よ
り
実
情
を
具
体
的
に
審
査
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、「
文
部
官
僚
の
一
方
的
判
断
に
依
つ
て
決
定
し
、
そ
の
上
再
審
査
の
道
さ
へ
開
か
れ
て
ゐ
な
い
と
い
ふ
こ
と
は
極
め
て
不
公
正

で
あ
つ
て
、
断
じ
て
承
服
し
得
な
い
」。（
２
）
政
府
が
同
会
を
「
超
国
家
主
義
的
団
体
」
と
し
て
解
散
さ
せ
ら
れ
る
べ
き
と
の
判
定
に

抗
議
す
る
。「
実
際
会
員
と
し
て
集
ま
つ
た
も
の
は
種
々
雑
多
で
あ
つ
て
、
全
体
と
し
て
は
決
し
て
一
定
の
主
義
主
張
の
下
に
行
動
す

る
同
志
的
団
体
で
は
な
か
つ
た
。
会
員
の
多
く
は
会
の
綱
領
を
知
ら
ず
、
唯
日
本
独
自
の
法
律
原
理
を
求
め
る
意
味
か
ら
色
々
の
傾
向

の
人
が
集
ま
つ
て
ゐ
た
に
過
ぎ
な
い
」。（
３
）
政
府
は
自
ら
を
同
会
の
有
力
者
も
し
く
は
要
職
に
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
追
放
す
べ
き
だ
と

い
う
。
し
か
し
「
私
は
同
会
の
設
立
者
で
も
な
け
れ
ば
、
役
員
幹
部
で
も
な
い
。
単
な
る
平
会
員
に
過
ぎ
な
い
。
…
…
入
会
後
主
と
し
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て
私
の
関
係
し
た
の
は
、
私
の
専
門
で
あ
る
民
事
法
の
委
員
会
で
あ
つ
て
、
そ
の
会
議
に
は
引
続
き
出
席
し
た
。
そ
う
し
て
事
実
座
長

的
の
役
目
を
つ
と
め
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
私
が
学
界
の
長
老
的
地
位
に
あ
つ
た
か
ら
に
外
な
ら
な
い
」。
以
上
「
要
す
る
、
政
府
が

私
を
教
員
追
放
令
に
該
当
す
る
も
の
と
断
定
し
て
ゐ
る
の
は
、
極
め
て
独
断
的
で
あ
つ
て
、
私
は
そ
の
点
が
公
正
な
審
査
委
員
会
に
依

つ
て
十
分
実
質
的
に
審
査
さ
れ
る
を
希
望
す
る
も
の
で
あ
る
」
―
―
。

こ
の
よ
う
に
末
弘
が
執
拗
に
抗
議
し
た
背
景
に
は
、
追
放
問
題
が
起
き
て
以
来
、
五
か
月
の
あ
い
だ
、
末
弘
は
文
部
省
教
育
課
に
何

度
と
な
く
弁
明
の
機
会
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
依
頼
し
、
南
原
繁
（
一
八
八
九
～
一
九
七
四
）・
東
京
帝
大
総
長
（
一
九
四
五
〔
昭
和

二
〇
〕
年
一
二
月
―
一
九
五
一
〔
昭
和
二
六
〕
年
一
二
月
）
も
田
中
耕
太
郎
文
相
―
―
勅
令
二
六
三
号
の
公
布
（
即
日
施
行
〔
昭
和

二
一
年
五
月
七
日
〕）直
後
の
同
月
二
七
日
に
東
大
を
退
官
し
て
、就
任
―
―
に
依
頼
し
て
い
た
。し
か
し
何
の
音
沙
汰
も
な
く
突
然
に
、

本
人
自
身
は
新
聞
報
道
で
追
放
決
定
の
事
実
（
内
閣
総
理
大
臣
辞
令
に
よ
る
東
京
帝
大
免
官
）
を
知
っ
た
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
よ
う

だ
。
末
弘
は
Ｃ
Ｉ
Ｅ
に
対
し
て
も
、
二
度
に
わ
た
り
声
明
を
書
い
た
よ
う
だ
。
ま
た
翌
一
〇
月
一
六
日
、
既
述
の
よ
う
に
東
京
大
学
法

学
部
に
設
置
さ
れ
た
審
査
委
員
会
で
は
、
教
職
追
放
対
象
に
は
あ
た
ら
な
い
と
の
判
定
が
な
さ
れ
た
。
Ｃ
Ｉ
Ｅ
に
対
し
末
弘
の
不
適
格

性
を
強
く
論
証
し
た
の
は
、
当
時
文
部
大
臣
官
房
適
格
審
査
室
主
事
で
あ
っ
た
相さ

が
ら良
惟い
い
ち一
（
文
部
行
政
官
・
教
育
行
政
学
・
一
九
一
〇

～
一
九
八
七
）
に
よ
る
論
述
で
あ
っ
た
と
い
う
。
相
良
は
、
ま
ず
末
弘
と
日
本
法
理
研
究
会
と
の
関
係
を
明
示
す
る
た
め
に
、
そ
の
設

立
趣
意
書
、
会
員
規
定
、
研
究
内
容
お
よ
び
末
弘
の
立
場
や
役
割
等
を
詳
細
に
の
べ
て
、
末
弘
が
「
要
職
を
占
め
た
者
」
で
あ
っ
た
と

論
じ
た
よ
う
だ
。
つ
い
で
同
人
は
本
来
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
で
あ
っ
た
末
弘
が
時
代
に
「
迎
合
し
て
、
教
育
者
と
し
て
の
思
想
的
節
操
を
欠

く
に
至
っ
た
」（
別
表
第
一
・
一
項
五
号
）
こ
と
の
理
由
と
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
た
と
い
う
。

末
弘
は
も
と
も
と
は
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
で
あ
っ
た
が
、「
日
華
事
変
勃
発
ま
で
に
徐
々
に
転
向
、
積
極
的
な
国
家
主
義
者
に
な
っ
た
。

一
九
三
八
年
、
東
京
帝
国
大
学
経
済
学
部
の
国
家
主
義
者
が
行
っ
た
追
放
問
題
で
は
、
超
国
家
主
義
者
土
方
成せ

い
び美
の
背
後
に
あ
っ

（
85
）

（
86
）

（
87
）

（
88
）

67

労働法学の再出発（石井）

― ―



て
浄
化
運
動
に
反
対
し
た
。
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
る
頃
に
は
自
ら
結
成
し
た
軍
人
〔
or
事
〕
援
護
〔
学
〕
会
の
理
事
長
と
い
う

右
翼
の
人
間
に
な
り
軍
に
へ
つ
ら
う
よ
う
に
な
っ
た
」。

そ
し
て
相
良
は
戦
後
、
末
弘
が
オ
ポ
チ
ュ
ニ
ス
ト
と
し
て
、
左
へ
と
再
度
転
向
し
た
も
の
と
説
明
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

末
弘
の
教
職
追
放
は
、
東
京
帝
国
大
学
内
外
で
多
く
の
反
響
を
呼
ん
だ
。
す
な
わ
ち
学
生
自
治
会
は
、
法
学
部
学
生
の
九
五
％
が
末

弘
の
労
働
法
講
義
続
行
を
希
望
し
て
い
る
と
し
て
、
こ
れ
に
抗
議
し
、
さ
ら
に
は
背
景
に
過
去
の
東
大
法
学
部
内
の
派
閥
抗
争
が
あ
っ

た
こ
と
な
ど
を
訴
え
た
。
Ｃ
Ｉ
Ｅ
は
一
〇
月
二
四
日
、
南
原
繁
総
長
と
面
談
し
、
意
見
を
聞
い
た
。
南
原
は
個
人
的
意
見
と
し
て
、
文

部
省
の
不
適
格
判
定
は
厳
し
い
と
思
う
が
、
そ
の
判
定
を
是
認
す
る
―
―
た
だ
し
理
由
は
不
明
―
―
と
し
た
。
Ｅ
Ｓ
Ｓ
経
済
科
学
局

Econom
ic and Scientific Section

―
―
財
閥
解
体
、
労
働
改
革
、
経
済
安
定
化
計
画
（
ド
ッ
ジ
・
プ
ラ
ン
）、
科
学
関
係
機
関
の
再

編
等
を
担
当
―
―
は
Ｃ
Ｉ
Ｅ
に
対
し
、
末
弘
の
教
育
界
か
ら
の
追
放
が
彼
の
〔
労
使
紛
争
解
決
の
調
停
者
と
し
て
の
〕
有
効
性
を
失
墜

さ
せ
る
も
の
に
と
ど
ま
ら
ず
、
労
働
組
合
法
を
は
じ
め
と
す
る
労
働
法
規
制
定
に
大
き
な
支
障
を
生
じ
さ
せ
、
日
本
国
内
の
民
主
化
の

実
現
を
妨
げ
る
と
し
て
、
再
調
査
を
求
め
た
。
し
か
し
Ｃ
Ｉ
Ｅ
は
、
提
出
さ
れ
た
証
拠
書
類
と
そ
の
検
討
結
果
か
ら
、
文
部
省
は
正
当

な
立
証
を
し
た
と
の
立
場
に
あ
っ
た
。

さ
ら
に
末
弘
に
は
、「
公
職
追
放
」
対
象
と
な
る
可
能
性
も
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
一
月
四
日
連
合
最
高

司
令
官
覚
書
「
公
務
従
事
ニ
適
シ
ナ
イ
者
ノ
公
職
カ
ラ
ノ
除
去
ニ
関
ス
ル
件
」、
通
称
「
公
職
追
放
令
」
が
示
さ
れ
、
戦
争
犯
罪
人
、

職
業
軍
人
等
が
「
公
職
に
適
さ
ざ
る
者
」
と
し
て
公
職
に
就
く
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
た
。
日
本
政
府
は
右
覚
書
を
受
け
て
同
年
二
月
に
勅

令
第
一
〇
九
号
「
就
職
禁
止
、
退
官
退
職
等
ニ
関
ス
ル
件
」（
昭
和
二
一
年
二
月
二
八
日
）
を
公
布
・
施
行
し
（
一
九
四
七
〔
昭
和

二
二
〕
年
一
月
四
日
勅
令
第
一
号
に
よ
り
全
部
改
正
）、
戦
争
犯
罪
人
、
戦
争
協
力
者
、
大
日
本
武
徳
会
、
大
政
翼
賛
会
、
護
国
同
志

会
の
関
係
者
が
そ
の
職
場
か
ら
追
わ
れ
た
。
末
弘
は
「
大
日
本
武
徳
会
」
―
―
戦
前
日
本
に
お
け
る
武
道
の
振
興
・
教
育
・
顕
彰
を
目
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的
と
し
て
一
八
九
五
（
明
治
二
八
）
年
四
月
一
七
日
に
結
成
さ
れ
た
団
体
で
、
戦
時
中
の
一
九
四
二
（
昭
和
一
七
）
年
以
降
、
武
道
関

係
組
織
を
統
制
す
る
政
府
（
文
部
省
）
の
外
郭
団
体
で
あ
っ
た
（
一
九
四
六
〔
昭
和
二
一
〕
年
一
一
月
九
日
解
散
）
―
―
の
役
員
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
本
来
で
あ
れ
ば
追
放
対
象
と
な
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
Ｅ
Ｓ
Ｓ
は
末
弘
の
教
職
追
放
の
波
紋
が
公
職
追
放
に

及
ぶ
こ
と
を
懸
念
し
た
。
し
か
し
審
査
委
員
会
は
投
票
を
す
る
こ
と
な
く
、
総
司
令
部
の
Ｇ
Ｓ
民
生
局Governm

ent Section

に
付

託
さ
れ
、
Ｇ
Ｓ
は
た
だ
ち
に
末
弘
を
適
格
と
し
た
。
こ
れ
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
末
弘
が
労
働
関
係
立
法
の
制
定
や
各
種
労
働
委
員
会

（
会
長
な
い
し
副
会
長
）
と
し
て
、
労
使
紛
争
の
調
停
や
解
決
に
重
要
な
役
割
を
は
た
し
て
い
る
こ
と
へ
の
政
治
的
な
配
慮
お
よ
び
判

断
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
九
四
八
（
昭
和
二
三
）
年
六
月
こ
ろ
に
は
、
末
弘
の
教
職
追
放
解
除
の
運
動
が
も
ち
あ
が

り
、
東
京
都
地
方
労
働
委
員
会
、
日
本
経
営
者
団
体
連
盟
、
日
本
経
済
団
体
総
同
盟
、
産
別
会
議
（
全
日
本
産
業
別
労
働
組
合
会
議
）

等
の
労
使
団
体
や
個
人
か
ら
の
要
請
が
文
部
大
臣
に
対
し
陳
情
さ
れ
た
。
ま
た
末
弘
自
身
も
、
執
拗
に
適
格
判
定
を
行
な
う
よ
う
に
求

め
た
。
し
か
し
な
が
ら
末
弘
に
対
す
る
教
職
追
放
が
解
除
さ
れ
た
の
は
、
そ
の
死
の
前
日
で
あ
る
一
九
五
一
（
昭
和
二
六
）
年
九
月

一
〇
日
で
あ
っ
た
。

３　

末
弘
教
職
追
放
に
関
す
る
理
解
と
評
価

以
上
の
よ
う
な
経
過
を
た
ど
っ
た
末
弘
に
対
す
る
教
職
追
放
問
題
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
、
ま
た
評
価
す
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

末
弘
の
戦
時
中
の
言
動
を
考
慮
す
れ
ば
、「
戦
後
末
弘
が
教
職
追
放
の
指
定
を
受
け
た
こ
と
は
な
ん
ら
不
思
議
な
こ
と
で
は
な
い
と
感

じ
ら
れ
る
」
と
の
評
価
も
あ
る
。
ま
た
末
弘
は
「
日
本
法
理
研
究
会
」
へ
の
関
与
を
は
じ
め
、
戦
時
期
の
自
ら
の
言
動
、
法
理
的
営
為

に
つ
い
て
、
何
ら
か
の
形
で
発
言
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
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⑴
　
戦
前
・
戦
時
期
に
お
け
る
東
京
帝
大
法
学
部
教
授
会
内
に
お
け
る
派
閥
対
立

こ
の
点
に
つ
い
て
、
末
弘
の
「
教
職
追
放
」
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
の
判
定
が
学
部
内
に
設
け
ら
れ
た
資
格
審
査
委
員
会
で
は
非
該

当
と
い
う
判
断
が
な
さ
れ
、
末
弘
が
追
放
さ
れ
た
の
が
「
日
本
法
理
研
究
会
」
へ
の
参
加
と
い
う
形
式
的
理
由
に
基
づ
き
、
か
つ
弁
明

の
機
会
も
与
え
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
な
か
で
実
現
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
は
、
重
要
で
あ
ろ
う
。

当
時
か
ら
、
末
弘
の
教
職
追
放
に
は
、
戦
時
期
以
降
の
、
東
京
帝
大
法
学
部
教
授
会
内
部
に
お
け
る
派
閥
対
立
や
確
執
が
背
景
と
し

て
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
た
。
ま
ず
経
済
学
部
に
お
け
る
内
紛
と
平
賀
粛
学
に
際
し
て
の
田
中
法
学
部
長
（
当
時
）
の

対
応
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
九
三
九
（
昭
和
一
四
）
年
一
月
、
経
済
学
部
に
お
け
る
内
紛
に
つ
い
て
、
双
方
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た

河
合
栄
治
郎
（
経
済
学
史
・
一
八
九
一
～
一
九
四
四
）
と
土
方
成
美
（
理
論
経
済
学
・
一
八
九
〇
～
一
九
七
五
）
の
休
職
処
分
を
、
舞

出
長
五
郎
・
経
済
学
部
長
と
田
中
耕
太
郎
・
法
学
部
長
の
二
人
が
前
年
一
二
月
二
〇
日
に
就
任
し
た
ば
か
り
の
平
賀
譲
総
長
（
前
工
学

部
長
・
海
軍
中
将
・
一
八
七
八
～
一
九
四
三
）に
は
た
ら
き
か
け
、経
済
学
部
は
す
で
に
自
治
能
力
を
欠
い
て
い
る
と
し
て
河
合
を「
学

説
表
現
の
缼
格
」
と
の
理
由
に
よ
り
、
一
方
土
方
に
つ
い
て
は
大
学
の
「
綱
紀
の
紊
乱
」
を
根
拠
に
し
て
喧
嘩
両
成
敗
と
い
う
形
で
、

休
職
処
分
と
し
た
（
そ
の
後
、
同
処
分
に
抗
議
し
て
経
済
学
部
で
は
、
両
派
併
せ
て
一
三
名
が
大
学
を
去
っ
た
）。
こ
れ
に
対
し
末
弘

や
南
原
繁
な
ど
が
経
済
学
部
の
学
部
自
治
・
教
授
会
自
治
を
侵
害
す
る
も
の
と
し
て
、
翌
二
月
に
、
法
学
部
教
授
会
で
は
平
賀
粛
学
を

遺
憾
と
す
る
旨
の
決
議
が
な
さ
れ
、
田
中
は
そ
の
責
任
が
問
わ
れ
る
形
で
学
部
長
を
辞
任
し
た
。
つ
ぎ
に
戦
後
の
末
弘
教
職
追
放
に
よ

り
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
の
が
安
井
郁か

お
る

助
教
授
―
―
戦
後
は
、
原
水
爆
禁
止
運
動
に
積
極
的
に
従
事
し
た
が
、
当
時
は
「
大
東
亜
国

際
法
」
を
か
か
げ
、
学
部
内
に
お
い
て
時
流
迎
合
的
で
あ
る
と
評
さ
れ
て
い
た
―
―
に
対
す
る
教
授
昇
格
問
題
で
あ
る
。
横
田
喜
三
郎

（
国
際
法
・
一
八
九
六
～
一
九
九
三
）
が
、
同
じ
く
立た

ち　

作
太
郎
（
一
八
七
四
～
一
九
四
三
）
門
下
の
安
井
の
昇
格
人
事
を
起
こ
さ
な

い
―
―
両
者
は
犬
猿
の
仲
で
あ
っ
た
―
―
こ
と
に
対
し
、
田
中
の
あ
と
を
承
け
て
再
び
学
部
長
と
な
っ
た
末
弘
が
一
九
四
三
（
昭
和
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一
八
）
年
九
月
、
安
井
の
教
授
昇
格
を
教
授
会
に
諮
り
、
三
分
の
二
以
上
の
賛
成
で
可
決
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
安
井
昇
格
に
反
対

し
て
い
た
横
田
と
田
中
が
こ
れ
に
抗
議
し
て
、
従
来
の
公
言
通
り
に
辞
表
を
提
出
し
た
。
そ
の
後
、
丸
山
眞
男
（
日
本
政
治
思
想
史
・

一
九
一
四
～
一
九
九
六
）
ら
複
数
の
助
教
授
の
留
任
勧
告
を
う
け
て
辞
意
は
撤
回
さ
れ
た
が
、
末
弘
学
部
長
は
一
旦
提
出
さ
れ
た
辞
表

を
返
還
す
る
必
要
は
な
い
と
し
て
、
二
人
に
辞
表
を
な
か
な
か
返
さ
な
い
と
い
う
、
あ
る
種
い
や
が
ら
せ
的
な
対
応
が
な
さ
れ
た
よ
う

だ
。
こ
う
し
て
戦
後
、
末
弘
の
教
職
追
放
の
背
景
に
は
、
戦
時
中
の
田
中
ら
と
の
対
立
・
軋
轢
が
あ
り
、
戦
後
の
末
弘
教
職
追
放
は
、

田
中
側
か
ら
の
報
復
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
当
時
か
ら
い
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
は
た
し
て
こ
れ
は
、
ま
っ
た
く
の
謂
わ
れ
な
き
こ

と
で
あ
ろ
う
か
。

当
時
す
で
に
五
〇
代
半
ば
過
ぎ
と
な
っ
て
い
た
末
弘
に
対
し
、
い
ま
だ
二
〇
代
後
半
の
若
き
同
僚
で
あ
っ
た
丸
山
は
、
戦
時
中
、
一

般
社
会
か
ら
隔
離
さ
れ
た
「
別
世
界
の
よ
う
に
リ
ベ
ラ
ル
」
な
雰
囲
気
の
も
と
に
あ
っ
た
『
東
大
法
学
部
研
究
室
』
の
な
か
で
「
い
わ

ゆ
る
『
抵
抗
』
の
主
流
が
田
中
〔
耕
太
郎
〕
―
我
妻
〔
栄
〕
―
横
田
〔
喜
三
郎
〕
ラ
イ
ン
」
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
末
弘
は
「
傍
系
」

に
位
置
し
て
い
た
と
の
べ
、
ま
た
「
末
弘
法
学
は
微
妙
な
と
こ
ろ
で
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
連
な
っ
て
い
た
」
と
し
、「
漸
く
し
の
び
寄
る
天

皇
機
関
説
問
題
以
下
の
反
動
的
動
向
に
た
い
す
る
〔
末
弘
の
―
引
用
者
〕
妥
協
的
、
日
和
見
的
態
度
へ
の
不
満
」
を
抱
い
て
い
た
と
述

懐
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
丸
山
の
発
言
が
今
日
ま
で
続
く
、
戦
時
中
の
末
弘
像
を
形
成
す
る
の
に
は
た
し
た
効
果
な
い
し
影
響
力
は

多
大
な
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
そ
の
「
立
場
」
が
違
え
ば
、
末
弘
に
対
す
る
、
自
ず
と
別
の
、
異
な
る
見
方
も
あ

り
え
よ
う
。
た
と
え
ば
末
弘
を
「
恩
師
〔
川
島
武
宜
―
引
用
者
〕
の
、
ま
た
そ
の
恩
師
」
と
す
る
渡
辺
洋
三
（
民
法
・
法
社
会
学
・

一
九
二
一
～
二
〇
〇
六
）
は
戦
時
中
の
末
弘
を
「
国
防
色
の
服
（
カ
ー
キ
色
の
服
）
を
着
て
ゲ
ー
ト
ル
を
巻
い
て
、
ノ
ン
ポ
リ
の
学
生

か
ら
ミ
リ
タ
リ
ズ
ム
〔
の
具
現
者
〕
の
よ
う
に
も
み
ら
れ
て
い
た
。
…
…
し
か
し
、
そ
れ
は
本
当
に
軍
国
主
義
に
転
心
し
た
わ
け
で
は

な
く
、
一
種
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
よ
う
に
し
か
み
え
な
か
っ
た
」
と
の
べ
て
い
る
。
ま
た
敗
戦
の
翌
年
（
一
九
四
六
〔
昭
和
二
一
〕

（
100
）

（
101
）

（
102
）

（
103
）

（
104
）

（
105
）

71

労働法学の再出発（石井）

― ―



年
）
三
月
六
日
、
日
本
政
府
が
今
日
「
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
草
案
」
と
い
わ
れ
る
憲
法
改
正
草
案
要
綱
を
発
表
し
た
日
、
末
弘
の
労
働
法
講

義
を
受
講
し
た
、
既
出
の
福
島
新
吾
（
政
治
学
・
一
九
二
一
～
二
〇
一
三
）
は
、
そ
の
日
の
末
弘
の
様
子
と
戦
時
期
の
振
る
舞
い
を
回

顧
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
た
。

末
弘
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
占
領
下
の
ベ
ル
リ
ン
に
お
い
て
『
ド
イ
ツ
国
民
に
告
ぐ
』
と
し
て
、
祖
国
滅
亡
の
危
機
を
訴
え
た
フ
ィ
ヒ

テJohann Gottlieb Fichte

（
一
七
六
二
～
一
八
一
四
）
な
ど
を
例
に
あ
げ
、「
一
語
、
一
語
を
占
領
軍
批
判
の
色
を
公
然
と
出

さ
な
い
よ
う
に
慎
重
に
〔
言
葉
を
〕
選
び
な
が
ら
、
悲
痛
な
面
持
ち
で
深
刻
な
危
機
を
学
生
に
訴
え
た
。
講
和
後
に
『
押
し
つ
け

憲
法
論
』
を
叫
ぶ
保
守
派
は
多
い
が
、
こ
の
時
期
に
彼
ら
は
一
言
も
発
し
て
い
な
か
っ
た
。
東
大
で
も
末
弘
さ
ん
の
ほ
か
に
公
然

と
新
憲
法
案
を
批
判
し
た
意
見
を
聞
い
た
こ
と
は
一
度
も
な
か
っ
た
。
／
…
…
〔
末
弘
は
戦
時
中
〕
私
達
の
軍
事
教
練
の
野
外
演

習
に
も
、
国
民
服
、
戦
闘
帽
姿
で
出
席
し
て
訓
示
を
行
い
、
学
徒
出
陣
の
壮
行
会
の
時
に
は
「『
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
』
は
生
還

を
前
提
と
し
た
言
葉
だ
。
帰
る
こ
と
を
考
え
ず
に
『
行
き
ま
す
』
と
い
え
。」
と
い
わ
れ
て
気
が
〔
ひ
き
〕
締
ま
っ
た
こ
と
を
覚

え
て
い
る
。
そ
ん
な
わ
け
で
学
生
の
眼
に
は
か
な
り
戦
争
協
力
的
に
見
え
、
一
部
学
生
は
批
判
的
で
あ
っ
た
が
、
私
は
好
感
を
覚

え
、
矢
部
〔
貞
治
〕
さ
ん
の
よ
う
に
軍
部
に
迎
合
し
た
人
と
は
立
場
が
違
う
と
感
じ
ら
れ
た
。
…
…
世
間
の
と
か
く
の
風
評
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
生
き
方
や
こ
の
〔
憲
法
改
正
要
綱
政
府
発
表
〕
時
の
訴
え
に
私
は
深
く
感
銘
し
た
」。

こ
の
よ
う
な
福
島
の
戦
時
期
末
弘
の
様
子
を
伝
え
る
回
顧
談
は
、
渡
辺
の
そ
れ
と
類
似
す
る
一
方
、
丸
山
の
そ
れ
と
も
重
な
る
と
こ

ろ
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
文
章
か
ら
は
、
当
時
の
東
京
帝
大
学
内
に
お
け
る
末
弘
の
座
作
進
退
が
自
ず
と
示
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
そ
の
受
け
止
め
方
は
大
き
く
二
分
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
自
ず
と
、
末
弘
に
対
す
る
共
感
の
有
無
な
い
し
好
悪
の
感
情
に
よ

り
異
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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⑵
　
も
う
一
人
の
「
日
本
法
理
研
究
会
」
会
員
と
教
職
追
放
問
題
―
―
高
柳
賢
三
の
場
合
―
―

末
弘
の
教
職
追
放
は
先
述
し
た
よ
う
に
、「
日
本
法
理
研
究
会
」で「
要
職
を
占
め
る
者
」で
あ
っ
た
こ
と
を
理
由
と
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。
東
京
帝
大
法
学
部
に
は
、
同
研
究
会
へ
の
関
与
を
背
景
と
し
た
教
職
追
放
該
当
性
が
問
題
と
な
っ
た
人
物
と
し
て
、
末
弘
お
よ
び

小
野
清
一
郎
―
―
公
職
追
放
と
な
り
、
併
せ
当
然
に
教
職
不
適
格
者
と
な
っ
た
―
―
の
ほ
か
に
、
実
は
も
う
一
人
い
た
。
そ
れ
は
、
末

弘
に
、
そ
の
戦
前
の
ア
メ
リ
カ
留
学
に
際
し
て
英
米
法
の
基
礎
知
識
と
便
宜
を
提
供
し
、
ま
た
エ
ー
ル
リ
ッ
ヒEugen Ehrlich

（
一
八
六
二
～
一
九
二
二
）
と
の
面
談
の
機
縁
を
も
作
っ
た
高
柳
賢
三
（
英
米
法
・
一
八
八
七
～
一
九
六
七
）
で
あ
る
。
同
人
の
場
合
、

末
弘
や
安
井
と
は
異
な
り
、
法
学
部
に
お
け
る
審
査
委
員
会
（
委
員
長
：
我
妻
栄
）
で
、
既
述
の
よ
う
に
教
職
不
適
格
と
さ
れ
た
。
す

な
わ
ち
同
人
は
、
次
の
よ
う
な
別
表
第
一
の
一
号
の
１
．に
掲
げ
ら
れ
た
者
に
該
当
す
る
と
さ
れ
た
。

「
侵
略
主
義
あ
る
ひ
は
好
戦
的
国
家
主
義
を
鼓
吹
し
、
又
は
そ
の
宣
伝
に
積
極
的
に
協
力
し
た
者
及
び
学
説
を
以
て
大
亜
細
亜
政

策
、
東
亜
新
秩
序
そ
の
他
こ
れ
に
類
似
し
た
政
策
や
、
満
州
事
変
、
支
那
事
変
又
は
今
次
の
戦
争
に
、
理
念
的
基
礎
を
与
へ
た
者
」

高
柳
に
対
す
る
不
適
格
理
由
は
、
戦
時
中
に
同
人
の
東
京
帝
大
在
学
時
の
同
級
生
で
あ
る
重
光
葵
（
一
八
八
七
～
一
九
五
七
）
外
相

―
―
高
柳
は
戦
後
、
極
東
軍
事
裁
判
（
東
京
裁
判
：
一
九
四
六
〔
昭
和
二
一
〕
年
五
月
―
四
八
〔
昭
和
二
三
〕
年
一
一
月
）
に
際
し
て

は
、
弁
護
人
と
な
る
―
―
の
要
請
に
よ
り
、
日
本
の
外
交
政
策
を
海
外
に
布
達
す
る
た
め
に
外
務
省
内
に
設
け
ら
れ
た
委
員
会
で
指
導

的
な
役
割
を
は
た
し
、
日
本
の
大
陸
政
策
を
正
当
化
し
よ
う
と
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
戦
争
末
期
の
一
九
四
四
（
昭

和
一
九
）
年
二
月
以
降
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
九
月
に
か
け
て
「
ニ
ッ
ポ
ン
タ
イ
ム
ズ
（
旧
ジ
ャ
パ
ン
タ
イ
ム
ズ
）」
紙
上
に
対
外
宣

伝
記
事
を
掲
載
（「
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
ス
工
作
」）
し
た
の
に
際
し
、
そ
の
中
心
的
な
役
割
を
は
た
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
高
柳
は
同

月
二
三
日
、
中
央
教
職
適
格
審
査
委
員
会
に
再
審
査
す
る
よ
う
に
求
め
、
翌
一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
四
月
、
中
央
審
査
委
員
会
で

は
原
審
査
結
果
を
覆
し
て
適
格
と
判
断
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
Ｃ
Ｉ
Ｅ
再
審
査
委
員
会
は
こ
の
よ
う
な
判
断
を
適
切
な
も
の
と
は
理

（
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解
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
結
局
は
一
九
四
八
（
昭
和
二
三
）
年
九
月
一
三
日
、
Ｃ
Ｉ
Ｅ
局
長
Ｄ
・
ニ
ュ
ー
ジ
ェ
ン
ト
（
海

兵
隊
）
中
佐
が
適
格
と
の
最
終
決
定
を
し
た
。
た
だ
し
そ
の
理
由
が
示
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
同
人
の
場
合
、
教
職
適

格
と
の
最
終
決
定
に
い
た
る
ま
で
に
「
二
年
に
わ
た
る
紆
余
曲
折
の
あ
る
議
論
」
が
な
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
た
だ
し

本
稿
が
よ
り
重
視
し
た
い
の
は
、
高
柳
が
「
学
説
を
以
て
大
亜
細
亜
政
策
、
東
亜
新
秩
序
」
等
の
政
策
や
一
五
年
戦
争
に
「
理
念
的
基

礎
を
与
へ
た
」
か
ど
う
か
の
評
価
で
は
な
い
。
同
人
も
ま
た
事
実
と
し
て
、
小
野
清
一
郎
や
末
弘
と
同
じ
く
日
本
法
理
研
究
会
設
立
当

時
、
そ
の
第
四
部
会
（
大
東
亜
法
関
係
）
の
中
心
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
人
物
で
あ
っ
た
。
ま
た
同
人
は
戦
争
遂
行
に
関
し
、
積
極

的
な
発
言
を
繰
り
返
し
て
い
た
。
し
か
し
末
弘
の
場
合
と
は
異
な
り
、
な
ぜ
文
部
省
は
高
柳
に
つ
い
て
自
動
的
に
教
職
追
放
対
象
と
な

る
べ
き
「
日
本
法
理
研
究
会
」
へ
の
関
与
を
問
題
視
せ
ず
に
、
む
し
ろ
反
対
に
同
人
を
当
初
か
ら
適
格
者
と
し
て
遇
し
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
末
弘
の
場
合
と
く
ら
べ
て
、
文
部
省
に
は
政
治
的
か
つ
偏
頗
な
対
応
が
見
ら
れ
た
と
思
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

⑶
　
小
括
―
―
さ
さ
や
か
な
感
想
―
―

一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
の
日
本
評
論
二
五
巻
五
号
二
四
︱
二
五
頁
に
「
日
本
の
顔
・
そ
の
三
／
帰
国
し
た
末
弘
厳
太
郎
」
―
―

そ
の
表
紙
は
、
愛
用
す
る
マ
ド
ロ
ス
・
パ
イ
プ
を
手
に
し
た
末
弘
の
顔
を
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ
し
た
写
真
を
用
い
た
も
の
で

あ
っ
た
―
―
と
い
う
無
署
名
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
同
記
事
は
、
末
弘
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
論
評
し
て
い
た
（
二
四
︱

二
五
頁
）。

「
…
…
戦
争
が
終
っ
た
と
き
、
田
中
耕
太
郎
さ
ん
は
恐
ら
く
末
弘
さ
ん
追
放
を
た
だ
一
つ
の
目
的
に
、
文
部
省
の
専
門
学
校
局
長

な
ん
て
い
う
、
実
に
つ
ま
ら
ぬ
役
人
に
な
っ
た
。
…
…
た
か
が
一
局
長
に
な
る
た
め
に
、
わ
ざ
わ
ざ
大
学
ま
で
で
た
〔
た
だ
し
東

大
教
授
と
兼
任
で
あ
っ
た
―
引
用
者
〕こ
と
は
、感
情
的
な
う
っ
ぷ
ん
を
晴
ら
す
た
め
と
し
か
、一
寸
考
え
つ
か
な
い
所
作
事
だ
っ

（
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）
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）
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）
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）
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）
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た
。
末
弘
さ
ん
は
覿て
き
め
ん面
に
や
ら
れ
た
〔
教
職
追
放
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
―
同
前
〕。
…
…
／
末
弘
さ
ん
を
オ
ポ
チ
ュ

ニ
ス
ト
だ
と
い
っ
て
非
難
す
る
人
の
間
に
は
、
末
弘
さ
ん
以
上
に
オ
ポ
チ
ュ
ニ
ス
ト
が
沢
山
い
る
。
末
弘
さ
ん
は
さ
す
が
に
戦
時

中
、
軍
事
的
統
制
立
法
の
幇
間
的
な
解
説
を
殆
ん
ど
書
い
て
い
な
か
っ
た
。
末
弘
さ
ん
に
い
わ
せ
れ
ば
、
あ
ん
な
も
の
は
註
釈
す

る
だ
け
馬
鹿
げ
た
こ
と
で
あ
り
、
将
来
の
あ
る
学
者
が
時
間
を
さ
き
、
自
分
本
来
の
勉
強
を
忘
れ
る
に
足
る
だ
け
の
価
値
の
な
い

も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
し
て
末
弘
さ
ん
は
、
門
下
の
人
々
を
督
励
し
て
、
歴
史
や
法
律
の
古
典
を
読
ま
せ
た
り
、
中
国

の
農
村
慣
行
の
調
査
な
ど
に
従
事
さ
せ
て
お
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
の
強
い
確
信
を
も
ち
な
が
ら
、
学
者
と
し
て
の
態
度

を
ま
も
ろ
う
と
し
た
人
は
、
末
弘
さ
ん
の
現
在
の
非
難
者
の
な
か
に
も
余
り
い
な
か
っ
た
」。

田
中
が
末
弘
追
放
を
「
た
だ
一
つ
の
目
的
」
に
文
部
省
の
局
長
（
東
大
教
授
と
の
兼
任
）
と
な
っ
た
と
い
う
の
は
、
信
憑
性
に
乏
し

い
。
し
か
し
こ
の
文
章
は
、
明
ら
か
に
戦
時
期
と
戦
後
の
時
代
に
末
弘
の
身
近
に
い
て
、
そ
の
言
動
を
見
聞
き
す
る
こ
と
が
で
き
た
者

に
よ
る
擁
護
論
で
あ
る
。
一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
七
月
の
盧
溝
橋
事
件
に
よ
る
日
中
正
規
軍
の
偶
発
的
軍
事
衝
突
が
拡
大
し
、
翌

三
八
（
昭
和
一
三
）
年
五
月
国
家
総
動
員
法
が
施
行
さ
れ
て
以
降
、
鮮
明
か
つ
熱
烈
な
大
政
翼
賛
的
言
動
を
展
開
し
た
法
学
者
―
―
労

働
法
な
い
し
社
会
法
に
関
わ
る
者
を
含
む
―
―
は
、
多
く
見
ら
れ
た
。
そ
の
点
で
は
、
末
弘
の
戦
時
中
に
公
刊
さ
れ
た
論
稿
の
な
か
で

の
発
言
は
、
同
記
事
が
い
う
よ
う
に
確
か
に
謙
抑
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
末
弘
は
ま
た
親
ナ
チ
ス
的
言
動
や
肇
国
の
精
神
や
忠
孝
の
道

な
ど
を
声
高
に
唱
え
る
こ
と
を
軽
侮
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
そ
の
反
面
、
戦
時
中
の
末
弘
の
言
動
を
見
た
と
き
、
た
と

え
消
極
的
な
も
の
で
あ
れ
、
時
勢
に
抵
抗
す
る
姿
勢
を
示
す
こ
と
が
な
か
っ
た
の
も
、
確
か
で
あ
る
。
む
し
ろ
末
弘
は
戦
時
期
、
総
力

戦
体
制
に
寄
り
添
う
姿
勢
を
示
し
て
い
た
。
中
国
東
北
部
に
お
け
る
慣
行
調
査
に
携
わ
っ
た
こ
と
も
、
戦
後
こ
れ
に
関
与
し
た
者
た
ち

の
多
く
が
自
己
弁
明
的
に
主
張
し
て
い
る
の
と
は
異
な
り
、
客
観
的
に
見
れ
ば
体
制
翼
賛
的
・
対
外
政
策
へ
の
協
力
的
な
性
質
を
有
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。
末
弘
に
と
っ
て
法
の
「
科
学
的
研
究
」
で
あ
る
法
社
会
学
と
は
価
値
中
立
的
な
も
の
と
の
理
解
を
し
て
い
た
け
れ

（
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ど
も
、
そ
の
よ
う
な
態
度
を
取
る
こ
と
自
体
政
治
的
価
値
選
択
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
末
弘
は
戦
時
中
、

外
国
法
理
な
い
し
そ
の
模
倣
で
は
な
く
、「
法
学
的
に
洗
練
さ
れ
た
日
本
的
法
理
念
」
を
確
立
す
る
と
も
に
、「
日
本
社
会
の
現
実
を
法

的
に
捕
捉
で
き
る
法
律
技
術
」
を
用
意
す
る
必
要
を
主
張
し
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
末
弘
は
「
日
本
法
理
研
究
会
」
に
も
積
極
的
に
関

与
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
も
っ
て
た
だ
ち
に
実
質
的
に
教
職
追
放
に
値
し
た
と
断
言
す
る
こ
と
は
で
き
る
だ
ろ

う
か
。
末
弘
が
在
籍
し
た
東
大
法
学
部
内
に
設
け
ら
れ
た
適
格
審
査
委
員
会
に
お
い
て
は
、
既
述
の
よ
う
に
教
職
適
格
と
判
定
さ
れ
て

い
た
（
教
職
追
放
に
該
当
す
る
と
は
判
断
さ
れ
な
か
っ
た
）。
末
弘
が
教
職
追
放
さ
れ
た
―
―
し
か
も
（
制
度
発
足
当
初
の
）
不
服
申

立
の
機
会
も
与
え
ら
れ
な
い
、「
別
表
第
二
」
第
五
号
の
該
当
者
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
た
―
―
こ
と
に
は
、
や
は
り
釈
然
と
し
な

い
も
の
を
感
じ
ざ
る
を
え
な
い
（
末
弘
を
オ
ポ
チ
ュ
ニ
ス
ト
と
非
難
し
た
者
の
な
か
に
、
末
弘
以
上
に
オ
ポ
チ
ュ
ニ
ス
ト
が
多
く
い
た

の
も
、
実
際
そ
の
通
り
で
あ
る
と
思
う
）。
少
な
く
と
も
、
教
職
追
放
と
な
っ
た
と
の
事
実
の
み
を
も
っ
て
、
た
だ
ち
に
末
弘
を
非
難
・

批
判
に
値
す
る
と
は
考
え
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
。
末
弘
の
戦
時
中
の
言
動
を
い
か
に
捉
え
、
理
解
し
、
そ
し
て
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に

評
価
す
べ
き
か
と
い
う
問
題
と
、
敗
戦
直
後
の
教
職
追
放
事
実
と
は
明
確
に
区
別
し
て
議
論
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
59
）　

末
弘
に
替
わ
っ
て
東
京
大
学
で
労
働
法
を
講
じ
た
（
一
九
四
七
〔
昭
和
二
二
〕
年
九
月
一
五
日
―
一
九
五
一
〔
昭
和
二
六
〕
年
三
月
）
の
は
「
戦

後
労
働
法
学
の
パ
イ
オ
ニ
ア
」（
片
岡　

曻
）
と
評
さ
れ
た
吾
妻
光
俊
（
一
九
〇
三
～
一
九
七
三
）
で
あ
っ
た
（「
名
誉
教
授
吾
妻
光
俊
先
生
年
譜
」

一
橋
論
叢
五
七
巻
五
号
〔
一
九
六
七
〕
一
二
四
頁
参
照
）。
な
お
一
九
五
一
（
昭
和
二
六
）
年
四
月
以
降
は
、
石
川
吉
右
衞
門
（
一
九
一
九
～

二
〇
〇
五
）
が
引
き
継
い
だ
（
同
「
略
歴
」
東
京
大
学
労
働
法
研
究
会
『
註
釈
労
働
組
合
法
』
上
巻
〔
有
斐
閣
・
一
九
八
〇
〕
収
録
一
頁
）。

（
60
）　

た
だ
し
同
人
は
、
労
働
法
に
関
す
る
講
義
を
継
続
す
る
こ
と
に
は
意
欲
的
で
あ
っ
た
。
末
弘
「『
教
授
』
辞
任
の
弁
」
帝
国
大
学
新
聞
九
八
四

（
一
九
四
六
年
五
月
一
日
）
号
（
同
『
復
刻
版
』
一
七
巻
〔
不
二
出
版
・
一
九
八
五
〕
二
四
八
頁
）。
こ
れ
に
対
し
当
時
法
学
部
長
の
職
に
あ
っ

た
我
妻
栄
は
同
紙
次
号
（
九
八
五
〔
五
月
一
一
日
〕
号
〔『
復
刻
版
』
二
五
一
頁
〕）
に
「
大
学
教
授
の
進
む
べ
き
途
―
―
末
弘
教
授
の
退
職
に
つ

（
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）

（
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）
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い
て
―
―
」
と
題
す
る
エ
ッ
セ
イ
を
寄
稿
し
、「
今
日
の
我
国
に
お
け
る
労
働
問
題
が
大
学
教
授
の
任
務
に
劣
ら
ず
重
要
性
を
も
つ
も
の
で
あ
る

こ
と
は
、
私
も
認
め
る
。
し
か
し
、
末
弘
教
授
が
そ
の
衡
に
当
つ
て
、
お
そ
ら
く
は
他
に
か
け
が
え
の
な
い
第
一
人
者
で
あ
る
こ
と
も
、
確
で
あ

ろ
う
。
…
…
日
本
全
体
の
立
場
か
ら
み
て
、
教
授
の
志
の
や
う
に
大
学
教
授
の
職
を
退
い
て
い
た
だ
く
こ
と
も
や
む
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
か
」
と

の
べ
て
い
た
。

（
61
）　

六
本
佳
平
「
末
弘
法
社
会
学
―
―
戦
後
法
社
会
学
と
の
対
比
」
六
本
・
吉
田
〔
編
〕
前
掲
書
二
四
二
頁
お
よ
び
七
戸
克
彦
「
九
州
帝
国
大
学
法

文
学
部
内
訌
事
件
―
―
東
京
帝
国
大
学
・
京
都
帝
国
大
学
の
内
紛
・
辞
職
事
例
と
の
比
較
―
―
」法
政
研
究
八
一
巻
四
号（
二
〇
一
五
）六
九
八
頁
。

（
62
）　

以
下
の
記
述
に
際
し
て
は
、
山
本
礼
子
『
占
領
下
に
お
け
る
教
職
追
放
―
Ｇ
Ｈ
Ｑ
・
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
文
書
に
よ
る
研
究
―
』（
明
星
大
学
出
版
部
・

一
九
九
四
）
を
主
要
な
資
料
と
し
て
利
用
し
た
。
同
書
は
そ
の
副
題
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
連
合
国
総
司
令
部
に
お
け
る
政
策
実
施
機
関
で

あ
っ
た
Ｃ
Ｉ
Ｅ
民
間
情
報
教
育
局Civil Inform

ation and Education Section

に
関
す
る
ア
メ
リ
カ
公
文
書
館N

ational A
rchives and 

Records A
dm

inistration, N
A

RA
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
文
書
類
―
―
そ
の
マ
イ
ク
ロ
・
フ
ィ
ル
ム
化
さ
れ
た
も
の
は
日
本
で
も
利
用
で
き
る

―
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
教
職
追
放
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
こ
と
に
、
そ
の
意
義
が
あ
る
。
と
く
に
Ｃ
Ｉ
Ｅ
再
審
査
記
録
お
よ

び
そ
れ
に
関
わ
る
諸
記
録
が
存
在
す
る
、
後
述
す
る
末
弘
の
例
を
含
む
大
学
教
員
に
関
す
る
事
例
六
件
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
Ｃ
Ｉ

Ｅ
内
部
に
お
け
る
審
査
内
容
や
経
緯
、
文
部
省
と
の
や
り
取
り
お
よ
び
本
人
の
反
論
な
ど
具
体
的
に
示
さ
れ
て
お
り
、
興
味
深
い
。
た
だ
し
そ
の

記
述
内
容
に
は
、
対
応
す
る
日
本
側
の
資
料
と
対
照
さ
せ
る
な
ど
の
作
業
を
十
分
に
し
て
い
る
よ
う
に
は
思
わ
れ
ず
、
ま
た
事
実
関
係
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
明
確
さ
に
欠
け
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
同
人
に
は
類
書
と
し
て
『
米
国
対
日
占
領
下
に
お
け
る
「
教
職

追
放
」
と
教
職
適
格
審
査
』（
学
術
出
版
会
・
二
〇
〇
七
）
が
あ
る
。
し
か
し
同
書
は
内
容
的
に
、
と
く
に
前
半
部
分
は
前
掲
『
占
領
下
に
お
け

る
教
職
追
放
』
と
重
複
し
て
い
る
の
で
、
引
用
を
省
略
す
る
。

（
63
）　

こ
れ
ら
二
つ
の
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
指
令
に
つ
い
て
は
、
山
本
・
同
前
書
三
五
四
︱
三
五
七
頁
に
「
資
料
」
一
・
二
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。
日
本
独

自
の
制
度
が
発
足
す
る
前
の
一
年
間
に
自
ら
辞
職
し
た
者
は
一
一
万
五
七
七
八
名
で
あ
っ
た
と
、
文
部
省
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
報
告
し
た
（
同
前
書
三
頁
）

と
い
う
。

（
64
）　

同
勅
令
に
つ
い
て
も
、
同
前
書
三
五
八
︱
三
五
九
頁
に
「
資
料
3
」
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
65
）　

こ
れ
に
つ
い
て
も
、
同
前
書
三
六
〇
︱
三
六
五
頁
「
資
料
4
」
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
66
）　

杉
本
貴
志
「
大
学
教
員
と
『
戦
争
責
任
』
―
―
慶
大
に
お
け
る
教
員
適
格
審
査
と
教
職
追
放
の
概
要
」
白
井
厚
〔
編
〕『
大
学
と
ア
ジ
ア
太
平
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洋
戦
争
：
戦
争
史
研
究
と
体
験
の
歴
史
化
』（
日
本
経
済
評
論
社
・
一
九
九
六
）
三
〇
四
頁
。

（
67
）　

山
本
・
前
掲
『
占
領
下
に
お
け
る
教
職
追
放
』
三
六
六
︱
三
七
〇
頁
に
「
資
料
５
」
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。
な
お
再
審
査
を
行
な
う
べ
き

中
央
教
職
員
適
格
審
査
委
員
会
々
長
は
新
派
・
教
育
刑
主
義
の
泰
斗
・
牧
野
英
一
（
一
八
七
八
～
一
九
七
〇
）
で
あ
っ
た
。
彼
の
も
と
で
は
、
軍

国
主
義
鼓
吹
の
意
図
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
策
に
準
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
者
は
責
め
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
し
て
、
原
審
不
適

格
判
定
の
多
く
を
覆
し
適
格
に
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
対
し
Ｃ
Ｉ
Ｅ
は
批
判
的
で
あ
っ
た
よ
う
だ
（
山
本
・
同
前
書
一
六
〇
頁
）。

（
68
）　

杉
本
・
前
掲
論
文
三
〇
三
頁
（
注
）
１
。
な
お
審
査
対
象
と
な
っ
た
大
学
教
員
は
、
一
九
五
二
年
の
集
計
で
は
約
二
万
四
五
七
二
名
を
数
え
た
。

敗
戦
か
ら
教
員
適
格
審
査
制
度
が
整
備
さ
れ
る
ま
で
の
、
わ
ず
か
一
年
未
満
の
あ
い
だ
に
、
一
一
万
人
を
超
え
る
教
員
が
辞
職
し
て
い
る
事
実
に

も
注
目
す
べ
き
か
も
し
れ
な
い
（
同
前
所
）。
そ
の
な
か
に
は
、
日
本
が
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
し
た
翌
月
の
一
九
四
五
年
九
月
に
は
早
く
も
、

職
（
国
学
院
大
学
教
授
）
を
辞
し
て
い
た
考
古
学
者
・
後
藤
守し
ゅ
い
ち一
（
一
八
八
八
～
一
九
六
〇
）
の
よ
う
な
者
も
含
ま
れ
て
い
た
。
同
人
は
皇
国
史

観
の
立
場
か
ら
考
古
学
資
料
を
理
解
し
、
軍
国
主
義
を
鼓
舞
し
な
が
ら
も
、
公
職
（
教
職
？
）
追
放
の
対
象
と
な
ら
ず
、
戦
後
も
神
武
天
皇
実
在

を
歴
史
的
事
実
と
し
て
主
張
し
た
（
明
治
大
学
教
授
）
が
、
誰
も
こ
れ
を
批
判
す
る
こ
と
な
く
、
戦
前
と
同
じ
く
学
界
で
重
き
を
な
し
て
い
た
（
春

成
秀
爾
『
考
古
学
者
は
ど
う
生
き
た
か
：
考
古
学
と
社
会
』〔
学
生
社
・
二
〇
〇
三
〕
一
五
〇
頁
以
下
参
照
）。

（
69
）　

山
本
・
前
掲
『
占
領
下
に
お
け
る
教
職
追
放
』
五
九
︱
六
二
頁
お
よ
び
一
九
六
頁
。

（
70
）　

山
本
・
同
前
書
三
〇
七
頁
。

（
71
）　

正
し
く
は
「
文
部
省
よ
り
教
職
追
放
の
指
定
を
受
け
て
、
内
閣
総
理
大
臣
辞
令
に
よ
り
東
京
帝
国
大
学
教
授
を
免
官
」
と
表
現
さ
れ
る
べ
き
な

の
で
あ
ろ
う
（
吉
田
・
前
掲
稿
・
資
料
一
・
一
五
七
頁
参
照
）。

（
72
）　

磯
村　

哲
『
社
会
法
学
の
展
開
と
構
造
』（
日
本
評
論
社
・
一
九
七
五
）
六
二
頁
以
下
を
参
照
。

（
73
）　

従
来
か
ら
、
多
く
の
者
に
よ
り
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
竹
内
洋
「
帝
大
粛
正
運
動
の
誕
生
・
猛
攻
・
蹉
跌
」
竹
内
＝
佐
藤
卓
巳
〔
編
〕『
日
本

主
義
的
教
養
の
時
代
：
大
学
批
判
の
古
層
』〔
柏
書
房
・
二
〇
〇
六
〕
一
一
︱
四
九
頁
お
よ
び
植
村
和
秀
「
天
皇
機
関
説
批
判
の
『
論
理
』：『
官
僚
』

批
判
者
蓑
田
胸
喜
」
同
前
書
五
一
︱
八
九
頁
は
、
最
新
の
も
の
で
あ
る
。

（
74
）　

こ
れ
以
外
の
別
表
二
第
五
号
が
か
か
げ
る
「
次
の
団
体
の
何
れ
か
」
と
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

昭
和
二
一
年
勅
令
第
百
一
号
第
二
条
及
び
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
団
体

原
理
日
本
社
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日
本
学
生
協
会

朱
光
会

全
国
大
学
教
授
聯
盟

七
生
社

（
75
）　

同
人
は
吾
妻
光
俊
の
父
親
で
、
大
審
院
々
長
を
務
め
、
退
官
後
は
明
治
大
学
学
長
・
総
長
と
な
っ
た
横
田
秀
雄
（
一
八
六
二
～
一
九
三
八
）

―
詳
し
く
は
、
横
田
正
俊
『
父
を
語
る
：
横
田
秀
雄
小
傳
』（
厳
正
堂
・
一
九
四
二
）
を
参
照
―
―
と
同
じ
く
、
長
野
県
松
代
町
（
松
代
藩
）

に
関
係
あ
る
者
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
同
人
は
幕
末
、
佐
久
間
象
山
、
鎌
原
桐
山
と
と
も
に
「
松
代
の
三
山
」
と
い
わ
れ
た
山
寺
常
山
の
孫
に
あ

た
る
。

（
76
）　

詳
し
く
は
、
白
羽
祐
三
『「
日
本
法
理
研
究
会
」
の
分
析
』（
中
央
大
学
出
版
部
・
一
九
九
八
）
を
参
照
。
な
お
同
前
書
四
二
九
︱
四
三
一
頁
に
は
、

「
叢
書
」
第
一
か
ら
第
二
七
輯
ま
で
の
執
筆
者
と
表
題
の
一
覧
表
が
示
さ
れ
て
い
る
。

（
77
）　

白
羽
・
同
前
書
一
五
三
︱
一
五
四
頁
。

（
78
）　

小
野
「
博
士
の
足
跡
」（「
足
跡
を
か
え
り
み
て
―
―
先
輩
・
同
僚
・
後
輩
の
見
た
末
弘
博
士
の
人
間
像
―
―
」）
法
律
時
報
二
三
巻
一
一
号

〔
一
九
五
一
〕
五
九
頁
。

（
79
）　

白
羽
・
前
掲
書
一
四
九
︱
一
五
四
頁
、
二
七
九
︱
二
九
二
頁
。　

（
80
）　

山
本
・
前
掲
『
占
領
下
に
お
け
る
教
職
追
放
』
二
〇
一
頁
。

（
81
）　

東
京
大
学
法
学
部
内
に
設
け
ら
れ
た
適
格
審
査
委
員
会
で
教
職
不
適
格
と
さ
れ
「
追
放
」
対
象
に
該
当
す
る
と
さ
れ
た
の
は
、
神
川
彦
松
（
国

際
政
治
学
・
一
八
八
九
～
一
九
八
八
）
と
高
柳
賢
三
（
英
米
法
）
で
あ
っ
た
（
帝
国
大
学
新
聞
一
〇
〇
〇
〔
一
九
四
六
・
一
〇
・
一
六
〕
号
〔
前

掲
『
復
刻
版
』
二
九
三
頁
〕）。

（
82
）　

七
戸
・
前
掲
論
文
六
九
八
︱
六
九
九
頁
。
た
だ
し
の
ち
に
「
自
動
追
放
」
該
当
者
は
、
特
別
の
場
合
に
か
ぎ
り
、
文
部
大
臣
に
不
適
格
指
定
の

撤
回
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
修
正
さ
れ
た
（
山
本
・
前
掲
『
占
領
下
に
お
け
る
教
職
追
放
』
二
一
︱
二
一
八
頁
〔
註
〕
72
参
照
）。

（
83
）　

末
弘
の
場
合
、
第
二
部
会
（
民
事
法
理
）
部
会
長
と
し
て
、「
日
本
身
分
法
理
研
究
要
綱
（
特
輯
一
）」（
昭
和
一
六
年
八
月
二
七
日
〔
白
羽
・

前
掲
書
二
五
七
︱
二
七
一
頁
参
照
〕）「
日
本
身
分
法
要
綱
案
（
特
輯
六
）」（
昭
和
一
九
年
二
月
一
〇
日
〔
同
前
書
・
二
七
一
︱
二
七
八
頁
参
照
〕）

の
取
り
ま
と
め
に
携
わ
っ
た
こ
と
が
重
視
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
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（
84
）　

同
紙
〔
復
刻
版
〕（
不
二
出
版
・
一
九
八
五
）
一
七
巻
二
九
五
頁
。

（
85
）　

山
本
・
前
掲
『
占
領
下
に
お
け
る
教
職
追
放
』
一
九
一
頁
。
読
売
新
聞
一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
一
〇
月
一
日
（
一
）「
末
弘
厳
太
郎
氏
罷

免
／
教
員
追
放
令
に
該
当
決
定
」
参
照
。

（
86
）　

山
本
・
同
前
書
一
九
一
︱
一
九
二
頁
。
た
だ
し
同
前
所
に
よ
れ
ば
、
末
弘
に
よ
る
抗
議
の
二
回
目
は
一
〇
月
一
七
日
で
あ
っ
た
が
、
一
回
目
の

日
付
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
。

（
87
）　

相
良
は
少
年
時
代
よ
り
、
田
中
耕
太
郎
の
教
え
を
受
け
、
東
京
帝
大
在
学
時
に
は
指
導
教
官
で
あ
り
、
そ
し
て
教
職
追
放
が
問
題
と
な
っ
て
い

た
当
時
は
、
田
中
を
直
属
上
司
と
す
る
地
位
に
あ
っ
た
（
山
本
・
前
掲
『
占
領
下
に
お
け
る
教
職
追
放
』
一
九
五
頁
）。
同
人
は
そ
の
後
、

一
九
五
二
（
昭
和
二
七
）
年
一
〇
月
、
京
都
大
学
事
務
局
長
に
転
出
し
、
一
九
五
四
（
昭
和
二
九
）
年
四
月
か
ら
ユ
ネ
ス
コ
本
部
（
パ
リ
）
勤
務

を
へ
て
一
九
五
五
（
昭
和
三
〇
）
年
八
月
以
降
、
同
大
学
で
教
育
行
政
学
を
講
じ
た
。
同
人
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
高
木
英
明
「
相
良
惟
一
教
授

の
生
涯
と
業
績
」
日
本
教
育
行
政
学
年
報
一
三
号
（
一
九
八
七
）
二
六
〇
︱
二
七
二
頁
参
照
。

（
88
）　

山
本
前
掲
『
占
領
下
に
お
け
る
教
職
追
放
』
一
九
五
頁
（W
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（78
）〔
山
本
訳
〕）。
田
中
が
相
良
に
直
接
指
示
し
た
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
相
良
の
末
弘
評
価
と
対

応
は
、
あ
た
か
も
田
中
の
「
意
」
を
忖
度
し
て
な
さ
れ
た
と
理
解
さ
れ
て
も
し
か
た
が
な
い
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

（
89
）　

そ
の
際
に
相
良
は
、
末
弘
の
「
教
育
者
と
し
て
の
思
想
的
節
操
を
欠
く
に
至
っ
た
」
こ
と
の
論
拠
と
し
て
、
末
弘
が
「
日
本
法
理
探
求
の
方
法

に
関
す
る
一
考
察
」
と
の
副
題
を
付
し
た
講
演
録
（
一
九
四
三
〔
昭
和
一
八
〕
年
一
〇
月
六
日
に
日
本
諸
学
振
興
会
）
で
あ
る
「
法
律
と
慣
習
」

法
律
時
報
一
五
巻
一
一
号（
一
九
四
三
）二
︱
六
頁
を
あ
げ
て
い
た
よ
う
で
あ
る（
同
前
書
・
二
〇
一
︱
二
〇
二
頁
）。し
か
し
同
前
講
演
録
を
も
っ

て
、
末
弘
を
軍
国
主
義
・
国
家
主
義
に
「
迎
合
し
た
者
」
と
非
難
・
批
判
す
る
こ
と
は
、
牽
強
付
会
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
末
弘
自
身
も
同
稿

を
戦
後
刊
行
し
た
『
続
民
法
雑
記
帳
』（
日
本
評
論
社
・
一
九
四
九
）
に
副
題
も
そ
の
ま
ま
に
収
録
し
て
い
た
。
ま
た
川
島
武
宣
は
法
律
時
報

二
二
巻
一
号
（
一
九
五
〇
）
で
「
末
弘
法
学
の
理
解
の
た
め
に
」
と
の
副
題
を
付
し
て
「
新
刊
書
評
」
四
八
︱
五
〇
頁
で
同
書
を
と
り
あ
げ
、
と

く
に
同
前
稿
「
法
律
と
慣
習
」
に
つ
い
て
、「
社
会
に
生
き
て
い
る
法
と
、
そ
の
中
か
ら
と
り
上
げ
ら
れ
法
技
術
的
に
加
工
さ
れ
た
法
と
は
、
ど

の
よ
う
な
関
係
に
立
つ
か
」（
同
前
稿
四
九
頁
）
と
の
課
題
を
前
著
『
民
法
雑
記
帳
』
か
ら
発
展
さ
せ
て
「
国
家
法
と
『
生
け
る
法
』
と
の
平
板

的
な
優
劣
の
か
わ
り
に
、
動
的
な
力
学
的
関
係
が
呈
示
さ
れ
て
い
る
」（
同
前
稿
五
〇
頁
）
と
論
評
し
て
い
る
。
ま
た
清
水
誠
「
続
・
市
民
法
の

目
〔
二
〇
〕
末
弘
厳
太
郎
著
作
集
刊
行
の
夢
」
法
律
時
報
七
三
巻
一
号
（
二
〇
〇
一
）
八
五
頁
も
『
続
民
法
雑
記
帳
』
へ
の
収
録
と
い
う
事
実
に
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着
目
し
て
、「
末
弘
に
は
、『
日
本
法
理
』
の
チ
ョ
ウ
チ
ン
を
も
っ
た
と
い
う
意
識
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
」
と
推
測
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら

同
書
が
末
弘
の
没
後
、
一
九
五
三
（
昭
和
二
八
）
年
に
戒
能
通
孝
（
民
法
・
法
社
会
学
・
一
九
〇
八
～
一
九
七
五
）
に
よ
り
『
民
法
雑
記
帳
』
上
・

下
と
編
纂
し
な
お
さ
れ
て
刊
行
さ
れ
る
に
際
し
て
―
―
末
弘
自
身
は
、
同
書
〔
続
編
〕「
は
し
が
き
」
の
な
か
で
、
同
論
文
に
つ
い
て
表
題
を
あ

げ
て
、
あ
え
て
言
及
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
―
―
本
来
収
録
さ
れ
る
べ
き
下
巻
か
ら
削
除
さ
れ
て
、
今
日
に
い
た
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、

そ
れ
は
末
弘
の
教
職
追
放
と
い
う
事
実
を
考
慮
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
そ
の
よ
う
な
（
う
わ
べ
を
取
り
繕
う
か
の
ご
と
き
）

戒
能
の
編
集
態
度
に
は
大
い
に
疑
問
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
90
）　

帝
国
大
学
新
聞
は
、
末
弘
お
よ
び
安
井　

郁
（
国
際
法
・
一
九
〇
七
～
一
九
八
〇
）
―
―
後
で
言
及
す
る
―
―
の
教
職
追
放
問
題
に
つ
い
て

一
〇
〇
五
（
一
九
四
六
〔
昭
和
二
一
〕
年
一
一
月
二
〇
日
）
号
（『
復
刻
版
』
三
〇
七
頁
）、
一
〇
〇
六
（
同
年
一
一
月
二
七
日
）
号
（
同
前

三
〇
九
頁
）、
一
〇
〇
七
（
同
年
一
二
月
四
日
）
号
（
同
前
三
一
一
頁
）、
一
〇
〇
八
号
（
同
年
一
二
月
一
一
日
）
号
（
同
前
三
一
五
頁
）

一
〇
〇
九
（
一
九
四
七
〔
昭
和
二
二
〕
年
一
月
一
日
）
号
（
同
前
三
一
七
頁
）
お
よ
び
一
〇
一
四
（
同
年
二
月
一
二
日
）
号
（
同
前
三
三
一
頁
）

等
で
扱
っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
六
本
・
前
掲
稿
二
四
三
頁
（
註
）
29
は
、
末
弘
の
教
職
追
放
問
題
を
慎
重
に
も
「
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
限

り
で
は
な
い
」
と
し
て
い
る
。
し
か
し
本
稿
で
は
あ
え
て
紹
介
し
た
い
。
具
体
的
に
は
、
戦
前
の
平
賀
粛
学
以
来
の
田
中
耕
太
郎
の
言
動
が
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
。
と
く
に
後
述
す
る
そ
れ
と
重
複
し
な
い
の
は
、
末
弘
が
法
学
部
長
（
一
九
四
二
〔
昭
和
一
七
〕
年
三
月
―
一
九
四
五
〔
昭
和

二
〇
〕
年
三
月
）
の
と
き
の
法
理
学
担
当
教
員
を
め
ぐ
る
人
事
の
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
末
弘
ら
が
、
同
科
目
に
関
す
る
専
任
者
が
い
な
い
の

は
学
問
発
展
の
た
め
に
望
ま
し
く
な
い
と
し
て
尾
高
朝
雄
（
京
城
帝
大
教
授
〔
当
時
〕・
一
八
九
九
～
一
九
五
六
）
を
招
聘
し
よ
う
と
し
た
の
に

対
し
、
田
中
側
が
田
中
自
ら
、
つ
い
で
野
田
良
之
（
東
京
帝
大
助
教
授
〔
当
時
〕・
一
九
一
二
～
一
九
八
五
）
を
推
し
、
最
終
的
に
は
教
授
会
多

数
の
意
思
に
よ
り
尾
高
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
な
お
山
本
・
前
掲
『
占
領
下
に
お
け
る
教
職
追
放
』
一
九
六
︱

一
九
七
頁
は
、
一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
一
一
月
一
八
日
と
二
二
日
の
両
日
、
Ｃ
Ｉ
Ｅ
を
訪
れ
た
学
生
代
表
に
よ
り
、
同
旨
の
主
張
（「
教
職

員
適
格
審
査
の
実
情
検
討
に
関
す
る
嘆
願
書
」）
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
。

（
91
）　

山
本
・
同
前
書
一
九
八
︱
一
九
九
頁
。

（
92
）　

公
職
追
放
に
つ
い
て
、
そ
の
詳
細
は
増
田
弘
『
公
職
追
放
論
』（
岩
波
書
店
・
一
九
九
八
）
を
参
照
。
小
野
清
一
郎
の
場
合
は
、
公
職
追
放
と
な
っ

て
い
た
こ
と
か
ら
、
自
動
的
に
教
職
に
つ
い
て
も
追
放
対
象
者
と
な
っ
て
い
た
。

（
93
）　

末
弘
は
旧
制
一
高
で
水
泳
部
・
端
艇
部
の
ほ
か
に
撃
剣
（
剣
道
）
部
に
も
参
加
し
（
七
戸
克
彦
「
末
弘
厳
太
郎
の
青
春
―
―
新
渡
戸
稲
造
一
高
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校
長
排
斥
事
件
の
扇
動
者
―
―
」
法
政
研
究
八
二
巻
二
＝
三
号
〔
二
〇
一
五
〕
三
九
九
頁
以
下
を
参
照
）、
大
学
で
も
撃
剣
部
に
所
属
し
て
い
た

こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
大
日
本
武
徳
会
の
「
役
員
」
―
―
た
だ
し
い
か
な
る
地
位
・
役
職
に
就
い
て
い
た
の
か
は
不
明
―
―
と
な
っ
て
い
た
の
は
、

自
然
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
大
日
本
武
徳
会
と
占
領
政
策
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
山
本
礼
子
『
米
国
対
日
占
領
政
策
と
武
道
教
育

―
大
日
本
武
徳

会
の
興
亡
―
―
』（
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
・
二
〇
〇
三
）
を
参
照
。

（
94
）　

山
本
・
前
掲
『
占
領
下
に
お
け
る
教
職
追
放
』
一
九
九
頁
。
当
時
、
末
弘
の
武
徳
会
と
の
関
係
で
の
公
職
追
放
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
社
会
的

な
話
題
に
な
っ
て
い
た
よ
う
だ
（
た
と
え
ば
江
渕
駿
太
郎
「
人
の
横
顔
／
中
労
委
会
長
・
末
弘
厳
太
郎
」
労
働
評
論
三
巻
一
号
〔
一
九
四
八
〕

三
五
頁
を
参
照
）。

（
95
）　

山
本
・
同
前
所
。

（
96
）　

馬
場
健
一「『
科
学
的
』調
査
と
研
究
者
の
政
治
責
任
―
―
華
北
農
村
慣
行
調
査
と
そ
の
評
価
を
め
ぐ
っ
て
―
―
」法
社
会
学
五
七
号（
二
〇
〇
一
）

一
八
八
頁
（
註
）
６
。

（
97
）　

吉
田
・
前
掲
論
文
一
五
三
頁
お
よ
び
石
田　

眞
「
末
弘
法
学
の
軌
跡
」
六
本
・
吉
田
〔
編
〕
前
掲
書
一
六
一
︱
一
六
二
頁
。
な
お
前
掲
『
日
本

の
法
学
』
に
収
録
さ
れ
た
座
談
会
中
、「
日
本
法
理
研
究
会
」
に
関
す
る
箇
所
（
一
六
二
︱
一
六
八
頁
に
お
け
る
座
談
会
参
加
者
と
の
や
り
取
り
）

で
、
末
弘
が
こ
れ
を
あ
た
か
も
他
人
事
の
ご
と
く
語
っ
て
い
る
こ
と
に
は
、
い
さ
さ
か
驚
か
さ
れ
た
。

（
98
）　

前
年
（
一
九
三
八
〔
昭
和
一
三
〕）
年
五
月
に
、
第
一
次
近
衛
内
閣
の
文
部
大
臣
に
就
任
し
た
陸
軍
皇
道
派
の
荒
木
貞
夫
に
よ
る
大
学
改
革
＝

自
治
へ
の
干
渉
へ
の
対
応
に
心
労
を
重
ね
た
長
与
又
郎
（
一
八
七
八
～
一
九
四
一
）
前
総
長
が
、
同
年
一
〇
月
に
一
応
の
解
決
を
見
た
と
し
て
翌

一
一
月
八
日
に
依
願
免
本
官
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
紆
余
曲
折
の
結
果
、
出
身
学
部
の
工
学
部
で
は
な
く
、
田
中
を
中
心
と
し
た
法
学
部
教
授
会

グ
ル
ー
プ
の
支
援
に
よ
り
就
任
し
た
（
編
集
委
員
会
『
東
京
大
学
百
年
史
』
通
史
二
（
東
京
大
学
出
版
会
・
一
九
八
五
）
八
八
七
︱
八
八
九
頁
）。

（
99
）　

こ
の
間
の
経
緯
お
よ
び
「
平
賀
粛
学
」
に
つ
い
て
は
、
同
前
『
東
京
大
学
百
年
史
』
通
史
二
・
八
九
二
︱
八
九
八
頁
の
ほ
か
、
竹
内
・
前
掲
書

一
六
一
頁
以
下
が
詳
し
い
。
ま
た
七
戸
・
前
掲
「
内
訌
事
件
」
六
九
六
︱
六
九
八
頁
も
併
せ
て
参
照
。
さ
ら
に
丸
山
眞
男
・
福
田
歓
一
〔
編
〕『
聞

き
書
き
・
南
原
繁
回
顧
録
』（
東
京
大
学
出
版
会
・
一
九
八
九
）一
九
八
︱
二
一
四
頁
に
お
け
る
南
原
の
述
懐
を
参
照
。当
事
者
で
あ
る
田
中
側（
自

身
）
に
よ
る
回
顧
と
し
て
、
柳
沢　

健
／
田
中
耕
太
郎
述
『
生
き
て
来
た
道
』（
世
界
の
日
本
社
・
一
九
五
〇
〔
復
刻
版
〕
大
空
社
・
一
九
九
七
）

九
三
︱
一
一
六
頁
が
あ
る
。

（
100
）　

こ
れ
に
つ
い
て
も
、
七
戸
・
同
前
論
文
六
九
三
︱
六
九
六
頁
を
参
照
。
や
は
り
よ
り
詳
し
く
は
、
丸
山
・
福
田
〔
編
〕
同
前
書
二
一
五
︱
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二
二
五
頁
に
お
け
る
南
原
の
回
顧
談
を
参
照
。
ま
た
横
田
サ
イ
ド
か
ら
眺
め
た
「
平
賀
粛
学
」「
安
井
昇
格
」
問
題
に
つ
い
て
は
、
矢
内
原
忠
雄
・

鈴
木
安
蔵
と
併
せ
て
横
田
と
い
う
思
想
的
に
も
、
政
治
的
信
条
も
異
な
る
三
名
の
「
知
識
人
」
に
関
す
る
戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
の
半
生
と
思

想
と
を
比
較
検
討
し
た
竹
中
佳
彦
『
日
本
政
治
史
の
中
の
知
識
人
―
自
由
主
義
と
社
会
主
義
の
交
錯
―
』（
上
）（
木
鐸
社
・
一
九
九
五
）
二
七
八

︱
二
八
四
頁
を
参
照
。
な
お
田
中
の
弟
子
で
あ
る
鈴
木
竹
雄
『
幾
山
河
：
商
法
学
者
の
思
い
出
』（
有
斐
閣
・
一
九
九
三
）
一
八
六
︱
一
八
八
頁

に
よ
れ
ば
、
反
対
票
は
、
田
中
・
横
田
以
外
に
は
、
江
川
英
文
（
国
際
私
法
・
一
八
九
八
～
一
九
六
六
）、
田
中
二
郎
（
行
政
法
・
一
九
〇
六
～

一
九
八
二
）、
石
井
良
助
（
日
本
法
制
史
・
一
九
〇
七
～
一
九
九
三
）
お
よ
び
鈴
木
（
商
法
・
一
九
〇
五
～
一
九
九
五
）
を
併
せ
て
も
、
わ
ず
か

六
票
で
あ
っ
た
と
い
う
（
つ
ま
り
、
こ
の
よ
う
な
投
票
行
動
は
、
後
述
す
る
当
時
、
学
部
教
授
会
主
流
の
「
リ
ベ
ラ
ル
」
派
と
目
さ
れ
た
人
び
と

の
あ
る
べ
き
そ
れ
と
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
）。

（
101
）　

戦
後
、
安
井
は
最
終
的
に
教
職
追
放
に
該
当
す
る
と
さ
れ
、
東
京
大
学
を
退
官
し
た
が
、
そ
こ
に
い
た
る
経
緯
は
、
や
は
り
紆
余
曲
折
し
た
経

過
を
た
ど
っ
た
。
す
な
わ
ち
東
京
帝
大
法
学
部
適
格
審
査
委
員
会
が
一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
一
一
月
二
四
日
、
適
格
と
し
た
の
に
対
し
、
こ

れ
を
不
当
と
し
て
文
部
次
官
・
山
崎
匡
輔（
一
八
八
八
～
一
九
六
三
）が
中
央
教
職
適
格
審
査
委
員
会
に
再
審
査
を
請
求
し
た
。し
か
し
翌
四
七（
昭

和
二
二
）
年
一
月
二
二
日
、
中
央
教
職
適
格
審
査
委
員
会
は
や
は
り
適
格
と
判
断
し
た
。
そ
こ
で
Ｃ
Ｉ
Ｅ
の
指
導
に
よ
り
同
年
二
月
二
六
日
、
改

組
の
う
え
再
発
足
し
た
―
―
そ
の
理
由
の
一
つ
で
あ
る
秘
密
漏
え
い
は
東
大
側
で
は
な
く
、
時
事
通
信
の
記
者
が
相
良
・
適
格
審
査
室
主
事
か
ら

情
報
を
え
て
報
道
し
た
こ
と
に
起
因
す
る
と
い
わ
れ
て
い
た
よ
う
だ
（
後
掲
『
有
光
次
郎
日
記
』
九
六
八
頁
）
―
―
中
央
教
職
適
格
審
査
委
員
会

で
は
、
同
年
四
月
一
七
日
に
不
適
格
と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
安
井
は
文
部
大
臣
（
森
戸
辰
男
〔
一
八
八
八
～
一
九
八
四
〕）
―
―
戦
前
一
九
二
〇
（
大

正
九
）
年
、
東
京
帝
大
法
学
部
か
ら
独
立
し
て
間
も
な
い
経
済
学
部
の
助
教
授
で
あ
っ
た
と
き
、
筆
禍
事
件
（
森
戸
事
件
）
に
遭
遇
―
―
に
特
別

審
査
を
請
求
し
た
と
こ
ろ
、
原
判
定
を
覆
し
て
教
職
適
格
と
し
た
（
同
人
は
、
安
井
を
追
放
に
値
す
る
か
ど
う
か
「
限
界
領
域
の
事
案
」
と
捉
え

て
い
た
が
、
最
終
的
に
は
「
思
想
的
節
操
を
欠
く
と
は
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
し
た
）。
安
井
の
場
合
、
末
弘
と
は
異
な
り
「
別
表
第
一
」

の
該
当
性
の
有
無
が
争
点
で
あ
っ
た
。
審
査
対
象
と
な
っ
た
著
述
は
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
理
論
を
紹
介
し
、
東
亜
広
域
国
際
法
を
提
唱
し
た

『
欧
州
廣
域
国
際
法
の
基
礎
理
論
』（
有
斐
閣
・
一
九
四
二
）
お
よ
び
「
大
東
亜
戦
争
と
支
那
事
変
」
国
際
法
外
交
雑
誌
四
〇
巻
八
号
（
一
九
四
二
）、

「
若
い
日
本
の
一
つ
の
動
き
」
日
本
評
論
一
三
巻
九
号
（
一
九
三
八
）
等
の
論
稿
で
あ
っ
た
。
大
東
亜
国
際
法
に
つ
い
て
は
近
時
、
研
究
の
進
展

が
あ
り
、
詳
し
く
は
明
石
欽
司
「『
大
東
亜
国
際
法
理
論
』
―
―
日
本
に
お
け
る
近
代
国
際
法
受
容
の
帰
結
―
―
」
法
学
研
究
〔
慶
應
義
塾
大
学
〕

八
二
巻
一
号
（
二
〇
〇
九
）
二
六
一
︱
二
九
二
頁
を
参
照
。
そ
こ
で
Ｃ
Ｉ
Ｅ
は
こ
れ
を
最
終
決
定
と
せ
ず
に
、
自
ら
、
問
題
と
な
っ
た
安
井
の
著
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書
等
や
主
張
を
検
討
し
た
り
、
信
夫
淳
平
（
国
際
法
・
一
八
七
一
～
一
九
六
二
）
や
宮
本
和
吉
（
哲
学
・
一
八
八
三
～
一
九
七
二
）
に
「
参
考
の

た
め
に
求
め
た
個
人
的
意
見
」
を
聴
取
し
た
あ
と
、
戦
前
来
の
東
大
法
学
部
内
の
派
閥
対
立
に
関
す
る
情
報
は
入
手
し
て
い
た
よ
う
だ
が
、
あ
く

ま
で
も
そ
の
学
問
的
意
味
を
検
討
し
た
結
果
、
一
九
四
八
（
昭
和
二
三
）
年
二
月
、
最
終
的
に
不
適
格
と
判
断
し
、
こ
れ
を
受
け
て
翌
月
八
日
文

部
大
臣
は
教
職
追
放
の
最
終
判
断
を
示
し
た（
以
上
の
記
述
は
、山
本
・
前
掲『
占
領
下
に
お
け
る
教
職
追
放
』一
八
一
︱
一
八
八
頁
お
よ
び
七
戸
・

前
掲
「
内
訌
事
件
」
六
九
九
︱
七
〇
二
頁
に
よ
る
が
、
両
者
の
あ
い
だ
で
日
付
等
に
つ
き
、
不
一
致
の
箇
所
が
あ
っ
た
）。
山
本
・
同
前
書
一
八
八

頁
は
、
大
学
教
員
の
資
格
審
査
に
つ
い
て
は
、
中
央
教
育
資
格
審
査
委
員
会
の
委
員
が
被
審
査
教
員
と
人
的
な
関
係
を
も
つ
こ
と
も
多
い
こ
と
か

ら
、
安
井
の
事
案
は
、
Ｃ
Ｉ
Ｅ
再
審
査
委
員
会
が
審
査
の
公
正
性
を
実
現
さ
せ
る
役
割
を
は
た
し
た
例
で
あ
っ
た
と
肯
定
的
に
評
価
し
て
い
る
。

し
か
し
こ
の
よ
う
な
結
論
に
対
し
、
安
井
本
人
は
「
学
問
と
良
心
の
自
由
（
東
京
大
学
へ
の
惜
別
の
辞
）」
東
京
大
学
新
聞
一
九
四
八
年
四
月
（
同

『
道
―
安
井
郁　

生
の
軌
跡
』〔
法
政
大
学
出
版
局
・
一
九
八
三
〕
四
四
︱
四
七
頁
）
に
お
い
て
「
東
亜
解
放
の
理
念
を
学
問
的
に
樹
立
し
よ
う

と
試
み
た
。
‥
‥
所
期
の
成
果
を
収
め
え
」
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、「
そ
の
行
動
を
侵
略
戦
争
へ
の
協
力
と
同
視
し
、
そ
れ
に
軍
国
主
義
ま
た
は

極
端
な
国
家
主
義
の
烙
印
を
捺
す
こ
と
は
、ま
さ
に
良
心
の
自
由
を
踏
み
に
じ
る
も
の
と
私
は
主
張
し
て
き
た
」と
、そ
の
無
念
を
表
明
し
て
い
た
。

こ
こ
で
も
蛇
足
を
付
せ
ば
、戦
争
末
期
、外
務
省
調
査
局
に
嘱
託
勤
務
し
て
い
た
福
島
新
吾（
政
治
学
・
一
九
二
一
～
二
〇
一
三
）
―
―
東
大
社

研
（
社
会
科
学
研
究
所
）
の
最
初
期
に
採
用
試
験
を
受
け
て
、
下
山
瑛
二
（
行
政
法
・
一
九
二
二
～
）
と
と
も
に
助
手
と
し
て
採
用
さ
れ
、
七
年

間
勤
務
し
た
（「
社
会
科
学
と
し
て
の
政
治
研
究
―
一
九
四
七
～
五
四
」
専
修
大
学
社
会
科
学
研
究
所
月
報
四
八
六
号
〔
二
〇
〇
三
〕
一
︱
二
三

頁
参
照
）
―
―
は
、
東
京
帝
大
在
学
時
に
演
習
指
導
を
受
け
て
い
た
安
井
に
つ
い
て
、
戦
時
期
当
初
は
大
東
亜
共
栄
圏
に
協
力
す
る
態
度
が
濃
厚

で
あ
っ
た
が
、
学
徒
出
陣
の
頃
（
一
九
四
三
〔
昭
和
一
八
〕
年
秋
）
に
は
す
で
に
敗
戦
の
見
通
し
か
ら
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
研
究
に
逃
避
し

て
い
た
と
し
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
人
物
評
を
行
な
っ
て
い
る
（
同
「
体
験
戦
後
史
―
―
一
九
四
五
～
四
七
―
―
」
専
修
大
学
社
会
科
学
研
究
所
月
報

四
七
八
号
〔
二
〇
〇
三
・
四
・
二
〇
〕
八
頁
）。

安
井
に
つ
い
て
は「
巷
間
オ
ポ
チ
ュ
ニ
ス
ト
の
典
型
と
そ
し
ら
れ
て
い
る
。た
し
か
に
直
接
接
し
た
私
の
感
覚
で
も
キ
ザ
な
と
こ
ろ
が
多
く

て
、心
か
ら
好
き
に
な
れ
な
か
っ
た
が
、こ
の
人
は
大
変
頭
が
切
れ
る
ス
タ
イ
リ
ス
ト
で
、事
態
の
推
移
の
展
望
と
反
応
が
早
す
ぎ
る
が
、悪

意
の
人
で
は
な
か
っ
た
と
信
じ
て
い
る
」。

な
お
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
好
き
で
有
名
な
丸
山
の
安
井
評
も
、同
人
の
自
宅
に
呼
ば
れ
て
ク
ラ
シ
ッ
ク
・
レ
コ
ー
ド
を
聴
か
せ
て
も
ら
う
と
い
う

恩
恵
を
う
け
た
が
、「
な
に
し
ろ
キ
ザ
な
の
で
閉
口
し
ま
し
た
」（
松
沢
・
植
手
〔
編
〕
後
掲
書
一
三
一
頁
）
と
い
う
も
の
で
、
肯
定
的
な
感
想
は
の
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べ
ら
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
蛇
足
を
付
せ
ば
、
戦
時
期
の
法
学
部
教
授
会
に
つ
い
て
頻
繁
に
言
及
し
な
が
ら
も
、
丸
山
が
敗
戦
直
後
の
教
職
追
放

に
つ
い
て
は
、
安
井
の
例
を
の
ぞ
い
て
語
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。

さ
ら
に
蛇
足
を
付
せ
ば
、山
崎
も
田
中
と
同
様
に
、東
京
帝
大
工
学
部
教
授
兼
任
で
、一
九
四
五（
昭
和
二
〇
）
年
九
月
、
文
部
省
科
学
教
育
局
長

に
就
き
、
翌
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
一
月
か
ら
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
二
月
ま
で
文
部
次
官
の
職
に
あ
っ
た
が
、
田
中
文
相
更
迭
に
と
も
な
い
、

辞
表
を
提
出
し
た
。
退
官
後
は
複
数
の
私
立
大
学
の
学
長
等
を
務
め
た
（
八
十
島
義
之
助
「
故
名
誉
員　

山
崎
匡
輔
氏
を
し
の
ぶ
」
土
木
学
会
誌

四
八
巻
一
〇
号
〔
一
九
六
三
〕
六
八
頁
）。

（
102
）　

田
中
耕
太
郎
が
文
部
省
の
局
長
に
な
っ
た
の
は
、
安
井
の
教
職
追
放
問
題
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
丸
山
が
訊
ね
た
の
に
対
し
、
南
原
繁
は

つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
、
そ
れ
を
否
定
し
た
（
丸
山
・
福
田
〔
編
〕
前
掲
書
三
五
七
︱
三
五
八
頁
）。

「
田
中
君
が
大
学
を
刷
新
・
粛
正
す
る
と
い
う
抱
負
を
も
っ
て
文
部
省
へ
入
っ
た
と
い
う
説
で
し
ょ
う
が
、私
は
そ
れ
は
と
ら
な
い
。な
ぜ

か
と
い
う
と
、田
中
君
は
何
よ
り
も
大
学
の
自
治
、教
授
会
の
自
治
を
尊
重
さ
れ
た
人
で
す
か
ら
、そ
の
人
が
、文
部
省
の
名
に
お
い
て
大
学

の
人
事
に
介
入
す
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
な
い
こ
と
だ
と
思
う
」。

し
か
し
田
中
の「
平
賀
粛
学
」以
来
の〝
目
的
は
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
正
当
化
す
る
〟と
い
わ
ん
が
ご
と
き
対
応
を
み
た
と
き
、は
た
し
て
田
中
が
大

学
な
い
し
教
授
会
の
自
治
を
尊
重
し
て
い
た
と
い
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。ま
た
最
近
、砂
川
事
件（
最
大
判
昭
和
三
四
年
一
二
月
一
六
日
刑
集
一
三

巻
一
三
号
三
二
二
五
頁
）
に
つ
い
て
、
機
密
指
定
解
除
と
な
っ
た
ア
メ
リ
カ
公
文
書
に
よ
り
、
当
時
最
高
裁
長
官
で
あ
っ
た
田
中
が
自
ら
駐
日
ア

メ
リ
カ
大
使
に
、
原
判
決
破
棄
を
示
唆
し
た
り
、
上
告
審
の
日
程
や
結
論
の
方
針
（
全
員
一
致
）
な
ど
を
伝
え
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
の
議
論

が
な
さ
れ
て
い
る
（
布
川
玲
子
・
新
原
昭
治
〔
編
著
〕『
砂
川
事
件
と
田
中
最
高
裁
長
官
：
米
解
禁
文
書
が
明
ら
か
に
し
た
日
本
の
司
法
』〔
日
本

評
論
社
・
二
〇
一
三
〕
お
よ
び
吉
田
敏
浩
・
新
原
昭
治
・
末
浪
靖
司
『
検
証
・
法
治
国
家
崩
壊
：
砂
川
裁
判
と
日
米
秘
密
交
渉
』〔
創
元
社
・

二
〇
一
四
〕
参
照
）。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
も
、
末
弘
や
安
井
の
教
職
追
放
が
田
中
の
報
復
的
対
応
で
は
な
い
か
と
の
新
聞
報
道
や
疑
念
が
ま
っ

た
く
の
絵
空
事
と
し
て
、
容
易
に
は
否
定
・
払
拭
さ
れ
ず
、
む
し
ろ
あ
り
え
る
か
も
し
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
問
題
の
根
深
さ
が
あ
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

（
103
）　

丸
山
眞
男
『
自
己
内
対
話
：
三
冊
の
ノ
ー
ト
か
ら
』（
み
す
ず
書
房
・
一
九
九
八
）
一
七
七
頁
お
よ
び
一
七
九
頁
。
こ
れ
は
医
学
部
に
お
け
る

学
生
不
当
処
分
問
題
に
端
を
発
し
た
東
大
紛
争
が
急
速
に
全
学
規
模
に
拡
大
す
る
な
か
、
丸
山
が
「
戦
後
民
主
主
義
」
の
象
徴
的
人
物
と
し
て
、

い
わ
ゆ
る
全
共
闘
系
学
生
集
団
か
ら
厳
し
く
糾
弾
さ
れ
、体
調
を
崩
し
病
院
に
入
院
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
一
九
六
九（
昭
和
四
四
）年
春
の
頃
、
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自
ら
お
か
れ
た
状
況
を
、
戦
時
期
の
そ
れ
と
対
比
し
な
が
ら
回
顧
す
る
な
か
で
、
書
か
れ
た
メ
モ
的
記
述
（
生
前
は
未
発
表
）
で
あ
る
。

（
104
）　

吉
田
・
前
掲
論
文
（
本
稿
・
注
〔
３
〕）
一
四
一
頁
参
照
。「
雑
報
／
北
海
道
大
学
法
学
部
記
事
／
平
成
四
年
一
二
月
一
一
日
（
金
）
午
後
三
時

よ
り
／
松
沢
弘
陽
報
告
『
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
か
ら
国
家
総
動
員
へ
―
―
東
京
帝
国
大
学
の
法
学
・
政
治
学
瞥
見
―
―
』」
北
大
法
学
論
集
四
四

巻
一
号
（
一
九
九
三
）
一
六
五
︱
一
六
八
、一
六
六
頁
―
―
本
稿
筆
者
は
、
六
本
・
前
掲
論
文
（
六
本
・
吉
田
［
編
］
前
掲
書
所
収
）
二
三
九
︱

二
四
〇
頁
（
註
）
20
に
よ
り
、
こ
の
よ
う
な
記
事
の
存
在
を
教
え
ら
れ
た
―
―
は
、
戦
時
中
、
京
都
帝
大
法
学
部
お
よ
び
東
京
帝
大
経
済
学
部
が
「
学

問
的
壊
滅
状
態
」
に
陥
っ
た
の
に
対
し
、
東
大
法
学
部
は
そ
の
よ
う
な
事
態
を
回
避
し
た
が
、
そ
れ
は
学
部
「
主
流
」
派
で
あ
る
中
田
薫
（
日
本

法
制
史
・
一
八
七
七
～
一
九
六
七
）、
田
中
耕
太
郎
お
よ
び
我
妻
栄
に
、「
リ
ベ
ラ
ル
派
」
の
横
田
喜
三
郎
・
宮
沢
俊
義
（
憲
法
・
一
八
九
九
～

一
九
七
六
）
が
行
動
を
共
に
し
、『
時
局
派
』
で
あ
る
末
弘
厳
太
郎
・
小
野
清
一
郎
・
安
井　

郁
・
蝋
山
政
道
（
政
治
学
・
行
政
学
〔
公
職
追
放
〕

一
八
九
五
～
一
九
八
〇
）・
矢
部
貞
治
（
政
治
学
〔
一
九
四
五
年
一
二
月
依
願
免
官
〕
一
九
〇
二
～
一
九
六
七
）
が
学
部
運
営
に
「
大
き
な
影
響

力
を
持
て
な
か
っ
た
」
か
ら
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
滝
川
事
件
に
際
し
、
京
都
帝
大
法
学
部
教
授
会
に
呼
応
し
よ
う
と
し
た
、
若
手
助
教

授
ら
の
動
き
を
抑
え
た
東
京
帝
大
法
学
部
教
授
会
の
守
旧
的
対
応
（
丸
山
・
福
田
〔
編
〕
前
掲
書
一
六
五
︱
一
六
九
頁
参
照
）
を
考
慮
す
れ
ば
、

そ
れ
は
い
わ
ば
結
果
論
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
（
な
お
戦
前
の
東
京
帝
大
法
学
部
に
お
け
る
「
法
理
研
究
会
」
の
例
会
記
事
〔
法
学

協
会
雑
誌
に
掲
載
〕
の
場
合
と
は
異
な
り
、
本
「
雑
報
」
執
筆
者
名
の
記
載
が
な
い
の
で
、
実
際
に
誰
が
研
究
会
の
概
要
記
事
を
ま
と
め
た
の
か

は
不
明
。
ま
た
「
松
沢
弘
陽
教
授
業
績
一
覧
」
北
大
法
学
論
集
四
三
巻
六
号
〔
一
九
九
三
〕
二
七
一
︱
二
八
〇
頁
に
よ
れ
ば
、
同
人
が
本
主
題
に

つ
い
て
、
ほ
か
に
活
字
化
し
た
も
の
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
）。
松
沢
が
こ
の
よ
う
に
の
べ
た
論
拠
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
れ
は
お
そ
ら

く
丸
山
の
発
言
に
依
拠
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。
す
な
わ
ち
丸
山
は
戦
時
中
の
東
京
帝
大
法
学
部
の
様
子
に
つ
い
て
、
そ
の
没
後

に
刊
行
さ
れ
た
松
沢
弘
陽
＝
植
手
通
有
〔
編
〕『
丸
山
眞
男
回
顧
談
』
上
（
岩
波
書
店
・
二
〇
〇
六
）
の
な
か
で
、
複
数
箇
所
で
言
及
し
て
い
る
。

同
書
〈
凡
例
〉
お
よ
び
下
巻
三
二
八
頁
「
あ
と
が
き
」
に
よ
れ
ば
、
同
書
は
一
九
八
八
年
四
月
二
五
日
か
ら
九
四
年
二
月
二
三
日
ま
で
全
一
七
回

に
わ
た
っ
て
行
な
わ
れ
た
「
聞
き
取
り
」
を
も
と
に
し
て
い
る
と
い
う
。
た
だ
し
丸
山
は
松
沢
・
前
掲
「
雑
報
記
事
」
と
は
異
な
り
、
東
大
法
学

部
内
の
「
時
局
派
」
と
し
て
、
小
野
、
神
川
彦
松
、
高
柳
賢
三
お
よ
び
杉
村
章
三
郎
（
行
政
法
・
一
九
〇
〇
～
一
九
九
一
）
を
あ
げ
、
当
時
末
弘

は
「
革
新
派
の
ほ
う
に
近
く
な
っ
て
い
」
た
（
上
巻
・
二
一
七
頁
）
と
表
し
な
が
ら
も
、
末
弘
を
「
時
局
派
」
の
第
一
番
に
あ
げ
る
と
い
う
こ
と

は
し
て
は
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

（
105
）　

渡
辺
洋
三
『
社
会
と
法
の
戦
後
史
』（
青
木
書
店
・
二
〇
〇
一
）
三
七
頁
（
こ
の
よ
う
な
記
述
の
原
型
が
、
渡
辺
の
東
大
社
研
退
官
を
記
念
す
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る
社
会
科
学
研
究
三
三
巻
五
号
〔
一
九
八
一
〕
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
〔
語
り
手
〕
渡
辺
洋
三
、〔
司
会
〕
稲
本
洋
之
助
、〔
聞
き
手
〕
江
守
五
夫
、

大
石
嘉
一
郎
、
利
谷
信
義
、
唄　

孝
一
、
藤
田　

勇
「
座
談
会
／
わ
が
研
究
生
活
を
ふ
り
か
え
る
」
一
三
頁
に
見
ら
れ
る
）。
な
お
、
こ
の
よ
う

な
渡
辺
発
言
に
対
す
る
私
の
理
解
は
、
吉
田
・
同
前
所
の
そ
れ
と
趣
旨
を
異
に
す
る
。
同
じ
「
事
実
」
で
あ
れ
、
人
に
よ
り
受
け
止
め
方
も
随
分

と
違
う
も
の
だ
と
の
感
想
を
も
た
ざ
る
を
え
な
い
。
さ
ら
に
蛇
足
を
付
け
加
え
れ
ば
、
本
文
で
引
用
を
省
略
し
た
箇
所
で
、
渡
辺
は
末
弘
が
「
昼

休
み
に
は
体
操
す
る
こ
と
を
学
生
に
す
す
め
て
い
た
」と
の
べ
て
い
る
。こ
れ
は
、戦
時
中
、末
弘
が
文
部
省
に
よ
る
国
民
の
体
位
向
上
に
関
与
し
、

兵
役
や
納
税
と
並
ん
で「
体
育
義
務
の
自
覚
と
実
行
こ
そ
臣
道
実
践
の
第
一
歩
」で
あ
る
と
提
唱
し
て
い
た（
末
弘
＊『
新
体
制
と
体
育
運
動
』〔
大

政
翼
賛
会
・
一
九
四
〇
〕）
こ
と
に
関
連
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
佐
々
木
浩
雄
『
体
操
の
日
本
近
代
：
戦
時
期
の
集
団

体
操
と
〈
身
体
の
国
民
化
〉』〔
青
弓
社
・
二
〇
一
六
〕
を
参
照
）。
末
弘
は
戦
後
も
、
こ
れ
に
関
す
る
関
心
を
維
持
し
、
遺
稿
の
一
つ
で
あ
る
「
労

働
と
体
育
」
中
央
公
論
六
六
巻
一
二
号
（
一
九
五
一
）
一
六
︱
二
二
頁
で
、
ス
ポ
ー
ツ
と
区
別
さ
れ
る
べ
き
「
体
操
」
に
つ
い
て
、
⑴
労
働
に
必

要
な
体
力
を
作
る
と
と
も
に
、
⑵
労
働
に
よ
る
疲
労
を
恢
復
さ
せ
る
効
果
が
あ
る
と
論
じ
て
い
た
。

（
106
）　

福
島
・
前
掲
「
体
験
戦
後
史
」
三
〇
︱
三
一
頁
。

（
107
）　

末
弘
は
、
新
憲
法
草
案
の
い
か
な
る
点
を
憂
慮
し
て
い
た
の
か
、
同
時
期
に
公
刊
さ
れ
た
論
稿
（「
新
憲
法
と
基
本
権
」
法
律
新
報
七
二
八

〔
一
九
四
六
・
四
＝
五
〕
号
五
︱
六
頁
）
で
、
末
弘
は
新
憲
法
に
よ
る
基
本
権
規
定
は
一
八
、九
世
紀
的
な
も
の
で
個
人
主
義
的
で
あ
り
、「
社
会

全
体
の
福
祉
に
計
画
的
保
障
を
與
へ
得
べ
き
諸
政
策
の
実
現
に
基
盤
を
用
意
し
得
る
民
主
政
治
」
こ
そ
当
時
必
要
と
さ
れ
る
も
の
だ
と
論
じ
て
い

た
。

（
108
）　

白
羽
・
前
掲
書
二
七
九
頁
以
下
、
と
く
に
二
八
五
︱
二
九
二
頁
は
、
既
述
の
よ
う
に
、
末
弘
の
「
日
本
法
理
研
究
会
」
へ
の
参
加
に
は
、
末
弘

の
「
家
」
と
は
区
別
さ
れ
た
家
族
構
成
体
で
あ
る
「
家
団
」
に
取
引
当
事
者
と
し
て
の
地
位
を
承
認
し
よ
う
と
し
た
主
張
（「
民
法
雑
考
第
三　

私
法
関
係
の
当
事
者
と
し
て
の
家
団
」（
上
）（
下
）
法
学
協
会
雑
誌
四
七
巻
四
号
、
一
二
号
（
一
九
二
九
〕）
に
、
戦
時
期
の
「『
皇
国
家
団
』（
皇

国
有
機
体
論
）
へ
と
つ
な
が
る
論
理
必
然
性
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
利
谷
信
義
「
家
団
論

に
関
す
る
覚
書
―
―
成
立
の
契
機
と
性
格
―
―
」
社
会
科
学
研
究
一
一
巻
三
号
（
一
九
五
九
）
八
九
︱
一
〇
九
頁
を
参
照
。

（
109
）　

白
羽
・
前
掲
書
一
四
三
︱
一
四
九
頁
、
一
九
一
頁
、
二
〇
二
頁
、
二
〇
四
頁
、
四
三
三
︱
四
五
三
頁
。

（
110
）　

裁
判
終
了
後
、
高
柳
は
『
極
東
裁
判
と
國
際
法 : 

極
東
國
際
軍
事
裁
判
に
お
け
る
辯
論
』（
有
斐
閣
、
一
九
四
八
）
と
い
う
著
書
を
公
刊
し
て
い

る
。
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（
111
）　
「
本
学
適
格
審
査
一
部
終
る
／
追
放
該
当
に
高
柳
、
神
川
（
法
）
教
授
」
帝
国
大
学
新
聞
一
〇
〇
〇
（
一
九
四
六
年
一
〇
月
一
六
日
）
号
（『
復

刻
版
』
一
八
巻
二
九
三
頁
）。

（
112
）　

山
本
・
前
掲
『
占
領
下
に
お
け
る
教
職
追
放
』
一
五
七
︱
一
六
一
頁
。「
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
ス
」
工
作
の
全
体
像
に
つ
い
て
は
、
武
田
知
己
「
外
務

省
と
知
識
人　

一
九
四
四
︱
一
九
四
五（
一
）―『
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
ス
』工
作
と『
三
年
会
』―
」東
洋
研
究（
大
東
文
化
大
学
）一
八
一
号（
二
〇
一
一
）

一
︱
二
四
頁
を
参
照
。

（
113
）　

中
央
教
職
員
適
格
審
査
委
員
会
が
適
格
と
判
断
し
た
と
し
て
も
、
既
述
の
よ
う
に
Ｃ
Ｉ
Ｅ
再
審
査
委
員
会
で
承
認
さ
れ
な
け
れ
ば
、
実
質
的
な

適
確
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
高
柳
は
こ
れ
を
知
っ
て
い
た
の
か
、
頻
繁
に
文
部
省
を
訪
れ
た
り
、
Ｃ
Ｉ
Ｅ
に
接
触
を
試
み
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か

し
Ｃ
Ｉ
Ｅ
再
審
査
委
員
会
は
、
高
柳
の
適
格
と
の
判
断
に
は
概
し
て
否
定
的
で
あ
っ
た
。
そ
の
過
程
で
、
高
柳
が
戦
争
末
期
の
一
九
四
四
（
昭
和

一
九
）
年
一
月
に
法
律
時
報
誌
一
六
巻
一
号
に
発
表
し
た
「
大
東
亜
協
同
宣
言
と
南
方
の
法
制
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
同
稿
に
よ
り
高
柳
は
「
真

理
を
探
究
す
る
学
究
の
徒
か
ら
宣
伝
屋
に
変
身
し
た
」
と
ま
で
酷
評
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
高
柳
に
関
す
る
Ｃ
Ｉ
Ｅ
の
対
応
の
詳
細
は
、
山
本
・

同
前
書
一
六
〇
︱
一
六
七
頁
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
114
）　

セ
オ
ド
ア
・
コ
ー
エ
ン
／
大
前
正
臣
〔
訳
〕『
日
本
占
領
革
命
：
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
証
言
』
上
（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
ブ
リ
タ
ニ
カ
・
一
九
八
三
）
一
六
〇
頁
は
、
Ｋ
・

Ｒ
・
ダ
イ
ク
大
佐
が
思
想
統
制
の
解
除
、
教
科
書
の
改
訂
、
国
家
と
神
道
の
分
離
、
新
聞
・
ラ
ジ
オ
の
奨
励
と
指
導
な
ど
日
本
の
戦
後
民
主
化
の

成
果
を
上
げ
た
の
に
対
し
、
後
任
の
ニ
ュ
ー
ジ
ェ
ン
ト
は
「
格
式
ば
っ
た
想
像
力
の
な
い
行
政
官
で
、
Ｃ
Ｉ
Ｅ
の
勢
い
は
消
え
失
せ
て
し
ま
っ
た
」

と
評
し
て
い
る
。こ
の
こ
と
を
高
柳
自
身
は
、戦
時
中
外
務
省
に
お
け
る
自
ら
の
行
動
は
軍
部
謳
歌
・
戦
争
謳
歌
を
一
切
せ
ず
、平
和
工
作
で
あ
り
、

「
戦
後
外
務
省
の
仕
事
の
ゆ
え
に
一
時
パ
ー
ジ
と
な
つ
た
が
、
右
の
事
情
が
〔
総
〕
司
令
部
に
分
つ
た
の
で
解
除
に
な
つ
た
」
と
説
明
し
て
い
る
（
き

く
人
／
伊
藤
正
己
・
田
中
英
夫
「
続
・
高
柳
賢
三
先
生
に
聞
く
―
―
日
本
に
お
け
る
英
米
法
研
究
の
足
跡
を
た
ど
る
―
―
」〔
四
〕
書
斎
の
窓

一
一
七
号
〔
一
九
六
三
〕
四
︱
五
頁
）。

（
115
）　

山
本
・
前
掲
『
占
領
下
に
お
け
る
教
職
追
放
』
一
五
六
︱
一
五
七
頁
。
な
お
、
こ
れ
に
対
応
す
る
Ｃ
Ｉ
Ｅ
再
審
査
委
員
会
の
審
査
記
録
に
つ
い

て
は
、
同
前
書
三
七
八
︱
三
七
二
頁
に
「
資
料
７
」
と
し
て
、
原
文
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

（
116
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
白
羽
・
前
掲
書
四
三
二
︱
四
五
三
頁
を
参
照
。

（
117
）　

白
羽
・
同
前
書
一
七
三
頁
。

（
118
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
同
前
書
四
三
二
︱
四
四
二
頁
を
参
照
。
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（
119
）　

末
弘
を
厳
し
く
指
弾
し
た
相
良
は
、
一
九
四
八
（
昭
和
二
三
）
年
七
月
一
六
日
、
山
崎
の
後
を
継
い
だ
文
部
次
官
・
有
光
次
郎
（
退
官
後
、
複

数
の
私
立
大
学
の
学
長
・
理
事
長
等
を
歴
任
・
一
九
〇
三
～
一
九
九
五
）
の
指
示
を
う
け
、
高
柳
の
個
人
的
窮
状
―
―
再
審
査
の
結
果
が
判
明
し

な
い
た
め
に
、
職
に
就
く
こ
と
が
で
き
ず
、
月
額
五
〇
〇
〇
円
の
収
入
で
生
活
せ
ざ
る
を
え
ず
、
と
く
に
配
偶
者
が
亡
く
な
っ
た
た
め
に
出
費
が

増
大
し
て
い
る
―
―
を
訴
え
て
、
早
期
の
解
決
を
依
頼
し
た
こ
と
が
Ｃ
Ｉ
Ｅ
に
記
録
さ
れ
て
い
る
と
い
う
（
山
本
・
前
掲
『
占
領
下
に
お
け
る
教

職
追
放
』
一
六
五
︱
一
六
六
頁
。
た
だ
し
有
光
の
後
掲
『
日
記
』
中
の
同
日
の
記
述
〔
一
二
三
三
頁
〕
に
は
、
こ
の
こ
と
へ
の
言
及
は
な
い
）。

当
時
、
政
治
経
済
研
究
所
に
勤
務
し
て
い
た
向
山
寛
夫
が
自
ら
の
月
給
を
一
〇
〇
〇
円
で
あ
っ
た
と
の
べ
て
い
た
こ
と
（
本
稿
〔
注
〕
24
参
照
）

を
考
慮
す
れ
ば
、
月
額
五
〇
〇
〇
円
の
生
活
費
と
は
相
当
高
額
な
も
の
で
あ
り
、
高
柳
が
生
活
に
困
窮
し
て
い
る
と
の
文
脈
と
合
わ
な
い
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
な
お
高
柳
は
東
大
を
一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
一
一
月
五
日
、
休
職
処
分
と
な
り
、
当
時
は
既
述
の
よ
う
に
、
東
京
裁
判
に
お
け

る
重
光
葵
の
弁
護
人
と
し
て
活
動
し
て
い
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
相
良
の
高
柳
に
関
係
す
る
対
応
は
同
一
人
物
で
あ
り
な
が
ら
も
、
末
弘
に
対
す

る
そ
れ
と
く
ら
べ
て
、
著
し
い
隔
た
り
を
感
じ
さ
せ
る
、
き
わ
め
て
対
照
的
な
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
お
有
光
に
つ
い
て
は
、
同

人
の
日
記
が
公
刊
さ
れ
て
い
る
（
有
光
次
郎
・
楠
山
三
香
男
〔
編
〕『
有
光
次
郎
日
記
：
昭
和
二
年
～
二
十
三
年
』〔
第
一
法
規
・
一
九
八
八
〕、

と
く
に
同
書
第
六
章
「
文
部
次
官
〔
昭
和
二
十
二
～
二
十
三
年
〕」
九
四
七
頁
以
下
）。
同
前
書
九
四
九
頁
（
解
題
「
文
部
次
官
」）
は
「
教
職
適

格
審
査
を
め
ぐ
る
異
議
の
続
発
に
は
、
学
界
の
反
目
が
底
流
に
う
ご
め
い
て
い
た
」
と
の
べ
て
い
る
が
、
高
栁
、
末
弘
お
よ
び
と
く
に
安
井
問
題

に
つ
い
て
は
、
中
央
教
職
適
格
審
査
委
員
会
の
開
催
や
南
原
東
大
総
長
と
の
訪
問
・
面
談
に
関
連
し
て
、
く
り
か
え
し
そ
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
120
）　

記
事
の
表
題
中
「
帰
国
し
た
」
と
い
う
の
は
、
末
弘
が
一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
初
め
、
二
か
月
ほ
ど
（
往
復
の
船
舶
滞
在
時
間
を
含
め
れ

ば
八
〇
日
間
ほ
ど
）
の
ア
メ
リ
カ
視
察
旅
行
か
ら
日
本
に
「
帰
国
し
た
」
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
こ
の
あ
と
本
稿
四
で
取
り

上
げ
る
。

（
121
）　

清
水
・
前
掲
稿
八
一
頁
は
、
戦
前
の
「
法
学
全
集
」
の
出
版
や
創
刊
・
編
集
・
コ
ラ
ム
執
筆
ま
で
し
た
法
律
時
報
誌
を
刊
行
す
る
出
版
社
（
日

本
評
論
社
）
が
刊
行
し
て
い
た
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
本
稿
に
つ
い
て
、
内
容
か
ら
見
て
戒
能
通
孝
が
下
書
き
を
し
、
編
集
者
が
そ
れ
に
文
章
上
の

修
正
を
し
た
の
で
は
な
い
か
（
文
体
が
戒
能
と
異
な
る
と
す
る
）
と
推
測
し
て
い
る
。
し
か
し
末
弘
の
晩
年
や
没
後
に
公
刊
さ
れ
た
著
書
・
論
稿

の
編
集
・
訂
正
や
解
題
執
筆
は
す
べ
て
、
戒
能
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
回
り
く
ど
い
発
想
を
す
る
よ
り
も
、

こ
の
無
署
名
記
事
の
執
筆
者
は
同
人
で
あ
っ
た
と
理
解
す
る
方
が
む
し
ろ
素
直
で
は
な
い
か
と
思
う
。

（
122
）　

戦
時
期
の
末
弘
の
言
動
―
―
社
会
法
か
ら
法
社
会
学
へ
の
関
心
転
移
と
そ
の
意
味
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
・
前
掲
「
労
働
法
学
の
生
誕
」
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一
三
一
―
一
四
五
頁
を
参
照
。

（
123
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
馬
場
・
前
掲
論
文
一
七
六
︱
一
七
八
頁
お
よ
び
一
八
四
︱
一
八
五
頁
を
参
照
。
な
お
、
こ
の
調
査
に
は
田
中
耕
太
郎
も
、

第
二
部
（
商
事
・
金
融
）
の
主
任
と
し
て
参
加
し
て
い
た
（
六
本
・
前
掲
論
文
二
四
一
頁
〔
注
〕
二
五
参
照
）。

（
124
）　

渡
辺
・
前
掲
書
三
八
頁
も
、
戦
時
中
、
末
弘
に
は
「
積
極
的
に
戦
争
に
協
力
す
る
言
動
は
一
つ
も
な
か
っ
た
」
と
し
、
教
職
追
放
さ
れ
た
こ
と

に
つ
い
て
東
大
の
「
学
生
や
他
の
〔
法
学
部
の
〕
先
生
に
と
っ
て
も
、
そ
れ
は
意
外
で
あ
っ
た
」
と
の
べ
て
い
る
。

四　

戦
後
・
末
弘
労
働
法
学
に
お
け
る
未
完
の
可
能
性

一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
二
月
、
前
年
一
一
月
に
六
〇
歳
と
な
っ
た
末
弘
の
「
還
暦
祝
賀
記
念
会
」
が
日
本
工
業
倶
楽
部
（
東
京

都
千
代
田
区
丸
の
内
）
で
、
出
席
者
五
〇
〇
名
を
も
っ
て
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
大
規
模
な
宴
席
が
催
さ
れ
た
の
は
、
い
う
ま
で

も
な
く
敗
戦
後
、
末
弘
が
社
会
の
な
か
で
は
た
し
て
い
た
役
割
と
影
響
力
の
大
き
さ
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

時
間
を
遡
る
が
、
同
じ
年
の
六
月
一
日
、
敗
戦
直
後
の
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
一
二
月
に
成
立
し
た
労
働
組
合
法
が
施
行

（
一
九
四
六
〔
昭
和
二
一
〕
年
三
月
）
後
、
わ
ず
か
三
年
で
ア
メ
リ
カ
法
を
範
型
に
し
て
全
面
的
に
改
正
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
末
弘

は
就
任
以
来
す
で
に
三
年
を
経
過
し
た
船
員
中
労
委
と
東
京
都
労
委
の
会
長
職
を
そ
れ
ぞ
れ
一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
四
月
二
日
と
、

翌
五
月
一
日
に
退
任
し
た
。
し
か
し
末
弘
は
、
引
き
続
き
中
労
委
会
長
に
と
ど
ま
り
、
多
忙
な
日
々
を
送
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ

の
よ
う
な
な
か
末
弘
は
、
改
正
労
組
法
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
発
言
し
、
労
働
法
の
啓
蒙
活
動
に
従
事
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
同
年
末

『
新
労
働
組
合
法
の
解
説
』（
毎
日
新
聞
社
・
一
九
四
九
）
を
刊
行
し
た
（
奥
付
の
日
付
は
、
一
二
月
五
日
）。
同
署
「
序
文
」
に
よ
れ

ば
、
末
弘
は
改
正
法
の
前
後
一
カ
月
の
あ
い
だ
、「
労
働
省
及
び
法
務
府
の
関
係
者
及
び
総
司
令
部
の
ウ
ォ
ー
レ
ン
氏
」
と
と
も
に
、

全
国
を
め
ぐ
り
各
地
の
地
方
労
働
委
員
会
関
係
者
と
会
同
し
、
改
正
法
の
解
釈
に
関
す
る
質
疑
応
答
に
参
加
し
、「
新
法
の
解
釈
上
問

（
125
）

（
126
）

（
127
）

（
128
）
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題
と
な
る
べ
き
個
所
が
如
何
に
多
い
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
の
べ
て
い
る
。
そ
こ
で
中
労
委
会
長
と
し
て
「
事
件
の
具
体
性
に

応
じ
て
処
理
の
適
正
妥
当
を
期
せ
ざ
る
を
得
な
い
」
立
場
に
あ
る
こ
と
か
ら
「
実
情
に
即
し
な
が
ら
、
立
案
者
の
精
神
を
活
か
し
て
、

無
理
の
な
い
、
し
か
も
筋
の
通
つ
た
解
釈
を
創
造
し
て
ゆ
く
こ
と
に
貢
献
す
る
の
が
私
の
任
務
だ
」
と
、
同
書
公
刊
の
動
機
を
説
明
し

て
い
る
。
本
書
は
第
一
部
「
労
組
法
改
正
の
あ
ら
ま
し
」
と
第
二
部
「
改
正
の
問
題
点
は
ど
こ
に
あ
る
か
」
と
い
う
二
部
構
成
か
ら
な

る
。
た
だ
し
本
文
の
大
半
は
、
会
同
の
際
に
受
け
た
質
問
を
一
問
一
答
形
式
で
答
え
る
と
い
う
第
二
部
（
一
九
︱
七
二
頁
）
が
占
め
て

い
る
（
七
三
頁
以
降
は
、「
附
録
」
と
し
て
関
連
し
た
施
行
規
則
等
を
掲
載
）。

し
か
し
労
働
法
学
徒
と
し
て
の
末
弘
に
と
っ
て
、
意
義
深
い
出
来
事
は
、
む
し
ろ
翌
一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
に
経
験
し
た
こ
と

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
視
察
旅
行
で
あ
る
。

１　

ア
メ
リ
カ
労
働
省
の
招
き
に
よ
る
六
〇
日
間
の
訪
米
旅
行

末
弘
は
六
一
歳
と
な
っ
た
（
一
一
月
三
〇
日
）、
そ
の
一
か
月
後
の
一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
一
二
月
三
〇
日
、
ア
メ
リ
カ
労
働

省
の
招
請
に
応
じ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
労
働
事
情
と
労
働
行
政
の
あ
り
方
を
視
察
す
る
た
め
に
、
ア
メ
リ
カ
軍
用
船
「
エ
ド
ウ
ィ
ン
・
パ

ト
リ
ッ
ク
号
」
に
乗
船
し
て
横
浜
港
を
出
発
し
た
。
そ
し
て
大
よ
そ
一
〇
日
間
の
航
海
を
へ
て
翌
一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
一
月
九

日
朝
サ
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
か
ら
ア
メ
リ
カ
本
土
に
上
陸
し
、
同
日
夜
同
地
を
離
れ
て
五
日
間
の
汽
車
旅
行
―
―
途
中
の
行
程
は
不
明

―
を
へ
て
一
月
一
三
日
（
金
）
の
朝
ワ
シ
ン
ト
ン
に
到
着
し
、
以
後
三
月
九
日
に
同
じ
く
サ
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
港
を
離
れ
る
ま
で

の
六
〇
日
間
ア
メ
リ
カ
に
滞
在
し
、
往
路
と
同
じ
く
一
〇
日
間
の
航
海
を
へ
て
同
月
二
〇
日
、
横
浜
に
帰
着
し
た
。
末
弘
に
同
行
し
た

の
は
、
藤
田
進
（
電
産
〔
日
本
電
気
産
業
労
働
組
合
〕
委
員
長
〔
肩
書
き
は
当
時
の
も
の
、
以
下
同
じ
〕）、
星
加　

要
（
国
鉄
労
組
書

記
長
）
お
よ
び
飼
手
眞
吾
（
労
働
省
労
働
組
合
課
長
）
の
三
名
ら
で
あ
っ
た
。
末
弘
は
、
ア
メ
リ
カ
の
地
を
踏
ん
だ
日
か
ら
同
地
を
離

（
129
）

（
130
）

91

労働法学の再出発（石井）

― ―



れ
る
ま
で
の
六
〇
日
間
に
つ
い
て
、
日
々
簡
単
な
メ
モ
書
き
の
記
録
を
残
し
て
い
る
ほ
か
、
毎
日
新
聞
紙
や
法
律
時
報
誌
に
滞
在
記
を

寄
稿
し
て
い
た
。
ま
た
末
弘
に
同
行
し
た
三
名
に
は
、
帰
国
後
に
雑
誌
（
労
働
評
論
〔
毎
日
新
聞
社
刊
〕）
の
求
め
に
応
じ
て
一
〇
項

目
に
わ
た
る
質
問
に
そ
れ
ぞ
れ
が
応
答
し
た
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
滞
在
中
の
旅
程
は
、
大
よ
そ
、
つ
ぎ
の
よ

う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

一
月
一
三
日
（
金
）
～
二
二
日
（
日
）
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
（
一
〇
日
間
）

労
働
省
を
は
じ
め
と
す
る
政
府
関
係
機
関
（
Ｎ
Ｌ
Ｒ
Ｂ
を
含
む
）
お
よ
び
そ
の
運
営
、
労
働
関
係
政
策
の
説
明
・
案
内
、
連
邦

最
高
裁
や
連
邦
議
会
（
下
院
・
上
院
）
の
見
学
、
Ａ
Ｆ
Ｌ
お
よ
び
Ｃ
Ｉ
Ｏ
そ
の
他
の
労
働
組
合
へ
の
訪
問
、
使
用
者
団
体
へ
の
訪

問（
夕
方
六
時
二
五
分
の
列
車
に
て
ア
ト
ラ
ン
タ
に
向
か
う
）

一
月
二
三
日
（
月
）
～
二
五
日
（
水
）
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
ア
ト
ラ
ン
タ
（
三
日
間
）

労
働
組
合
（
繊
維
組
合
等
）
お
よ
び
Ｎ
Ｌ
Ｒ
Ｂ
そ
の
活
動
状
況
の
視
察
、
工
場
見
学
、
黒
人
解
放
連
盟
訪
問
、
州
議
会
訪
問

（
午
後
四
時
半
の
バ
ス
に
て
ノ
ッ
ク
ス
ヴ
ィ
ルK

noxville

に
向
か
い
、
同
日
午
後
一
〇
時
頃
着
）

一
月
二
六
日
（
木
）
～
二
九
日
（
日
）
同
州
ノ
ッ
ク
ス
ヴ
ィ
ル
（
四
日
間
）

Ｔ
Ｖ
Ａ
テ
ネ
シ
ー
河
流
域
開
発
公
社T

ennessee V
aley A

uthority

一
般
に
つ
い
て

（
午
後
一
一
時
の
列
車
に
て
ワ
シ
ン
ト
ン
に
向
か
う
、
翌
午
前
一
一
時
ワ
シ
ン
ト
ン
着
）

一
月
三
〇
日
（
月
）
～
二
月
一
日
（
水
）
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
（
二
日
）

労
働
省
図
書
館
に
て
書
籍
（
具
体
的
な
書
名
等
不
明
）
を
探
索

（
一
二
時
発
の
列
車
に
て
ニ
ュ
ー
・
ヨ
ー
ク
に
向
か
い
、
午
後
四
時
半
到
着
）

（
131
）

（
132
）
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二
月
一
日
（
水
）
～
九
日
（
木
）
ニ
ュ
ー
・
ヨ
ー
ク
（
一
〇
日
）

Ａ
Ｆ
Ｌ
お
よ
び
Ｃ
Ｉ
Ｏ
の
傘
下
各
ロ
ー
カ
ル
支
部
に
お
け
る
組
合
運
営
及
び
労
働
協
約
の
研
究
、
Ｎ
Ｌ
Ｒ
Ｂ
の
地
域
支
部
に
つ

い
て
の
、
そ
の
他
工
場
の
見
学
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
訪
問

（
朝
九
時
グ
ラ
ン
ド
・
セ
ン
ト
ラ
ル
か
ら
デ
ト
ロ
イ
ト
に
向
か
い
、
午
後
一
〇
時
着
）

二
月
九
日
（
木
）
～
一
六
日
（
木
）
デ
ト
ロ
イ
ト
（
九
日
間
）

Ｕ
Ａ
Ｗ
（
全
米
自
動
車
労
組U

nited A
uto W

orkers

）、
各
種
労
働
組
合
、
工
場
見
学
、
社
会
保
障
お
よ
び
社
会
事
業

（
一
二
時
四
〇
分
列
車
に
て
シ
カ
ゴ
に
向
か
い
、
午
後
五
時
着
）

二
月
一
六
日
（
木
）
～
二
八
日
（
火
）
シ
カ
ゴ
（
一
三
日
間
）

各
種
学
校
教
育
一
般
と
そ
の
施
設
、
教
職
員
組
合
そ
の
他
、
Ａ
Ｆ
Ｌ
お
よ
び
Ｃ
Ｉ
Ｏ
、
シ
カ
ゴ
大
学
等
の
見
学

（
午
前
一
一
時
二
〇
分
、
シ
カ
ゴ
空
港
よ
り
空
路
、
サ
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
向
か
い
、
午
後
七
時
二
〇
分
〔
太
平
洋
時
間
〕
着
）

二
月
二
八
日
（
火
）
～
三
月
九
日
（
木
）
サ
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
（
九
日
間
）

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
、
Ａ
Ｆ
Ｌ
、
Ｃ
Ｉ
Ｏ
そ
の
他
支
部
組
合
、
邦
人
経
営
の
農
場
見
学

こ
の
よ
う
な
日
程
表
を
み
る
と
、
た
と
え
ア
メ
リ
カ
労
働
省
の
招
き
に
よ
る
も
の
と
い
っ
て
も
、
末
弘
も
い
う
よ
う
に
随
分
と
過
密

な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
も
と
で
の
視
察
旅
行
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
し
か
し
た
と
え
そ
う
で
あ
っ
て
も
同
人
に
と
っ
て
は
、
二

か
月
間
と
は
い
え
、
三
二
年
振
り
の
訪
米
旅
行
は
、
大
き
な
意
味
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
帰
国
後
の
末
弘
の
発
言
を
記
録
し
た
も
の

と
し
て
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
（
注
記
し
た
成
立
経
緯
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
末
弘
自
身
が
執
筆
し
た
の
は
一
件
だ
け
で
、

ほ
か
は
す
べ
て
口
述
な
い
し
質
疑
応
答
お
よ
び
講
演
録
を
活
字
に
起
こ
し
た
も
の
で
あ
る
）。

五
月
「
ア
メ
リ
カ
よ
り
帰
り
て
」
中
央
公
論
六
五
巻
五
号
六
一
︱
六
三
頁
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「
ア
メ
リ
カ
の
労
働
事
情
」
日
本
評
論
二
五
巻
五
号
六
五
︱
七
〇
頁
：
質
疑
応
答

六
月
＊
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
労
働
法
の
現
状
」（
質
問
者
・
浅
井
清
信
・
吾
妻
光
俊
・
野
村
平
爾
・
三
藤
正
）
法
律
時
報
二
二

巻
六
号
三
︱
一
四
、二
七
頁
：
質
疑
応
答

＊『
労
働
委
員
会
制
度
に
関
す
る
所
感
―
ア
メ
リ
カ
視
察
か
ら
帰
っ
て
―
』労
委
資
料
月
報
第
一
二
号
別
冊
三
︱
二
四
頁（
の

ち
に
、
前
掲
『
労
委
十
年
の
歩
み
を
語
る
』
第
八
章
〔
二
〇
九
︱
二
二
五
頁
〕
に
収
録
）：
五
月
一
九
日
開
催
（
東
京
）

の
全
国
労
働
委
員
会
々
長
連
絡
会
議
に
際
し
て
の
講
演

七
月
～
八
月
「
最
近
の
ア
メ
リ
カ
労
働
事
情
」（
上
）（
下
）
海
上
労
働
三
巻
七
号
二
︱
五
頁
、
八
号
二
︱
五
頁
：
五
月
三
〇
日
運

輸
省
に
お
け
る
講
演

一
〇
月
『
明
日
の
労
働
問
題
』（
日
本
製
版
）
中
山
伊
知
郎
と
の
対
談
（
日
付
・
場
所
等
は
不
明
）・
第
一
部
「
ア
メ
リ
カ
の
労
働

事
情
」

敗
戦
か
ら
い
ま
だ
四
年
半
ほ
ど
し
か
経
過
し
て
お
ら
ず
、
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
し
た
占
領
下
、
一
般
の
日
本
人
に
と
っ
て
外
国
に
行

く
こ
と
な
ど
望
む
べ
き
こ
と
で
は
な
か
っ
た
当
時
、
ア
メ
リ
カ
に
二
か
月
弱
の
あ
い
だ
滞
在
し
、
見
聞
を
広
め
た
で
あ
ろ
う
末
弘
に
対

し
、い
か
な
る
発
言
を
す
る
の
か
社
会
の
関
心
は
高
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。こ
れ
に
対
し
末
弘
は
一
般
雑
誌
で
は
、日
本
人
が
思
っ

て
い
る
ほ
ど
に
、
ア
メ
リ
カ
人
は
日
本
に
関
心
な
ど
も
っ
て
お
ら
ず
、「
今
の
日
本
人
は
一
般
に
な
ん
と
な
く
他
力
本
願
的
の
気
持
に

な
つ
て
い
て
、
自
分
の
考
え
で
、
自
力
で
立
ち
あ
が
る
こ
と
を
忘
れ
て
外
部
の
批
評
ば
か
り
を
気
に
し
て
い
る
」（
中
央
公
論
六
五
巻

五
号
〔
一
九
五
〇
〕
六
三
頁
）
な
ど
と
意
地
悪
く
応
え
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
一
方
、
労
働
問
題
に
関
す
る
専
門
家
に
対
し
て
は
積
極

的
な
発
言
を
行
な
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
日
本
評
論
二
五
巻
五
号
（
同
前
）
で
は
、
労
働
組
合
の
組
織
状
況
や
偶
然
に
遭
遇
し
た
石
炭

争
議
の
経
過
な
ど
に
つ
い
て
の
質
問
に
応
え
て
い
た
。
ま
た
法
律
時
報
誌
で
は
、
労
働
法
研
究
者
で
あ
る
浅
井
清
信
・
吾
妻
光
俊
・
野

（
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村
平
爾
お
よ
び
三
藤
正
四
名
と
の
質
疑
応
答
に
際
し
て
、
ま
ず
末
弘
自
身
か
ら
、
三
二
年
前
と
く
ら
べ
て
ニ
ュ
ー
・
デ
ィ
ー
ル
期
と
第

二
次
世
界
大
戦
を
へ
た
合
衆
国
に
お
け
る
労
働
関
係
と
労
働
法
学
の
変
化
―
―
集
団
的
な
労
働
関
係
法
に
重
点
が
お
か
れ
、
法
科
大
学

院
で
は
労
働
法
の
講
義
が
ど
こ
で
も
行
な
わ
れ
、
ケ
ー
ス
・
ブ
ッ
ク
も
複
数
刊
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
不
当
労
働
行
為
と
Ｎ
Ｌ
Ｒ
Ｂ
の

役
割

―
不
当
労
働
行
為
の
抑
制
を
通
じ
て
労
使
間
の
勢
力
均
衡
を
図
る
こ
と
が
制
度
目
的
で
あ
る
こ
と

―
が
明
確
に
意
識
さ
れ
て

い
る
こ
と
や
、
紛
争
の
種
類
に
よ
っ
て
、
仲
裁
制
度arbitration

と
の
い
わ
ば
、
す
み
分
け
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
訪
米
中
に
タ
フ

ト
・
ハ
ー
ト
レ
ー
法
中
の
非
常
緊
急
条
項
が
適
用
さ
れ
る
べ
き
石
炭
鉱
山
紛
争
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
日
本
の
労
調
法
三
七
条
の
妥
当

性
を
考
え
る
に
あ
た
り
参
考
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
語
っ
て
い
る
（「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
労
働
法
の
現
状
」）。
ま
た
四
年
ほ
ど
、

労
働
委
員
会
に
お
い
て
労
使
紛
争
の
調
停
・
斡
旋
に
従
事
し
て
き
た
末
弘
に
と
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
法
制
度
や
実
際
の
運
用
に

つ
い
て
は
大
き
な
関
心
を
も
っ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
わ
が
国
の
公
・
労
・
使
三
者
構
成
の
調
停
委
員
会
に
よ
る
斡
旋conciliation

と

調
停m

ediation

と
を
明
確
に
区
別
し
た
上
で
の
紛
争
解
決
や
そ
の
際
の
組
合
の
資
格
審
査
な
ど
過
度
に
厳
格
な
法
適
用
の
も
と
で
の

労
調
法
の
運
用
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
で
は
両
者
の
実
際
的
取
扱
を
区
別
せ
ず
に
紛
争
解
決
を
実
現
し
、
ま
た
Ｎ
Ｌ
Ｒ
Ｂ
とFederal　

M
ediation and Conciliation Service

と
の
任
務
の
分
か
ち
合
い
や
労
働
協
約
上
の
仲
裁
規
定
に
づ
く
仲
裁
人
に
よ
る
解
決
な
ど
、

末
弘
に
と
っ
て
彼
我
の
違
い
を
強
く
印
象
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
（『
労
働
委
員
会
制
度
に
関
す
る
所
感
』
お
よ
び
「
最
近
の
ア
メ

リ
カ
労
働
事
情
」
参
照
）。
こ
れ
ら
は
現
在
で
は
、
す
で
に
ア
メ
リ
カ
労
働
法
に
関
す
る
多
く
の
先
学
に
よ
る
研
究
の
蓄
積
に
よ
り
、

周
知
な
い
し
常
識
に
属
す
る
知
見
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
今
か
ら
六
五
年
ほ
ど
前
、
末
弘
は
日
本
で
は
い
ま
だ
十
分
に
知

ら
れ
て
い
な
か
っ
た
法
制
度
や
労
使
関
係
の
実
情
が
語
る
こ
と
に
よ
り
、
発
足
し
て
間
も
な
い
日
本
の
労
使
関
係
法
制
の
運
用
や
労
使

関
係
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
も
啓
蒙
的
な
役
割
を
は
た
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
戦
前
と
は
異
な
り
、
い
ま
だ
海
外

の
大
学
に
留
学
し
た
り
、
労
働
事
情
を
間
近
に
知
る
機
会
も
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
当
時
、
末
弘
の
経
験
談
は
研
究
者
に
と
っ
て
興
味
深
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く
、
刺
激
的
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
に
帰
国
後
、
中
労
委
会
長
を
辞
す
る
末
弘
は
、
自
ら
の
課
題
と
し
て
ア
メ
リ

カ
の
視
察
旅
行
の
成
果
を
踏
ま
え
て
、
日
本
の
労
働
法
、
と
く
に
労
働
行
政
＝
労
働
委
員
会
制
度
の
改
革
策
を
ま
と
め
る
こ
と
と
、
ア

メ
リ
カ
労
働
法
々
制
と
そ
の
実
情
を
日
本
人
に
伝
え
る
べ
く
仕
事
を
行
な
い
た
い
と
の
抱
負
を
い
だ
い
て
い
た
よ
う
だ
。

２　
『
日
本
労
働
組
合
運
動
史
』
の
執
筆
と
刊
行

末
弘
の
ア
メ
リ
カ
調
査
旅
行
に
は
、
も
う
一
つ
の
副
産
物
が
あ
っ
た
。
現
実
の
学
的
成
果
と
し
て
結
実
し
た
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、

む
し
ろ
こ
ち
ら
の
方
を
重
視
す
べ
き
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
、
末
弘
が
ア
メ
リ
カ
視
察
旅
行
か
ら
帰
国
し
て
約
半
年
後
（
奥
付

の
日
付
は
、
奇
し
く
も
後
述
す
る
末
弘
が
開
腹
手
術
を
受
け
た
日
の
前
日
で
あ
る
九
月
一
〇
日
）
に
公
刊
さ
れ
た
『
日
本
労
働
組
合
運

動
史
』（
日
本
労
働
運
動
史
刊
行
会
・
一
九
五
〇
）
で
あ
る
。
末
弘
『
著
作
集
』
を
構
想
し
た
清
水
誠
（
民
法
・
一
九
二
一
～

二
〇
一
一
）
は
、
本
書
に
つ
い
て
明
治
維
新
（
一
八
六
八
年
）
以
降
、
一
九
五
〇
年
ま
で
の
約
一
世
紀
に
わ
た
る
日
本
の
労
働
組
合
運

動
を
描
い
て
「
速
成
な
が
ら
、
そ
の
叙
述
は
〔
末
弘
の
〕
面
目
躍
如
た
る
も
の
」
で
あ
り
、「
戦
後
に
お
け
る
末
弘
の
最
大
の
作
品
」

で
あ
っ
た
と
評
し
て
い
る
。
末
弘
は
、
本
書
「
あ
と
が
き
」
の
な
か
で
「
毎
日
の
忙
し
い
中
労
委
の
仕
事
の
あ
と
さ
き
に
昼
夜
兼
業
で

急
い
」（
二
五
五
頁
）
で
執
筆
し
た
と
の
べ
て
い
る
。
な
ぜ
、
そ
の
よ
う
に
執
筆
を
急
い
だ
の
か
と
い
え
ば
、
こ
れ
も
同
書
の
「
あ
と

が
き
」
の
な
か
で
触
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
同
書
が
「
も
と
も
と
外
国
人
、
殊
に
ア
メ
リ
カ
人
に
読
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
」
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
関
係
す
る
。
末
弘
に
い
わ
せ
れ
ば
、
彼
ら
に
戦
後
日
本
の
「
労
働
組
合
運
動
の

表
面
的
な
華
々
し
さ
と
そ
の
特
異
な
様
相
―
―
様
ざ
ま
な
産
業
分
野
で
急
速
に
組
織
化
さ
れ
て
い
っ
た
が
、
そ
れ
が
工
職
混
合
の
企
業

内
組
合
と
い
う
形
態
を
と
っ
た
こ
と
を
指
す
の
か
〔
引
用
者
〕
―
―
に
目
を
惹
か
れ
て
」
戦
前
の
歴
史
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
ら
な
い
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
（
同
前
所
）
と
い
う
。
す
な
わ
ち
末
弘
に
と
っ
て
は
労
働
委
員
会
関
係
者
と
と
も
に
、
ア
メ
リ

（
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カ
に
調
査
旅
行
に
赴
く
こ
と
が
予
定
さ
れ
、
そ
れ
に
間
に
合
う
よ
う
に
執
筆
を
急
い
だ
の
で
あ
っ
た
。

同
書
は
内
容
的
に
は
、
第
一
部
「
戦
前
」（
第
二
章
―
第
五
章
・
七
︱
一
〇
五
頁
）
と
第
二
部
「
戦
後
」（
第
六
章
―
第
一
〇
章
・

一
〇
七
︱
二
五
四
頁
）
か
ら
な
る
。
重
視
す
べ
き
は
後
者
で
あ
ろ
う
。
戦
後
は
本
書
執
筆
時
、
わ
ず
か
四
年
し
か
経
過
し
て
い
な
い
。

し
か
し
戦
前
と
同
程
度
、
む
し
ろ
よ
り
多
く
の
頁
数
が
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
末
弘
自
身
に
よ
る
労
働
運
動
史
研
究
お
よ
び

考
察
を
総
括
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
末
弘
は
戦
後
労
働
運
動
史
を
、
第
七
章
（
一
一
六
︱
一
七
二
頁
）
で
五
期
に
分
け
、
各
期
ご
と
に

そ
の
特
徴
を
論
じ
て
い
る
（
第
一
節
―
第
五
節
）。
そ
の
前
に
第
六
章
「
戦
後
概
説
」
で
自
ら
そ
の
概
説
を
の
べ
て
い
る
（
一
一
三
︱

一
一
五
頁
）。
こ
こ
で
は
、
こ
れ
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

第
一
期
：「
解
放
か
ら
集
中
へ
」
一
九
四
五
年
八
月
～
一
九
四
六
年
七
月

Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
労
働
保
護
政
策
を
背
景
に
「
半
ば
喪
心
状
態
に
あ
っ
た
経
営
者
並
び
に
政
府
を
相
手
に
勇
敢
に
闘
い
」、
急
速
に
労

働
組
合
の
組
織
化
が
実
現
し
、
次
第
に
総
同
盟
と
産
別
会
議
と
い
う
「
全
国
的
連
盟
組
織
を
作
る
に
至
る
ま
で
一
年
間
」。

第
二
期
：「
労
働
攻
勢
」
一
九
四
六
年
七
月
～
一
九
四
七
年
二
月
一
日
ゼ
ネ
ス
ト
中
止
命
令
ま
で
の
七
か
月

「
集
中
と
部
隊
編
成
を
終
え
た
労
働
者
」
が
「
政
府
の
不
用
意
な
企
業
整
備
の
企
図
」
を
契
機
に
、
共
同
闘
争
を
開
始
し
、「
折

か
ら
の
イ
ン
フ
レ
の
亢
進
に
拍
車
を
か
け
ら
れ
」、
賃
金
増
額
を
掲
げ
た
「
一
〇
月
攻
勢
」
と
い
わ
れ
た
労
働
攻
勢
が
ゼ
ネ
ス

ト
を
企
て
な
が
ら
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
命
令
に
よ
り
挫
折
さ
せ
ら
れ
る
ま
で
の
七
か
月
間
。
な
お
こ
の
間
、
労
働
協
約
締
結
を

目
標
と
し
た
争
議
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

第
三
期
：「
批
判
と
闘
争
再
開
の
準
備
」
一
九
四
七
年
二
月
～
七
月

最
高
司
令
官
の
ス
ト
中
止
命
令
に
よ
り
、「
組
合
運
動
は
一
時
沈
静
状
態
に
陥
」
り
、
組
合
内
部
に
お
い
て
も
自
己
批
判
と
将

来
に
向
け
た
闘
争
準
備
が
行
な
わ
れ
た
半
年
間
。

（
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第
四
期
：「
第
二
の
労
働
攻
勢
」
一
九
四
七
年
八
月
～
一
九
四
八
年
七
月

片
山
哲
を
首
班
と
す
る
社
会
党
を
中
心
と
し
た
連
立
内
閣
成
立
（
一
九
四
七
〔
昭
和
二
二
〕
年
六
月
）
を
背
景
に
、
労
働
組
合

の
動
き
も
左
右
両
派
に
よ
り
異
な
る
対
応
が
な
さ
れ
た
一
方
、
経
営
者
陣
営
も
次
第
に
整
備
さ
れ
、
右
派
組
合
と
の
あ
い
だ
に

徐
々
に
協
調
的
傾
向
が
現
わ
れ
て
い
っ
た
。
し
か
し
一
九
四
八
（
昭
和
二
三
）
年
三
月
に
続
い
て
、
公
共
部
門
組
合
が
同
年
七

月
に
大
規
模
な
全
国
的
ス
ト
ラ
イ
キ
を
決
行
し
よ
う
と
し
た
こ
と
に
対
し
、
公
務
員
法
改
正
に
関
す
る
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
書
簡
が

総
理
大
臣
宛
て
に
発
せ
ら
れ
、
こ
れ
を
受
け
て
政
府
は
七
月
三
一
日
、
官
公
労
働
者
の
団
交
権
お
よ
び
争
議
権
を
制
限
・
禁
止

す
る
政
令
二
〇
一
号
を
公
布
し
た
。

第
五
期
：「
再
調
整
」
一
九
四
八
年
八
月
～
一
九
四
九
年
六
月

従
来
の
組
合
運
動
へ
の
対
応
を
変
更
し
た
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
援
助
と
勧
告
の
も
と
、
政
府
は
「
組
合
運
動
に
対
し
て
立
法
的
抑
制
を
加

え
る
と
同
時
に
、
経
済
安
定
政
策
を
強
力
に
推
し
進
め
た
」。
そ
の
結
果
、「
組
合
運
動
も
そ
の
影
響
を
受
け
て
、
大
勢
は
徐
々

に
自
由
組
合
主
義
の
線
に
沿
つ
て
進
も
う
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
象
徴
的
に
示
す
も
の
が
、
一
九
四
九
（
昭
和

二
四
）
年
六
月
の
改
正
労
働
組
合
法
で
あ
っ
た
。
し
か
し
左
翼
組
合
は
依
然
と
し
て
強
く
抵
抗
し
た
。
こ
の
間
「
イ
ン
フ
レ
が

少
し
ず
つ
緩
和
さ
れ
た
が
、
同
時
に
企
業
整
備
に
よ
る
大
量
解
雇
と
賃
金
抑
制
の
傾
向
は
時
と
と
も
に
強
化
さ
れ
、
そ
れ
が
原

因
と
な
つ
て
争
議
は
依
然
と
し
て
質
的
深
刻
化
し
つ
つ
あ
る
」。

す
な
わ
ち
明
治
維
新
（
一
八
六
八
年
）
以
降
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
敗
戦
ま
で
の
戦
前
・
戦
時
期
の
約
八
〇
年
の
労
働
運
動
史
を
論
じ

た
の
と
ほ
ぼ
同
じ
分
量
の
紙
幅
を
も
っ
て
、
わ
ず
か
戦
後
四
年
間
を
五
つ
の
時
期
に
分
け
て
、
微
視
的
な
検
討
を
行
な
っ
て
い
る
。
そ

し
て
第
二
部
最
大
の
収
穫
は
第
八
章
「
組
合
運
動
の
分
析
的
叙
説
」
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
戦
前
篇
第
五
章
「
戦
前
に
お
け
る
組
合
運
動

の
分
析
的
叙
説
」（
七
九
︱
一
〇
五
頁
）
と
対
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
そ
の
記
述
は
、
よ
り
詳
細
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
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そ
の
詳
し
い
目
次
構
成
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

第
一
節　

量
的
観
察

一
、
組
織
の
驚
異
的
躍
進
／
二
、
産
業
別
の
組
合
分
布
と
組
織
率
／
三
、
性
別
に
み
た
組
織
状
況
／
組
織
労
働
者
の
地
方
的
分
布

第
二
節　

組
織
形
態
の
一
般
的
特
色

一
、
職
場
別
に
結
成
さ
れ
た
単
位
組
合
を
細
胞
と
し
て
組
織
さ
れ
て
い
る
／
二
、
ク
ラ
フ
ト
・
ユ
ニ
オ
ン
の
伝
統
が
な
い
／
三
、
雇
傭
関
係
を

基
礎
と
し
て
団
結
し
て
い
る
／
四
、
半
封
建
的
労
働
関
係
が
依
然
と
し
て
支
配
を
続
け
て
い
る
／
五
、
高
級
従
業
員
が
組
合
に
加
入
し
て
い
る

／
六
、
ク
ロ
ー
ズ
ド
・
シ
ョ
ッ
プ
は
殆
ん
ど
な
く
ユ
ニ
オ
ン
・
シ
ョ
ッ
プ
が
多
い
／
七
、
一
般
に
失
業
し
た
組
合
員
の
世
話
を
す
る
習
慣
を

も
っ
て
い
な
い

第
三
節　

複
雑
な
連
合
組
織

第
四
節　

全
国
的
組
織

第
五
節　

全
国
的
組
織
の
全
国
的
連
合

第
六
節　

組
合
の
内
部
機
構
と
活
動

一
、
組
合
機
構
の
特
色
（
１
、
各
組
合
に
共
通
の
特
性　

２
、
総
同
盟
及
び
産
別
会
議
の
内
部
機
構　

３
、
機
構
の
実
際
的
運
用
方
法
）
／
二
、

組
合
の
財
政
（
１
、
収
入
状
況　

２
、
支
出
状
況　

３
、
概
括
）
／
三
、
組
合
の
事
業
（
１
、
出
版
物
の
発
行
頒
布　

２
、
組
合
活
動
の
基
礎

と
し
て
の
調
査　

３
、
教
育
事
業　

４
、
文
化
事
業　

５
、
共
済
事
業
）

第
七
節　

労
働
関
係

一
、
概
説
／
二
、
団
体
交
渉
／
三
、
労
働
争
議
／
四
、
労
働
協
約
（
１
、
概
説　

２
、
協
約
の
変
化
過
程　

３
、
労
働
協
約
の
内
容　

４
、
量

的
説
明
）
／
五
、
経
営
協
議
会
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第
八
節　

労
働
組
合
と
政
党

一
、
概
説
／
二
、
政
党
の
組
合
に
対
す
る
態
度
（
１
、
共
産
党
の
場
合　

２
、
社
会
党
の
場
合　

３
、
要
約
）
／
三
、
組
合
の
政
党
に
対
す
る

態
度

こ
こ
で
は
、
戦
後
急
速
に
発
展
し
た
労
働
組
合
組
織
の
実
情
や
組
合
運
動
に
関
す
る
法
社
会
学
的
な
分
析
と
末
弘
に
よ
る
総
括
的
な

理
解
を
示
さ
れ
て
い
る
。
目
次
の
項
目
を
見
れ
ば
、
末
弘
が
い
か
な
る
事
象
に
関
心
を
寄
せ
、
問
題
と
し
て
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
を

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
な
お
第
九
章
「
戦
後
の
労
働
立
法
」
で
わ
ず
か
四
年
の
あ
い
だ
に
制
定
・
公
布
さ
れ
た
労
働
立
法
を
取

り
上
げ
、
第
十
章
「
結
び
の
言
葉
」
と
し
て
、
戦
後
四
年
間
に
お
け
る
賃
金
、
労
働
時
間
お
よ
び
失
業
の
三
つ
の
変
遷
を
と
り
あ
げ
、

「
戦
後
の
組
合
運
動
に
関
し
て
最
後
的
な
報
告
書
を
提
出
す
る
時
期
に
は
ま
だ
到
達
し
て
い
な
い
」（
二
四
九
頁
）
と
の
べ
て
い
る
。

確
か
に
本
書
は
内
容
的
に
、
戦
後
公
刊
さ
れ
た
も
の
の
な
か
で
は
「
末
弘
の
最
大
の
作
品
」
で
あ
っ
た
。

（
125
）　

前
掲
「
末
弘
厳
太
郎
略
年
譜
」
四
九
五
頁
。
こ
れ
に
合
わ
せ
て
で
あ
ろ
う
、
平
野
義
太
郎
・
戒
能
通
孝
・
川
島
武
宜
〔
編
〕
末
弘
還
暦
記
念
『
団

結
権
の
研
究
』（
日
本
評
論
社
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
同
書
は
Ⅰ
「
団
結
権
の
歴
史
的
研
究
」
Ⅱ
「
労
働
争
議
」
Ⅲ
「
団
体
規
約
と
労
働
協
約
」
の

三
部
か
ら
な
り
、
二
〇
本
の
論
稿
か
ら
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

（
126
）　

そ
の
経
緯
の
詳
細
は
、
労
働
関
係
法
令
立
法
史
研
究
会
（
座
長
：
渡
辺
章
）
前
掲
『
労
働
関
係
法
令
の
立
法
史
料
研
究
（
労
働
組
合
法
関
係
）』

八
三
頁
以
下
お
よ
び
同
『
労
働
組
合
法
立
法
史
料
研
究
』
解
題
篇
八
四
頁
以
下
並
び
に
日
本
労
働
法
学
会
誌
一
二
五
号
『
労
働
組
合
法
立
法
史
の

意
義
と
課
題
』（
二
〇
一
五
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
諸
論
稿
を
参
照
。

（
127
）　

本
文
で
言
及
す
る
も
の
の
ほ
か
に
、
末
弘
に
は
＊
「
講
演
録
／
民
主
的
な
労
働
組
合
運
動
」
講
演
時
報
五
九
三
号
（
昭
和
二
四
・
七
旬
号
）
三

︱
二
〇
頁
が
あ
る
。

（
128
）　

改
正
労
組
法
に
つ
い
て
は
、
立
法
立
案
者
で
あ
る
賀
来
才
二
郎
（
労
働
省
労
政
局
長
）
の
『
労
働
組
合
法
の
詳
細
』（
中
央
労
働
学
園
・

一
九
四
九
）
が
あ
っ
た
。

（
138
）
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（
129
）　

こ
こ
で
解
釈
論
上
示
さ
れ
た
末
弘
の
見
解
を
紹
介
す
る
こ
と
は
、
大
し
た
意
味
も
な
か
ろ
う
と
思
わ
れ
る
の
で
、
と
り
あ
げ
な
い
。

（
130
）　

前
掲
・
末
弘
「
年
譜
」
四
四
五
頁
。

（
131
）　

こ
れ
は
、
末
弘
の
遺
稿
集
で
あ
る
『
断
腸
前
後
』（
一
粒
社
・
一
九
五
二
）
第
二
部
「
日
記
」
七
九
︱
一
〇
九
頁
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
訪
米

日
記
」
で
あ
る
（
お
そ
ら
く
、
こ
れ
は
帰
国
後
に
見
聞
録
な
い
し
研
究
論
文
の
執
筆
可
能
性
を
考
慮
し
て
、
書
き
記
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
末
弘

本
人
は
、
そ
の
ま
ま
で
の
公
刊
な
ど
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
る
）。
な
お
、
そ
の
装
丁
は
戦
後
刊
行
さ
れ
た
著
書
の
な
か
で
は
唯
一
、

戦
前
の
末
弘
著
作
群
と
同
じ
く
「
撃
剣
装
束
に
似
さ
せ
た
紺
木
綿
の
上
製
綴
」（
平
野
義
太
郎
「
社
会
科
学
者
・
末
弘
厳
太
郎
」
法
律
時
報
二
三

巻
一
一
号
〔
一
九
五
一
〕
四
頁
）
に
黄
色
の
紙
片
に
書
名
を
記
し
た
も
の
を
貼
付
す
る
と
い
う
装
丁
で
あ
っ
た
。
そ
の
ほ
か
に
末
弘
に
は
、
ア
メ

リ
カ
訪
問
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
ま
ず
毎
日
新
聞
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
記
事
を
、
四
回
に
わ
た
っ
て
送
っ
て

い
た
。

＊「
末
弘
厳
太
郎
渡
米
第
一
信
／
パ
号
に
乗
つ
た
浦
島
」昭
和
二
五
年
一
月
一
七
日（
火
）

＊「
信
念
貫
く〝
自
由
の
栞
〟／
こ
れ
を
手
引
き
に
労
働
勉
強
」一
月
二
三
日（
月
）

＊「
ア
ト
ラ
ン
タ
の
労
働
事
情
／
組
合
の
入
会
に
宣
誓
／
日
本
の〝
き
の
こ
労
組
〟と
違
う
」二
月
五
日（
日
）

＊「
デ
ト
ロ
イ
ト
の
一
週
間
／
印
象
に
残
る
市
参
事
会
／
若
き
組
合
指
導
者
に
胸
う
た
る
」二
月
二
八
日（
火
）

ま
た
法
律
時
報
誌
に
は
、つ
ぎ
の
よ
う
な
記
事
を
送
っ
て
い
る
。

＊「
時
評
に
代
え
て
／
パ
ト
リ
ッ
ク
号
に
て
」二
二
巻
二
号

＊「
時
評
に
代
え
て
／
渡
米
第
二
信
」二
二
巻
三
号
一
頁

＊「
時
評
に
代
え
て
／
渡
米
第
三
信
／
シ
カ
ゴ
に
て
」二
二
巻
四
号
一
頁

（
132
）　

藤
田
進
・
星
加　

要
・
飼
手
眞
吾
「
ア
メ
リ
カ
労
働
事
情
見
聞
記
」
労
働
評
論
五
巻
五
号
（
一
九
五
〇
）
三
〇
︱
三
七
頁
。
な
お
末
弘
・
同
前
「
訪

米
日
記
」、
と
く
に
前
半
部
分
で
「
中
脇
氏
」
と
い
う
名
前
が
頻
繁
に
出
て
く
る
。
末
弘
・
後
掲
『
断
腸
前
後
』
所
収
の
「
断
腸
の
記
」
五
一
頁

に
「
四
人
の
若
い
元
気
な
人
々
共
に
ア
メ
リ
カ
に
旅
行
し
て
」
と
い
う
記
述
か
ら
、
こ
れ
ら
三
名
以
外
の
同
行
者
が
い
た
よ
う
だ
。
そ
れ
が
「
中

脇
氏
」
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
133
）　

同
書
は
の
ち
に
『
中
山
伊
知
郎
全
集
』
第
一
八
巻
対
談
・
対
話
集
（
講
談
社
・
一
九
七
三
）
一
︱
六
七
頁
に
収
録
。
第
一
部
は
、
同
時
期
に
い

わ
ば
入
れ
違
い
に
ア
メ
リ
カ
を
訪
れ
、
ほ
ぼ
同
じ
く
六
〇
日
ほ
ど
滞
在
し
た
二
人
が
同
国
の
労
働
問
題
の
実
情
を
語
る
と
の
趣
旨
の
も
の
で
あ
っ
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た
。
同
所
以
外
は
、
第
二
部
「
賃
金
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
」
第
三
部
「
労
働
組
合
と
労
働
協
約
」
第
四
部
「
労
働
委
員
会
制
度
批
判
」
第
五
部
「
今

後
の
労
使
関
係
の
重
点
」
か
ら
な
る
。

（
134
）　

末
弘
・
前
掲
「
ア
メ
リ
カ
よ
り
帰
り
て
」
六
一
頁
お
よ
び
『
労
働
委
員
会
制
度
に
関
す
る
所
感
』
三
︱
四
頁
。
旅
行
中
の
日
誌
に
は
、
各
地
の

書
店
に
て
多
く
の
図
書
を
購
入
し
た
こ
と
や
関
係
者
と
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
の
こ
と
が
頻
繁
に
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
末
弘
・『
断
腸
前
後
』
に
収

録
さ
れ
た
「
日
記
／
癌
を
手
術
す
る
ま
で
：
一
九
五
〇
年
六
月
二
七
日
―
同
九
月
九
日
」
の
な
か
、
一
二
四
︱
一
二
五
頁
（
七
月
八
日
〔
土
〕）、

一
三
五
︱
一
三
七
頁
（
同
月
一
七
日
〔
月
〕）、
一
四
二
︱
一
四
三
頁
（
同
月
二
〇
日
〔
木
〕）、
一
四
五
︱
一
四
八
頁
（
同
月
二
四
日
〔
月
〕）、

一
五
一
︱
一
五
三
頁
（
同
月
三
一
日
〔
月
〕）、
一
五
九
頁
（
八
月
七
日
〔
月
〕）
お
よ
び
一
六
五
︱
一
六
七
頁
（
同
月
一
二
日
〔
土
〕）
に
は
、
執

筆
を
予
定
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
、「
ア
メ
リ
カ
の
労
働
」
に
関
す
る
論
稿
の
構
成
の
柱
建
て
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
135
）　

本
書
は
末
弘
の
没
後
、
新
た
に
年
表
と
索
引
を
付
し
た
『
決
定
版
』（
中
央
公
論
社
・
一
九
五
四
）
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
（
同
書
を
紹
介
す
る

も
の
に
「
読
書
メ
モ
／
末
弘
厳
太
郎
著
・
日
本
労
働
組
合
運
動
史
〔
決
定
版
〕」
中
央
労
働
時
報
二
七
六
号
〔
一
九
五
四
・
七
〕
四
八
頁
が
あ
る
）。

さ
ら
に
本
書
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
末
弘
没
後
に
全
日
本
海
員
組
合
機
関
誌
（「
海
員
」）
に
、
五
巻
六
号
（
一
九
五
三
〔
昭
和
二
八
〕
年
六
月
）

以
降
、
同
巻
七
︱
一
一
号
、
六
巻
二
︱
一
二
号
（
一
九
五
四
〔
昭
和
二
九
〕）、
七
巻
一
︱
三
号
、
五
︱
九
号
、
一
二
号
（
一
九
五
五
〔
昭
和

三
〇
〕）、
八
巻
二
︱
三
号
（
一
九
五
六
〔
昭
和
三
一
〕）
ま
で
、
見
開
き
二
頁
（
Ｂ
四
判
）
の
分
量
で
連
載
さ
れ
た
（
た
だ
し
連
載
二
五
回
〔
八

巻
三
号
〈
一
九
五
六
・
三
〉〕、
単
行
本
の
第
二
部
第
七
章
第
四
節
二
〔
一
五
三
頁
〕
ま
で
の
分
で
連
載
は
中
断
し
た
ま
ま
と
な
っ
た
）。
す
で
に

単
行
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
、
著
者
が
す
で
に
亡
く
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
雑
誌
連
載
さ
れ
た
の
か
、
連
載
初
回
時
に
際
し
て
も
、

そ
の
経
緯
や
理
由
に
つ
い
て
何
も
言
及
さ
れ
て
お
ら
ず
、
不
明
で
あ
る
。

（
136
）　

清
水
・
前
掲
稿
八
四
頁
。
蛇
足
な
が
ら
、
全
一
六
巻
と
す
る
同
人
の
構
想
―
―
戦
前
の
留
学
か
ら
帰
国
後
の
業
績
を
中
心
に
、
法
学
入
門
～
法

社
会
学
～
民
法
～
労
働
法
～
エ
ッ
セ
イ
類
と
い
う
構
成
が
は
た
し
て
適
切
か
ど
う
か
疑
問
で
あ
る
が
―
―
に
し
た
が
え
ば
、
実
際
上
、
そ
の
巻
に

よ
っ
て
は
頁
数
に
大
き
な
差
の
あ
る
も
の
と
な
ろ
う
。
本
書
に
関
す
る
書
評
と
し
て
、
浅
井
清
信
「
新
刊
書
評
／
末
弘
博
士
の
『
日
本
労
働
組
合

運
動
史
』
を
読
ん
で
」
法
律
時
報
二
二
巻
一
一
号
（
一
九
五
〇
）
五
二
︱
五
三
頁
お
よ
び
住
谷
悦
治
「
新
刊
紹
介
／
末
弘
厳
太
郎
氏
著
『
日
本
労

働
組
合
運
動
史
』」
同
志
社
大
学
経
済
学
論
叢
二
巻
四
号
（
一
九
五
一
）
一
〇
四
︱
一
〇
七
頁
の
ほ
か
に
、
Ｘ
・
Ｙ
Ｚ
「
新
刊
紹
介
／
末
弘
厳
太

郎
博
士
の
日
本
労
働
運
動
史
」
労
働
経
済
旬
報
一
九
五
〇
・
八
号
、
氷
室
生
「
書
評
／
末
弘
厳
太
郎
著
・
日
本
労
働
組
合
運
動
史
」
経
営
者
四
巻

九
号
（
一
九
五
〇
）
三
三
頁
お
よ
び
「
書
評
／
末
弘
厳
太
郎
著
・
日
本
労
働
組
合
運
動
史
」
マ
ネ
ジ
ネ
ン
ト
一
〇
巻
五
号
（
一
九
五
一
）
五
二
頁
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が
あ
る
。
た
だ
し
こ
れ
ら
後
三
者
は
「
書
評
」
と
い
っ
て
も
一
頁
に
も
満
た
な
い
、
簡
単
な
紹
介
で
あ
る
。

（
137
）　

前
掲
『
労
働
組
合
運
動
史
』〔
決
定
版
〕「
編
集
者
あ
と
が
き
」
三
三
〇
︱
三
三
一
頁
に
よ
れ
ば
、
一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
秋
か
ら
同
年
々

末
の
末
弘
訪
米
ま
で
の
三
か
月
間
「
徹
夜
に
徹
夜
を
重
ね
て
『
ガ
リ
版
刷
の
英
語
版
』」
を
作
成
―
―
そ
の
具
体
的
な
制
作
過
程
は
不
明
―
―
し
、

「
約
百
部
を
積
ん
だ
高
級
車
は
朝
の
京
浜
国
道
を
フ
ル･

ス
ピ
ー
ド
で
ま
つ
し
ぐ
ら
、
危
く
間
に
あ
つ
た
と
い
う
離
れ
わ
ざ
を
演
じ
て
」
末
弘
に

手
渡
す
こ
と
が
で
き
た
と
、
い
さ
さ
か
劇
画
な
い
し
講
談
調
に
の
べ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
末
弘
は
同
前
所
が
い
う
よ
う
に
、
訪
問
の
先
々
で
関
係

者
に
ガ
リ
版
刷
の
『
英
文
・
日
本
労
働
運
動
史
』
を
配
り
な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
労
働
事
情
を
観
察
し
た
り
、
意
見
交
換
を
し
た
の
で
は
な
い
か

と
推
測
さ
れ
る
。
な
お
こ
の
同
書
英
文
版
の
現
存
の
有
無
お
よ
び
所
在
に
つ
い
て
も
、
不
明
。
な
お
本
書
（
日
本
語
）
の
刊
行
も
、
本
書
の
著
作

権
を
「
刊
行
会
」
―
―
そ
の
代
表
は
政
治
経
済
研
究
所
の
渡
部
一
高
で
あ
り
、「
刊
行
会
」
の
所
在
場
所
も
政
治
経
済
研
究
所
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

実
際
は
同
所
で
あ
っ
た
と
理
解
し
て
よ
か
ろ
う
―
―
に
委
ね
た
の
は
、
末
弘
の
渡
米
費
用
の
一
助
と
な
る
よ
う
に
と
の
意
図
か
ら
で
あ
っ
た
と
説

明
さ
れ
て
い
る
（
同
前
所
）。

（
138
）　

本
書
は
刊
行
後
、
一
九
五
一
（
昭
和
二
六
）
毎
日
出
版
文
化
賞
を
受
賞
し
た
（
前
掲
・
同
書
『
決
定
版
』
三
三
一
頁
「
編
者
あ
と
が
き
」）。
蓼

沼
謙
一
「
学
匠
学
琳
⑦
／
政
令
二
〇
一
号
前
後
」
季
刊
労
働
法
一
六
三
号
（
一
九
九
二
）
の
ち
に
同
・
前
掲
書
収
録
五
五
︱
五
六
頁
は
、
本
書
を
「
お

そ
ら
く
戦
前
戦
後
を
通
じ
て
最
初
の
、
法
社
会
学
的
な
歴
史
研
究
書
で
あ
り
、
労
働
法
研
究
者
と
り
わ
け
若
い
研
究
者
に
と
っ
て
、
ま
さ
に
干
天

の
慈
雨
で
あ
っ
た
」
と
評
し
て
い
る
。
そ
れ
は
従
来
の
そ
れ
と
は
異
な
り
、
一
貫
し
て
解
釈
法
学
的
記
述
に
終
始
す
る
こ
と
の
な
い
本
書
が
、
い

か
に
新
鮮
な
も
の
と
映
っ
た
か
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

五　

末
弘
の
闘
病
と
逝
去

⑴
　
中
労
委
会
長
辞
任
と
直
腸
が
ん
に
よ
る
入
院

一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
三
月
二
〇
日
に
ア
メ
リ
カ
視
察
旅
行
か
ら
帰
国
し
た
直
後
の
二
週
間
、
末
弘
は
石
炭
争
議
の
調
停
作
業

の
た
め
に
忙
殺
さ
せ
ら
れ
た
の
ち
、
帰
国
か
ら
わ
ず
か
一
ケ
月
し
か
経
過
し
て
い
な
い
同
年
四
月
二
一
日
、
唐
突
に
中
央
労
働
委
員
会

103

労働法学の再出発（石井）

― ―



会
長
の
職
を
辞
し
た
。
敗
戦
直
後
の
時
期
か
ら
、
末
弘
は
労
働
三
法
の
制
定
お
よ
び
中
労
委
を
は
じ
め
と
す
る
労
働
委
員
会
公
益
委
員

と
し
て
、
労
使
紛
争
の
解
決
に
尽
力
し
て
き
た
が
ゆ
え
に
、
極
め
て
多
忙
な
日
々
を
過
ご
し
て
い
た
。
末
弘
は
中
労
委
会
長
辞
任
の
理

由
と
し
て
、
戦
前
の
よ
う
な
研
究
生
活
に
も
ど
る
こ
と
を
自
ら
考
え
る
に
い
た
っ
た
と
説
明
し
て
い
た
。
し
か
し
、
上
記
の
よ
う
な
事

実
経
過
か
ら
推
測
さ
れ
る
よ
う
に
、
中
労
委
会
長
辞
任
の
理
由
と
し
て
、
末
弘
の
言
葉
そ
の
ま
ま
に
受
け
取
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。

ま
た
か
り
に
末
弘
の
言
を
真
に
受
け
た
と
し
て
も
、
現
実
は
末
弘
を
し
て
、
そ
の
よ
う
な
願
望
を
実
現
さ
せ
る
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
。

す
な
わ
ち
五
月
か
ら
九
月
初
め
ま
で
、
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
関
西
地
方
に
か
け
て
し
ば
し
ば
旅
行
し
、
五
〇
回
ほ
ど
の
講
演
を
こ
な

す
と
い
う
よ
う
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
。
末
弘
が
三
か
月
に
お
よ
ぶ
ア
メ
リ
カ
視
察
旅
行
か
ら
帰
国
し
て
か
ら
同
年
夏
ま
で
の
数
か
月

間
、
中
労
委
会
長
を
辞
し
て
か
ら
発
表
さ
れ
た
論
稿
や
講
演
録
な
ど
と
し
て
は
、
ア
メ
リ
カ
視
察
旅
行
に
関
す
る
も
の
を
の
ぞ
け
ば
、

「
労
働
組
合
運
動
の
回
顧
と
展
望
」
中
央
公
論
六
五
巻
八
号
（
一
九
五
〇
）
が
あ
る
の
み
で
あ
っ
た
。
同
稿
は
や
は
り
、
労
働
省
・
東

京
都
（
主
催
）
労
働
教
育
大
会
（
六
月
九
日
）
に
お
い
て
行
な
っ
た
講
演
の
速
記
録
を
活
字
化
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
内
容
的
に
は
、

『
労
働
組
合
運
動
史
』
の
後
編
と
基
調
を
同
じ
く
し
、
当
時
の
日
本
の
労
働
組
合
運
動
と
法
の
あ
り
方
に
つ
い
て
言
及
し
た
も
の
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
労
働
組
合
と
く
に
組
合
指
導
者
が
直
面
す
る
課
題
と
し
て
、（
１
）
自
主
性
に
欠
け
る
こ
と
、（
２
）
社
会
主
義
運
動

の
影
響
を
受
け
す
ぎ
て
い
る
こ
と
、（
３
）
政
治
運
動
と
の
混
淆
状
態
に
あ
る
こ
と
、（
４
）
組
合
指
導
者
に
組
合
運
動
の
経
験
が
な
い

こ
と
、
そ
し
て
（
５
）
組
合
の
力
の
限
界
を
知
ら
な
い
こ
と
の
五
つ
を
あ
げ
て
、
詳
述
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
に
は
、『
労
働
組
合
運

動
史
』
を
ま
と
め
た
こ
と
に
よ
る
、
体
系
化
さ
れ
た
戦
前
か
ら
の
日
本
の
労
働
組
合
運
動
の
知
見
が
投
影
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。こ

の
よ
う
に
中
労
委
時
代
と
同
様
に
、
労
働
な
い
し
社
会
評
論
家
と
し
て
多
忙
な
日
々
を
送
っ
て
い
た
同
年
だ
が
、
家
人
の
言
葉
か

ら
八
月
一
〇
日
頃
直
腸
が
ん
を
疑
い
、
九
月
五
日
に
国
立
東
京
第
一
病
院
―
―
戦
前
の
「
東
京
第
一
衛
戍
病
院
」
を
前
身
と
し
、
新
宿

（
139
）

（
140
）

（
141
）
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区
戸
山
に
所
在
す
る
、
現
在
の
「
国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
」
―
―
に
入
院
し
た
。
末
弘
は
同
月
一
一
日
に
手
術
―
―
病
室
を
出

て
か
ら
も
ど
る
ま
で
、
四
時
間
半
、
手
術
は
二
時
間
半
を
要
し
た
、
腸
を
四
、五
〇
セ
ン
チ
切
除
し
た
大
手
術
で
あ
っ
た
―
―
を
受
け

て
、
一
二
月
ま
で
一
〇
〇
日
あ
ま
り
同
病
院
に
と
ど
ま
っ
た
。
こ
の
間
、
一
〇
月
二
七
日
、
私
法
学
会
（
一
九
四
八
〔
昭
和
二
三
〕
年

設
立
）
か
ら
分
離
・
独
立
し
て
日
本
労
働
法
学
会
が
創
立
さ
れ
（
参
加
者
は
一
三
〇
名
）、
当
時
九
州
大
学
々
長
の
職
に
あ
っ
た
菊
池

勇
夫
が
初
代
々
表
理
事
に
選
出
さ
れ
た
。
そ
し
て
菊
池
か
ら
緊
急
動
議
と
し
て
病
臥
に
あ
る
末
弘
に
対
し
、
学
会
成
立
の
報
告
と
病
気

見
舞
い
の
電
報
を
送
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
、
満
場
一
致
を
も
っ
て
可
決
さ
れ
、
第
一
回
大
会
々
場
（
大
阪
商
工
会
議
所
）
か
ら
代
表
理

事
の
名
に
お
い
て
、
電
文
が
発
せ
ら
れ
た
。
一
二
月
二
〇
日
、
末
弘
は
退
院
し
、
そ
の
後
湯
河
原
（
神
奈
川
県
）
や
熱
海
（
静
岡
県
）

等
で
静
養
し
た
。
そ
し
て
あ
る
程
度
健
康
を
回
復
し
た
と
考
え
た
の
か
、
末
弘
は
翌
一
九
五
一
（
昭
和
二
六
）
年
三
月
、
労
働
法
懇
談

会
―
―
労
・
使
双
方
お
よ
び
学
界
の
み
な
ら
ず
、
官
界
か
ら
も
参
加
し
、
同
年
一
一
月
か
ら
一
九
五
七
（
昭
和
三
二
）
年
一
一
月
（
六
八

号
）
ま
で
、
例
会
に
お
け
る
主
に
研
究
者
の
報
告
と
、
そ
れ
に
関
す
る
討
論
記
録
を
ま
と
め
た
月
刊
誌
「
討
論
労
働
法
」（
勁
草
書
房
）

を
編
集
・
刊
行
し
た
―
―
の
発
足
に
際
し
て
、
会
長
に
推
さ
れ
、
そ
の
職
に
就
い
た
。

⑵
　
が
ん
手
術
後
の
業
績
―
―
戦
後
労
働
法
学
へ
の
遺
言
―
―

こ
の
年
、
末
弘
が
退
院
後
に
著
わ
し
た
も
の
と
し
て
、
講
和
条
約
締
結
に
と
も
な
う
占
領
の
終
了
が
間
近
と
な
っ
て
い
た
―
―
日
本

国
内
で
は
「
全
面
講
和
」
か
「
単
独
講
和
」
か
大
き
な
議
論
が
巻
き
起
こ
っ
て
い
た
―
―
当
時
、
東
京
都
条
例
に
よ
る
労
働
組
合
の
集

会
規
制
、
企
業
内
組
合
と
い
う
組
織
形
態
に
と
も
な
う
問
題
お
よ
び
労
働
法
改
正
と
い
う
三
つ
の
課
題
を
論
じ
た
「
労
働
組
合
に
関
す

る
当
面
の
諸
問
題
」
中
央
公
論
六
六
巻
七
号
（
一
九
五
一
）
を
発
表
し
た
。
こ
の
ほ
か
に
は
、
没
後
に
公
刊
さ
れ
た
二
つ
の
も
の
が
あ

る
。
一
つ
は
創
立
間
も
な
い
労
働
法
懇
談
会
に
お
け
る
講
演
録
（
六
月
二
〇
日
、
繊
維
製
品
会
館
）
を
活
字
化
し
た
「
労
働
法
学
の
課

（
142
）

（
143
）
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題
」
討
論
労
働
法
一
号
（
一
九
五
一
）
一
︱
五
頁
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
や
は
り
、
前
年
秋
に
創
立
さ
れ
た
労
働
法
学
会
の
学
会
誌
で

あ
る
労
働
法
一
号
に
掲
載
さ
れ
た
「
労
働
法
の
解
釈
と
法
的
伝
統
」
と
い
う
、
い
ず
れ
も
短
い
論
稿
が
あ
る
。
戦
後
直
後
、
末
弘
は
「
労

働
組
合
法
に
聯
関
さ
せ
て
」
と
の
副
題
の
つ
い
た
論
稿
（
前
掲
「
立
法
学
に
関
す
る
多
少
の
考
察
」
法
学
協
会
雑
誌
六
四
巻
一
号

〔
一
九
四
六
〕）
で
立
法
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
論
じ
た
。
そ
し
て
あ
た
か
も
、
こ
れ
に
対
応
す
る
か
の
よ
う
に
そ
の
研
究
者
と
し
て

の
み
な
ら
ず
、
実
人
生
の
最
終
期
に
お
い
て
示
し
た
の
が
労
働
法
の
解
釈
の
あ
り
方
に
つ
い
て
論
じ
た
、
右
の
二
つ
の
論
稿
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
は
、
末
弘
の
戦
後
労
働
法
学
へ
の
い
わ
ば
遺
言
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
よ
か
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
後
者
を
中
心
に
紹
介
し
よ
う
。

末
弘
は
ま
ず
「
現
行
労
働
法
の
解
釈
上
学
者
の
意
見
が
岐
れ
て
ゐ
る
問
題
が
非
常
に
多
い
」（「
伝
統
」
一
頁
）
の
は
、
何
故
か
と
問

い
、「
凡
そ
立
法
は
法
的
伝
統
を
基
礎
と
し
て
成
り
立
つ
も
の
で
あ
る
。
法
的
伝
統
の
存
在
を
前
提
と
し
な
い
限
り
法
を
法
規
化
す
る

こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
」（
同
前
所
）
と
し
、「
解
釈
は
法
規
の
前
提
と
な
つ
て
ゐ
る
法
的
伝
統
の
何
た
る
か
を
理
解
す
る
と
同
時
に
、

そ
れ
を
将
来
に
伝
へ
て
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
使
命
と
す
る
仕
事
な
の
で
あ
る
」（
二
頁
）
と
す
る
。
で
は
「
法
的
伝
統
」
と
は
何
か
。

そ
れ
自
体
に
つ
い
て
は
既
知
の
こ
と
と
し
て
扱
い
、
そ
れ
は
「
歴
史
上
法
慣
習
・
判
例
・
学
説
等
の
形
を
と
つ
て
存
在
し
又
発
展
し
た
」

（
同
前
所
）
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
法
的
伝
統
は
す
べ
て
の
国
す
べ
て
の
時
代
に
存
在
し
て
、
或
は
そ
れ
自
身
直
に
解
釈
上
法
源
と

し
て
役
立
ち
若
し
く
は
立
法
の
基
礎
と
し
て
役
立
つ
た
の
で
あ
る
」
と
論
じ
た
。
さ
ら
に
末
弘
は
一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
の
労
組

法
改
正
を
念
頭
に
お
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
「
の
み
な
ら
ず
…
…
大
規
模
な
法
の
継
受
が
行
は
れ
た
場
合
に
は
、
単
に
形
の
上
で

法
規
の
模
倣
が
行
は
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、
そ
れ
と
同
時
に
法
的
伝
統
の
大
規
模
な
承
継
が
行
は
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
」（
同
前
所
）

と
し
た
。
た
だ
し
そ
れ
が
「
わ
が
国
労
働
法
に
関
す
る
法
的
伝
統
と
関
係
な
し
に
制
定
さ
れ
た
」（
同
前
所
）
こ
と
に
問
題
が
あ
っ
た

こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
。
つ
い
で
末
弘
は
、
自
ら
の
最
初
の
問
い
へ
の
応
答
と
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
論
じ
た
。
す
な
わ
ち
「
労

働
法
及
び
労
働
法
学
は
ど
こ
の
国
で
も
比
較
的
新
し
い
分
野
で
あ
る
。
そ
の
上
法
の
規
律
対
象
で
あ
る
労
働
事
情
も
法
の
背
景
を
な
し

（
144
）

（
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）
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て
ゐ
る
政
治
経
済
事
情
も
国
に
よ
つ
て
著
し
く
違
つ
て
ゐ
る
た
め
、
同
種
の
事
柄
に
関
す
る
立
法
も
国
に
よ
つ
て
非
常
に
違
つ
て
居
」

り
、
た
と
え
同
様
の
問
題
で
あ
れ
、
裁
判
所
や
学
説
の
対
応
も
異
な
ら
ざ
る
を
え
ず
、「
各
国
共
通
の
法
的
伝
統
が
こ
の
分
野
に
は
殆

ん
ど
成
り
立
つ
て
ゐ
な
い
」（
三
︱
四
頁
）。
そ
れ
ゆ
え
に
「
新
し
い
実
際
問
題
が
大
量
的
に
発
生
し
て
く
れ
ば
、
法
規
の
解
釈
上
又
問

題
の
処
理
上
に
困
難
が
起
つ
て
来
る
の
は
当
然
で
あ
る
」（
四
頁
）
と
し
て
い
る
。

で
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
し
労
働
法
学
と
し
て
、
何
を
な
す
べ
き
か
。
末
弘
は
「
他
の
法
律
分
野
に
お
け
る
と
異
な
る
特
別
の

努
力
が
必
要
で
あ
る
」（
同
前
所
）
と
い
う
。
第
一
に
「
事
実
の
忠
実
な
観
察
と
精
確
な
分
析
を
基
礎
と
し
て
法
的
処
理
方
法
…
…
を

考
へ
、
又
自
ら
新
に
概
念
を
構
成
…
…
す
る
必
要
が
あ
る
」（
同
前
所
）
と
い
う
。
な
お
末
弘
は
、
法
律
学
は
と
か
く
「
概
念
や
理
論

に
忠
実
な
る
の
餘
り
、
反
つ
て
事
実
を
無
理
に
曲
げ
て
認
識
し
た
が
る
傾
向
が
あ
る
」
と
注
意
し
て
い
る
（
同
前
所
）。
第
二
は
、
比

較
法
研
究
に
際
し
て
は
、「
各
国
の
法
制
や
理
論
の
背
景
を
な
し
て
ゐ
る
社
会
的
・
経
済
的
・
政
治
的
の
事
情
を
理
解
す
る
と
同
時
に
、

各
国
の
法
制
が
実
施
さ
れ
た
結
果
を
正
確
に
調
査
研
究
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
…
…
／
か
か
る
用
意
を
通
し
て
わ
が
国
の
事
実
に

適
合
し
た
法
的
処
理
方
法
を
考
へ
、
理
論
を
考
へ
て
こ
そ
わ
が
国
独
自
の
労
働
法
学
が
成
り
立
ち
得
る
の
だ
」（
同
前
所
）。
す
な
わ
ち
、

末
弘
は
戦
後
わ
が
国
独
自
の
労
働
法
学
を
形
成
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
末
弘
の
い
う
と
こ
ろ
の
「
法
律
社
会
学
的
な
研
究
態
度
」
を

と
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
言
い
た
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
最
後
に
、
末
弘
は
「
大
事
な
こ
と
は
自
ら
の
眼
で
事
実
を
見
、
自
ら
の
頭
で
具
体
的
に
問
題
を
考
へ
る
こ
と
だ
と
私
は
言
ひ

た
い
の
で
あ
る
」（
五
頁
）
と
結
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
な
短
い
言
葉
に
は
、
末
弘
が
戦
前
の
ア
メ
リ
カ
お
よ
び
フ
ラ
ン
ス
を
中
心
と

し
た
在
外
研
究
か
ら
帰
国
し
て
以
来
の
、
自
ら
の
法
学
方
法
論
を
凝
縮
し
て
表
現
し
た
と
思
わ
れ
る
。

⑶
　
逝
　
　
　
去

（
146
）

（
147
）（
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）

（
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）
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末
弘
は
一
九
五
一
（
昭
和
二
六
）
年
七
月
一
八
日
、
敗
戦
の
翌
年
一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
一
〇
月
か
ら
就
い
て
い
た
政
治
経
済

研
究
所
理
事
長
兼
所
長
の
職
を
辞
し
た
。
同
月
下
旬
、
癌
が
再
発
―
―
直
腸
が
ん
細
胞
の
肝
臓
や
胃
腸
な
ど
へ
の
転
移
―
―
し
た
こ
と

の
診
断
を
受
け
て
、
翌
八
月
二
三
日
に
第
一
病
院
に
再
入
院
し
た
。
し
か
し
医
学
的
な
処
置
を
ほ
ど
こ
す
べ
き
こ
と
は
す
で
に
な
か
っ

た
の
で
あ
ろ
う
、
九
月
一
日
に
退
院
し
て
自
宅
療
養
と
な
っ
た
。
そ
し
て
一
年
前
の
手
術
を
受
け
た
の
と
同
じ
く
九
月
一
一
日
の
午
前

四
時
、
末
弘
は
逝
去
し
た
。
そ
れ
は
満
六
三
歳
と
な
る
日
を
迎
え
る
二
か
月
ほ
ど
前
で
あ
っ
た
。
同
日
、
東
京
大
学
は
末
弘
に
名
誉
教

授
の
称
号
を
授
与
し
た
。
前
日
の
一
〇
日
に
は
、
教
職
追
放
を
解
除
さ
れ
た
が
、
そ
の
日
が
来
る
こ
と
を
待
ち
望
ん
で
い
た
本
人
が
は

た
し
て
知
る
こ
と
が
で
き
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
葬
儀
は
同
月
一
五
日
に
中
労
委
会
館
（
旧
協
調
会
）
ホ
ー
ル
に
て
神
道
式
に

よ
り
と
り
行
な
わ
れ
た
。
当
日
は
台
風
の
影
響
の
た
め
に
建
物
に
沿
っ
て
並
べ
ら
れ
た
花
輪
が
な
ん
ど
立
て
直
し
て
も
倒
れ
て
し
ま
う

と
い
う
有
様
で
あ
っ
た
と
い
う
。
当
日
弔
辞
を
読
ん
だ
南
原
繁
は
、
末
弘
の
生
涯
と
学
問
、
そ
し
て
事
績
を
た
ど
る
な
か
で
、
つ
ぎ
の

よ
う
に
の
べ
て
い
た
。

「
か
よ
う
に
し
て
、
わ
が
国
に
お
い
て
『
労
働
法
学
』
の
創
始
者
た
る
の
栄
誉
は
、
永
久
に
君
の
も
の
で
あ
る
で
あ
り
ま
し
ょ

う
。
／
今
日
、
民
法
学
な
い
し
労
働
法
学
の
分
野
に
お
い
て
、
学
問
研
究
に
従
事
す
る
者
に
し
て
、
直
接
ま
た
は
間
接
、
君
の
薫

陶
と
影
響
を
受
け
な
い
者
は
な
い
と
い
っ
て
、
過
言
で
は
な
い
で
あ
り
ま
し
ょ
う
」。

遺
骨
は
、
染
井
霊
園
（
東
京
都
豊
島
区
駒
込
）
内
に
あ
る
末
弘
家
の
墓
所
（
１
種
イ
８
号
４
側
）
に
埋
葬
さ
れ
た
。

（
139
）　

前
掲
「
末
弘
略
年
譜
」
四
九
五
頁
お
よ
び
前
掲
「
末
弘
略
年
表
」
一
五
八
頁
。
な
お
、
末
弘
の
後
を
つ
い
で
中
労
委
会
長
に
就
い
た
の
は
、
一

橋
大
学
々
長
〔
当
時
〕
で
あ
る
中
山
伊
知
郎
（
一
八
九
八
～
一
九
八
〇
）
で
あ
っ
た
。

（
140
）　

当
時
は
、
い
ま
だ
占
領
下
に
あ
っ
た
た
め
に
、
中
労
委
会
長
辞
任
の
本
当
の
理
由
を
公
表
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
中
労
委

事
務
局
第
一
部
長
と
し
て
、
末
弘
の
も
と
で
大
小
の
争
議
調
整
に
携
わ
っ
た
賀
来
才
二
郎
（
一
九
〇
二
～
一
九
七
八
）
の
『
ふ
て
い
の
や
か
ら
―

（
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）
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労
政
局
長
の
手
記
―
』（
科
学
新
興
社
・
一
九
五
三
）
一
七
︱
一
八
頁
に
よ
れ
ば
、
末
弘
の
中
労
委
会
長
辞
任
の
真
相
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の

で
あ
っ
た
と
い
う
。
す
な
わ
ち
末
弘
は
ア
メ
リ
カ
滞
在
中
に
会
見
や
意
見
交
換
を
し
た
相
手
方
に
対
し
、
日
本
の
労
働
事
情
の
説
明
に
関
連
し
て
、

占
領
政
策
を
批
判
す
る
発
言
を
行
な
い
、
そ
の
よ
う
な
情
報
を
重
視
し
た
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
末
弘
に
対
し
自
発
的
に
中
労
委
会
長
を
辞
め
な
け
れ
ば
、
教

職
追
放
解
除
の
時
期
を
遅
ら
せ
る
と
の
圧
力
が
加
え
ら
れ
た
。
そ
こ
で
教
職
追
放
を
不
本
意
か
つ
不
名
誉
な
こ
と
と
意
識
し
て
い
た
末
弘
は
、
こ

の
際
、
労
働
関
係
実
務
か
ら
一
切
手
を
引
く
こ
と
を
決
断
す
る
に
い
た
っ
た
。
当
時
、
こ
の
こ
と
は
多
く
の
人
が
知
る
所
で
あ
っ
た
の
か
、
末
弘

没
後
直
後
、
高
柳
賢
三
「
足
跡
を
か
え
り
み
て
／
お
も
い
出
」
法
律
時
報
二
三
巻
一
一
号
（
一
九
五
一
）
六
一
︱
六
二
頁
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
の

べ
て
い
た
。

末
弘
が
旧
制
第
一
高
等
学
校
を
卒
業
し
、東
京
帝
大
法
学
部
に
進
学
し
た
一
九
〇
九（
明
治
四
二
）
年
三
月
「
新
渡
戸
〔
稲
造
〕
一
高
校
長
に

た
い
す
る
か
れ
の
、
弾
劾
演
説
に
現
わ
れ
た
権
威
に
挑
戦
す
る
と
い
っ
た
か
れ
の
三
つ
子
の
魂
は
ず
っ
と
か
れ
を
支
配
し
た
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
か
く
し
て
晩
年
に
な
っ
て
も
ア
メ
リ
カ
に
行
っ
て
、〔
連
合
国
最
高
司
令
官
総
〕
司
令
部
の
役
人
の
や
り
方
に
た
い
し
、
か
れ
一
流
の

批
判
を
率
直
に
語
っ
て
問
題
を
起
し
た
。
権
威
に
う
ま
く
取
入
っ
て
自
己
の
栄
達
を
は
か
る
と
い
っ
た
こ
と
を
か
れ
は
特
に
軽
侮
し
た
。
彼

は
立
身
出
世
型
の
性
格
で
は
な
か
っ
た
」。

こ
の
よ
う
な
説
明
は
末
弘
の
性
格
か
ら
し
て
、誰
も
が
納
得
す
る
こ
と
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。な
お
末
弘
の
一
高
在
校
時
の
新
渡
戸
弾
劾
事
件

に
つ
い
て
は
、七
戸
・
前
掲「
末
弘
厳
太
郎
の
青
春
」三
九
九
頁
以
下
を
参
照
。

（
141
）　

末
弘
後
掲
「
断
腸
の
記
」
五
一
︱
五
二
頁
。

（
142
）　

末
弘
『
断
腸
前
後
―
遺
稿
と
日
記
―
』（
一
粒
社
・
一
九
五
二
）
は
既
述
の
よ
う
に
、
同
人
の
没
後
に
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
第
一
部
「
遺

稿
」
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
エ
ッ
セ
イ
は
ほ
と
ん
ど
が
執
筆
途
上
の
未
完
の
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
書
名
の
基
に
も
な
っ
た
＊
「
断
腸
の
記
―

癌
の
早
期
発
見
の
必
要
に
つ
い
て
―
」
文
藝
春
秋
二
九
巻
四
号
（
一
九
五
一
・
三
）
一
〇
〇
︱
一
〇
七
頁
（
同
前
書
四
七
︱
七
〇
頁
）
―
―
末
弘

の
場
合
、「
早
期
発
見
」
と
い
え
な
か
っ
た
―
―
と
＊
「
断
腸
後
記
―
内
憂
外
患
―
」
同
前
二
九
巻
一
一
号
（
一
九
五
一
・
八
）
一
四
︱
一
六
頁
（
同

前
書
七
一
︱
七
六
頁
）
の
二
篇
は
、
直
腸
が
ん
を
患
い
、
入
院
・
手
術
・
術
後
の
経
過
を
自
ら
語
っ
て
お
り
、
が
ん
患
者
の
「
手
記
」
と
し
て
貴

重
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
末
弘
・
前
掲
『
断
腸
の
記
』
収
録
の
「
日
記
」
は
、
亡
く
な
る
二
か
月
前
の
七
月
一
〇
日
の
記
述
を
最
後
と
し
て
い
る
。

関
連
し
て
、
賀
来
・
前
掲
書
一
八
︱
一
九
頁
は
、『
日
本
労
働
組
合
運
動
史
』
の
執
筆
と
英
訳
作
業
、
そ
し
て
そ
の
後
の
ア
メ
リ
カ
で
の
多
忙
な

生
活
に
よ
る
過
労
が
末
弘
の
寿
命
を
短
く
す
る
こ
と
の
遠
因
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
の
べ
て
い
る
。
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（
143
）　

前
掲
「
末
弘
略
年
譜
」
四
九
五
頁
。
そ
の
設
立
の
経
緯
と
大
会
当
日
の
様
子
に
つ
い
て
は
、
菊
池
勇
夫
「
日
本
労
働
法
学
会
の
設
立
」
季
刊
労

働
法
五
八
号
（
一
九
六
八
）
の
ち
に
同
『
戦
後
労
働
法
の
二
十
年
』（
一
粒
社
・
一
九
六
九
）
に
収
録
・
二
八
三
︱
二
八
五
頁
に
詳
し
い
。

（
144
）　

前
掲
（
法
律
時
報
）
編
集
部
「
末
弘
博
士
著
書
論
文
目
録
」
八
四
頁
お
よ
び
、
そ
の
記
述
を
踏
襲
し
た
前
掲
・
水
野
〔
作
成
〕「
末
弘
主
要
著

作
目
録
」
一
〇
八
頁
は
、
本
稿
掲
載
誌
名
を
「
年
報
労
働
法
」
と
記
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
誌
名
の
雑
誌
は
存
在
せ
ず
、
こ
れ
は
日

本
労
働
法
学
会
誌
で
あ
る
「
労
働
法
」
が
正
し
い
。

（
145
）　

両
者
は
内
容
上
相
互
に
連
環
し
て
い
る
。
二
つ
の
論
稿
の
成
立
事
情
と
し
て
は
、
内
容
か
ら
判
断
し
て
、
お
そ
ら
く
労
働
法
懇
談
会
に
お
け
る

講
演
が
な
さ
れ
た
後
日
に
「
法
的
伝
統
」
稿
が
執
筆
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
146
）　

こ
の
部
分
に
対
応
す
る
末
弘
・
前
掲
「
課
題
」
稿
二
︱
三
頁
で
、
末
弘
は
具
体
的
に
戦
前
わ
が
国
で
は
、
ド
イ
ツ
と
く
に
労
働
協
約
法
の
紹
介
・

研
究
が
な
さ
れ
、
学
説
上
の
蓄
積
も
あ
る
が
、
そ
れ
ら
を
も
っ
て
敗
戦
直
後
の
わ
が
国
の
労
働
協
約
問
題
に
、
安
易
に
当
て
は
め
よ
う
と
す
る
こ

と
に
警
告
を
発
し
て
い
る
。

（
147
）　

こ
の
部
分
に
関
連
し
て
、
末
弘
は
同
前
「
課
題
」
五
頁
に
お
い
て
、
ド
イ
ツ
法
と
ア
メ
リ
カ
法
と
を
対
比
さ
せ
な
が
ら
「
理
論
を
尊
重
す
る
こ

と
は
学
者
と
し
て
誠
に
結
構
な
こ
と
で
あ
る
が
、
同
時
に
も
つ
と
法
的
技
術
即
ち
卑
近
な
言
葉
で
い
う
と
裁
判
官
を
納
得
さ
せ
る
技
術
を
も
研
究

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
の
べ
て
い
る
。
プ
ラ
グ
マ
ニ
ス
ト
と
し
て
の
、
末
弘
の
姿
勢
が
は
し
な
く
も
示
さ
れ
て
い
て
興
味
深
い
。

（
148
）　

こ
こ
に
対
応
す
る
の
は
、
末
弘
・
同
前
「
課
題
」
稿
中
四
︱
五
頁
で
あ
ろ
う
。

（
149
）　

そ
の
ほ
か
に
、
末
弘
が
そ
の
法
学
方
法
論
を
の
べ
た
も
の
と
し
て
、「
法
学
と
は
何
か
―
―
特
に
入
門
者
の
た
め
に
―
―
」（
一
）（
二
）
法
律

時
報
二
三
巻
四
号
（
一
九
五
一
）
一
二
︱
一
五
頁
お
よ
び
同
前
二
三
巻
五
号
三
︱
七
頁
が
あ
る
。

（
150
）　

前
掲
「
末
弘
略
年
譜
」
四
九
六
頁
。
法
律
時
報
二
三
巻
一
一
号
末
弘
追
悼
号
（
一
九
五
一
）
六
三
︱
六
五
頁
に
は
、
主
治
医
（
岩
井
芳
次
郎
）

に
よ
る
末
弘
の
第
一
回
入
院
か
ら
翌
年
夏
の
再
入
院
と
死
亡
に
い
た
る
ま
で
の
医
学
的
な
所
見
（「
末
弘
先
生
の
御
病
状
」）
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
末
弘
の
癌
細
胞
は
前
年
九
月
の
手
術
時
に
他
の
部
位
へ
の
転
移
が
あ
り
、
そ
れ
が
徐
々
に
成
長
し
、
末
弘
を
し
て
死
に
至
ら
し

め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
今
か
ら
六
五
年
ほ
ど
前
の
医
学
水
準
で
は
、
前
年
の
手
術
時
に
発
見
し
、
切
除
す
る
こ
と
は
不
可
能
な
こ
と
で
あ
っ

た
よ
う
だ
。
な
お
末
弘
の
子
息
で
あ
る
末
弘
重
夫
「
父
厳
太
郎
を
語
る
」
討
論
労
働
法
一
一
号
（
一
九
五
二
・
九
）
二
四
頁
（
前
掲
大
正
農
政
経
済
・

月
報
一
二
頁
）
は
、
生
来
健
康
か
つ
健
康
に
注
意
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、「
あ
の
様
な
始
末
の
悪
い
病
気
に
取
り
つ
か
れ
る
事
が
な
か
っ
た
ら
、

或
い
は
長
生
き
の
新
記
録
を
作
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
位
だ
」
と
の
べ
て
い
た
。
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（
151
）　

末
弘
の
死
後
に
公
刊
さ
れ
た
も
の
は
複
数
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
言
及
し
て
い
な
い
も
の
と
し
て
、
末
弘
が
手
術
後
の
療
養
時
に
、
戦
前
の
労
働

組
合
法
の
制
定
を
頑
強
に
反
対
し
た
使
用
者
側
の
代
表
的
人
物
で
あ
っ
た
藤
原
銀
次
郎
（
王
子
製
紙
〔
初
代
〕
社
長
・
一
八
六
九
～
一
九
六
〇
）

と
の
対
談
を
ま
と
め
た
『
労
資
問
題
の
将
来
』（
講
談
社
・
一
九
五
二
）
が
あ
る
（
た
だ
し
同
書
は
「
対
談
」
と
い
っ
て
も
、
藤
原
が
一
方
的
に

発
言
し
、
末
弘
が
途
中
い
わ
ば
合
い
の
手
を
入
れ
る
程
度
し
か
の
べ
て
お
ら
ず
、「
対
談
」
の
体
を
な
す
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
内
容
的
に
も
取

る
に
足
り
な
い
）。

（
152
）　

前
掲
「
末
弘
略
年
譜
」
四
九
六
頁
。

（
153
）　

同
前
所
。

（
154
）　

北
村
久
寿
雄
「
末
弘
先
生
の
こ
と
」
公
企
労
季
報
四
号
（
一
九
七
〇
・
七
）
三
〇
頁
。

（
155
）　

南
原
「
末
弘
厳
太
郎
博
士
―
―
告
別
式
に
お
け
る
弔
詞
―
―
」
同
著
作
集
第
七
巻
『
文
化
と
国
家
』（
岩
波
書
店
・
一
九
七
三
）
四
九
三
︱

四
九
六
頁
。

（
156
）　

前
掲
・「
末
弘
年
譜
」
四
九
六
頁
。
す
で
に
い
く
つ
か
を
紹
介
し
た
が
、
法
律
時
報
二
三
巻
一
一
号
（
一
九
五
一
）
は
誌
面
す
べ
て
を
末
弘
追

悼
に
あ
て
た
も
の
で
あ
り
、
中
労
委
時
報
一
八
二
号
（
一
九
五
一
）
五
︱
一
八
頁
に
は
多
数
の
追
悼
文
が
寄
せ
ら
れ
た
。
ま
た
討
論
労
働
法
二
号

（
一
九
五
一
・
一
二
）
二
︱
六
頁
に
は
、
吾
妻
光
俊
「
末
弘
先
生
の
学
風
」、
細
谷
松
太
「
末
弘
先
生
の
思
い
出
」
お
よ
び
賀
来
才
次
郎
「
教
え

を
受
け
た
五
年
間
」
が
掲
載
さ
れ
、
同
前
二
〇
号
（
一
九
五
三
・
九
）
一
︱
八
頁
に
は
「
末
弘
厳
太
郎
博
士
の
三
回
忌
を
迎
え
て
」
と
し
て
、
石

井
照
久
「
末
弘
先
生
の
思
い
出
」、
三
藤
正
「『
仕
事
が
し
た
い
』」、
川
田　

壽
「
労
働
関
係
と
末
弘
先
生
」
お
よ
び
馬
淵
威
雄
「
末
弘
先
生
の
横
顔
」

の
四
篇
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

末
弘
は
一
九
五
一（
昭
和
二
六
）
年
四
月
一
二
日
付
け
の
「
日
記
」（
備
忘
録
）
と
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
た
（
前
掲
『
断
腸
前
後
』

二
二
八
︱
二
二
九
頁
）。

「
〇　

私
の
信
条

孤
独
性　

一
人
旅
行
が
す
き　

人
の
世
話
に
な
る
の
も
人
の
世
話
を
す
る
の
も
き
ら
い

好
奇
心
が
強
い
こ
と

贅
沢
で
な
い
こ
と

勝
負
事
が
き
ら
い
な
こ
と
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人
に
寛
容
な
こ
と
、干
渉
さ
れ
る
こ
と
が
き
ら
い
な
こ
と

芝
居
気
が
な
い
こ
と　

儀
式
が
き
ら
い　

訓
辞
が
き
ら
い

神
が
い
る
と
ど
う
し
て
も
思
え
な
い
こ
と

記
憶
力
と
読
書　

外
国
語　

自
分
の
し
ゃ
べ
っ
た
こ
と
さ
え
そ
の
場
で
批
判
す
る
」

こ
れ
は
雑
誌
・
世
界（
岩
波
書
店
）
か
ら
依
頼
を
受
け
て
い
た
同
名

―
「
信
条
」
と
い
う
べ
き
も
の
以
外
の
こ
と
も
あ
る
が

―
の
エ
ッ
セ

イ
執
筆
の
た
め
の
メ
モ
書
き
で
あ
ろ
う
。
同
稿
は
同
誌
七
一
号
（
一
九
五
一
）
一
五
五
︱
一
五
八
頁
に
掲
載
（
後
に
同
・
前
掲
「
断
腸
前
後
」
に

収
録
一
︱
八
頁
）
さ
れ
、
そ
し
て
、
こ
れ
を
基
に
な
さ
れ
た
鮎
澤　

巌
ほ
か
「
座
談
会
／
人
間
・
末
弘
厳
太
郎
を
語
る
」
法
律
時
報
二
三
巻
一
一

号
六
六
︱
七
七
頁
お
よ
び
末
弘
重
夫
「
父
厳
太
郎
を
語
る
」
討
論
労
働
法
一
一
号
（
一
九
五
二
・
九
）
二
二
︱
二
四
頁
の
二
つ
は
、
末
弘
の
パ
ー

ソ
ナ
リ
テ
ィ
お
よ
び
家
庭
人
と
し
て
の
末
弘
の
様
子
―
―
家
族
に
対
し
叱
る
と
い
う
こ
と
は
一
度
も
な
く
、
家
庭
菜
園
で
野
菜
を
作
る
の
が
得
意

で
あ
っ
た
等
―
―
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
興
味
深
い
。
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付　　　論

Another Beginning of the Labour Law in the 
Post-War Period :The Light and the Dark Sides 
of Suehiro Izutaro

Yasuo Ishii

Ⅰ．　Introduction 

Ⅱ．　The Enactment of The Three Major Labour Law:Suehiro Izutaroʼs Attachment

１．The Proposal of the Three Major Labour Law and Nomology

２．Of Labour Law （Roudou-Hou-No-Hanashi）, Labour Movement and the Trade 

Union Law （Roudou-Undo-To-Roudou-Kumiai-Hou）, and A Dialogue on 

Labour Union （Roudou-Mondou）:The Diff usion of ʻLabour-Lawʼ

３．As the Chair Persons

Ⅲ．　The Punishment, the Purge of Teaching and Its Reaction

１．The Purge from Public and Teaching Offi  ce by GHQ and by the Authorities

２．On and Against The Society of Japan Judicial Law

３．The Purge of Suehiro : Its Reaction and Response

Ⅳ．　The Possibility of Incompleteness in Suehiro Post War-Labour Law

１．Re-visit of the United States

２．The History of Japan Labour Union Movement（Nihon-Roudou-Kumiai-Undo-Shi）

Ⅴ．　Suehiro in Diseases and of Death

　　　　On the day of 14th of August in 1945, in the Showa 20th, Japanʼs 
acceptance of the Potsdam Declaration meant the eventual end of the under-
war condition, which had last approximately fourteen years, against numbers 
of countries, and the next day, in the 15th, the Emperor Showa-Hirohitoʼs 
announcement also prevailed into the nation that the war has been put an 
end. On the end of the same month, in the 30th of August, the Allied Forces 
occupied Japan. The next month, on the ２ nd of September, the Japanese 
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Instrument of Surrender was signed on the deck of USS Missouri in Tokyo 
Bay, marked a general end of the World War Ⅱ.
　　　　These continuous and even abrupt incidents represented the 
beginning of that period, ʻpost-warʼ. At the beginning of post-war, in 1945, the 
prominent thinker, Suehiro Izutaro（1988-1951）was fi fty-six years old and it 
was already in his late years in Suehiroʼs life ;my concern is that how Suehiro 
accepted this even violent dawn of ʻpost-warʼ and then what kind of infl uence 
has poured into his thought, his very last thoughts in the 1940s to the 50s.
　　　　Suehiro Izutaroʼs career is two sides of the same coin : the light part-
his devotion for the post war period another start of Labour Law, which is 
evoked by the dark, Suehiroʼs thought from pre-war to among the war．
Suehiro was punished for the participation of The Society of Japan Judicial 
Law, whose purpose was ʻto devote the united establishment and its 
development of Greater East Asia Co-Prosperity Sphere（Daitoua）, to 
maintain the national policy based by the citizensʼ corrected emotions and 
thoughts, to establish new actʼ. On the other hand, Suehiro was the leading 
figure of the establishing The Three Labour Law（trade union law, labor 
standards law, and labor relations adjustment law）, and wrote and published 
plenty of books, planning to raise public awareness of the law．In addition to 
that, as the chairperson or the acting chairperson of Crew Central Labour 
Relations Commission, Central Labour Relations Commission, and its Tokyo 
branch, Suehiro solved a great deal of labour and management issues. On his 
acts for the labour and management issue, it can be said that Suehiro showed 
his great versatility.
　　　　Because of his background with extreme up and down, I cannot 
settle the evaluation toward Suehiro easily not only by the light side, 
achievements in the post war period but also by his dark side with a lever of 
his light, the purge from the offi  cial and teaching. By doing so, I can fi nally 
show some considerations on Suehiro Izutaroʼs round overview on the post 
war Labour Law.


